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令和7年巳年の年頭に当たり、皆様に謹んで
新年のご挨拶を申し上げます。
昨年は、元旦に能登半島地震が発生し、多く
の方々がお亡くなりになるなど、大きな被害を
受ける中で新年を迎えたことは記憶に新しいと
ころです。その後も復興に向け取り組んでいる
さなかに豪雨に見舞われるなど、自然災害の恐
ろしさを思い知らされた一年でした。今も日常
生活を取り戻すに至っていない方が大勢いらっ
しゃいますし、小麦粉の二次加工に携わる方々
にも同様の状況の方がいらっしゃると側聞して
おります。被災地の皆様に改めてお見舞いを申
し上げますとともに、一刻も早い復興・再建を
祈念いたします。
また昨年の国内経済は、新型コロナウイルス
感染症の影響から徐々に回復し、人流や経済活
動が大きく動き出し、特にインバウンドについ
ては、昨年1月から11月の訪日外国人は、既に
過去最多であった2019年の年間累計数を上回る
など、急激に回復しています。オーバーツーリ
ズムの問題などが報道されてはおりますが、外
食やお土産など、小麦粉関連業界としては明る
い要因でありますので、今年も今以上に小麦粉

関連の需要が高まることを期待したいもので
す。
さて今年一年を見据えて、小麦関連業界に影
響を与える可能性のある要因は数多くあります
が、昨年25年ぶりに改正された「食料・農業・
農村基本法」と関連3法案がその筆頭に挙げられ
るのではないでしょうか。小麦については、既
に国家貿易による輸入を柱としつつ国民への安
定供給を確保する体制が整備されていますが、
今回新たに「食料安全保障の確保」が明記され
たことにより、国産小麦の生産増加が想定され
るところです。
国産小麦の生産量は、現行基本計画の生産努
力目標が108万トンとされている中で、近年は
100万トン前後で推移するようになってきてい
ます。このような近年の生産量の実績からする
と、新たな生産努力目標数量が、現行の数値を
上回る、場合によっては大きく上回る可能性が
あると思います。
製粉業界にとっては、外国産小麦の安定的輸
入体制の維持と相まって、足元の供給源がこれ
まで以上に育っていくことは望ましい方向であ
ると思います。
一方で国産小麦の生産が増大することに伴う
懸念材料があることも事実ではないでしょう
か。
まず、国産小麦の令和7年産の入札結果を見
ると、2万5千トンの落札残となり、5年連続し
て「ミスマッチ」となる状況が続いています。
生産側・需要側それぞれの意思表明の結果が
入札結果として現れているのですから、何度も
繰り返し述べてきたところですが、ミスマッチ
の状況が続いているという現実から目をそらさ

一般財団法人製粉振興会　理事長

梶島　達也
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ず、生産者側には、今後小麦生産の拡大を担う
地域を含めて、需要に応じた生産を行うという
原理原則に立った対応が、今まで以上に求めら
れるのではないかと思います。
また、上述のように国産小麦を今以上に増産
する方向に向かう場合、これまで小麦の生産が
あまり盛んではなかった地域における生産につ
いて、営農指導員や普及員の不足等の課題もあ
り小麦の品質に影響を与える技術指導体制が確
保されるのか、製粉業界に引き渡されるまでの
品質管理が徹底されるのか、大いに懸念される
ところです。
一昨年、国産小麦の安全性を揺るがすような
事案が発生したという事実を重く受け止め、国
民に安全安心な小麦粉を安定的に届けるという
目標に向けて関係者が力を合わせて取り組んで
いくことを期待します。
同時に、国産小麦をめぐる様々な課題につい
ては、これまでも産地と製粉業界から構成され
る「民間流通連絡協議会」における協議を通じ、
これらへの対応と解決に取り組んできており、
着実に成果を上げてきていると思いますので、
この枠組みが今まで以上に機能することも併せ
て期待したいと思います。
こうした動きの他に、輸入小麦の政府売渡価
格の動きも気になるところです。
昨年は、一昨年の10月期から3期連続しての
引下げとなり、一時期の高騰状況から脱し、あ
る意味落ち着いてきています。
ここで特に言及しておきたいのは、貿易を巡
る不確実性についてです。未だに収束の兆しが
見えないロシアによるウクライナ侵攻など、国
際情勢は引き続き予断を許さない状況が続いて
います。加えてアメリカ大統領選に勝利した次
期トランプ大統領が輸入関税の大幅引き上げを
明言していることが大きな懸念材料ではないで
しょうか。大きな貿易戦争が一旦勃発すれば、
全く関連がない品目であっても価格が暴騰・暴
落することがこれまでも多々ありました。この
ような場合、為替の乱高下や物流の混乱なども

発生しています。
政府売渡価格は、穀物相場だけでなく、為替
やフレートなどによっても変動するものですの
で、直接小麦が議論の対象品目にならない場合
であっても、大きな影響を受ける可能性がある
ことを想定しておく必要があるのではないでし
ょうか。
最後に当会の事業に関してですが、製粉講習
会及び製粉教室、小麦粉の需要拡大等の活動に
対する助成、各地域の製粉企業の活動への助成
などに引き続き努めてまいります。
特にご紹介したいのは、2年間の計画で進め
てきた小学生高学年から中学生向けの小麦粉の
理解を深めてもらうための副読本が完成し、各
製粉企業や学校関係者に紹介したところ、製粉
各社はもとより、多くの学校関係者から送付要
請や照会を受けているところであり、予想を上
回る反響の大きさに驚いているところです。
本冊子は、小学校の総合学習の時間や中学校
などでも活用していただけるよう、学習指導要
領に沿った冊子で、先生方の指導書も専門家の
ご指導を頂きながら作成しました。
学校等からの工場見学を受け入れる際、ある
いは地産地消の取組の一助としてご活用いただ
く機会があれば幸いです。
このほか、内閣府から認可を受けた事業再編
に取り組む製粉企業への助成と製品の安全・安
心の確保に取り組む活動への助成を引き続き着
実に執行してまいります。
結びに、日頃より当会の事業運営に当たり、
皆様方より多大なご支援、ご協力を頂いている
ことに改めて感謝申し上げますとともに、本年
も何卒よろしくお願い申し上げます。　
本年は大きな自然災害が発生することがない
ことを祈念するとともに、人流や経済活動が活
発になる中で、この動きをとらえて皆様方が大
きく成長する飛躍の年となりますことを心より
ご祈念申し上げて年頭のご挨拶とさせていただ
きます。
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新春を迎えるに当たり、謹んで年頭の御

挨拶を申し上げます。

製粉企業の皆様方におかれましては、日

頃より、農林水産行政の推進、とりわけ小

麦粉等の安定供給に格段の御貢献・御協力

を賜り、厚く御礼申し上げます。

昨年の小麦をめぐる状況を振り返ります

と、輸入小麦の政府売渡価格については、

通常のルール通り、直近6か月間の平均買

付価格をベースに算定し、令和5年10月期

から3期連続の引下げとなりました。

令和6年4月期の輸入小麦の政府売渡価格

は、為替相場が円安傾向で推移したものの、

小麦の国際相場が落ち着いた推移であり、

買付価格がほぼ横ばいの状況であったこと

から、5銘柄加重平均で、対前期比0.5％の

引下げとなる67,810円／トンとなりました。

令和6年10月期の輸入小麦の政府売渡価

格は、令和6年5月頃のロシア国内の天候不

順により、小麦の国際相場がやや値を上げ

た場面もありましたが、その後は米国産小

麦の良好な生産状況等を踏まえ前期より低

い水準で推移したことから、5銘柄加重平

均で、対前期比1.8％の引下げとなる66,610

円／トンとなりました。

足下の国際相場に目を向けますと、小麦

のシカゴ相場は、昨年9月以降、ブッシェ

ル当たり5ドル台半ばから6ドル前後の水準

で比較的安定して推移しています。しかし

ながら、為替相場は日々変動しており、買

付価格に影響を与えるこうした数値の動向

に関しては、引き続き注視していく必要が

あります。

また、国内産小麦については、更なる生

産・消費の拡大に向け、令和6年度補正予

算において、作付けの団地化や生産性向上

のための営農技術の導入、新たな品種の開

発・導入のほか、安定供給の確立に向けた

年頭所感

農林水産省農産局長

松尾　浩則
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ストックセンターの整備・民間による一定

期間の麦の保管、国内産小麦を使用した新

商品の開発への支援を措置したところで

す。

食料・農業・農村基本法については、四

半世紀ぶりに改正され、昨年6月に施行さ

れました。 改正の主なポイントの1つは、

第一条の「目的」に「食料安全保障の確保」を

規定したという点です。また、農産物の安

定的な輸入の確保についても新たに位置づ

けられました。世界的な食料需給の変化や

気候変動に伴う我が国の農業を取り巻く情

勢変化を受け、食料安全保障を抜本的に強

化することとしており、そのためにも国内

の農業生産の拡大、輸入の安定確保や備蓄

の有効活用などにより、安定した食料供給

を図ることとしております。

また、この新たな食料・農業・農村基本

法の下で、食料・農業・農村基本計画につ

いては、本年3月の策定に向けて、現在食

料・農業・農村政策審議会で議論が進めら

れています。小麦については、国内産の生

産拡大、輸入、備蓄のいずれも重要な施策

であり、こうした取組に必要な具体の施策

を体系的に整理し、その充実・強化を図っ

てまいります。食料安全保障の確保に向け

て、皆様には引き続きの御協力を賜りたい

と存じます。

結びに、皆様方の一層の御健勝と御活躍

を祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせ

ていただきます。
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1　はじめに

昨年5月、食料・農業・農村基本法の一部改

正法が国会で可決成立した。政府・与党におけ

る検証・法案審議プロセスを経て、25年ぶりに

結実した今般の改正法には、食料・農業・農村

という3つの政策分野で重要な改正内容が含ま

れている。食料政策に関しては、食料安全保障

の定義付け、食料システムの中核としての食品

産業の位置付け、合理的な価格形成の必要性、

食品産業の持続的発展に向けた施策の拡充など

が規定されている。

現在、同法に基づく新たな基本計画の策定作

業が大詰めを迎えているが、本稿においては、

食品産業を中心とする食料政策に関連する課題

と展開方向について取り上げることとしたい。

2　合理的な価格形成

（1）議論の端緒

まず、食料システム関係者の間で大きな関心

を呼ぶこととなった「適正な価格形成（本用語

は法案化の検討で「合理的な価格形成」に表現

が変更されている）」について、見ていきたい。

「適正な価格形成」の議論については、令和4

年11月の政府の食料・農業・農村政策審議会基

本法検証部会の第2回会合で、農水省側から提

示された資料の中の「フランスのエガリム法」

に関する記述から始まった。資料の中で農水省

は、「国内市場の縮小の悪影響をミニマムにす

るには、農業・食品産業の将来の収益性の予見

性を向上させることが重要。―飲食料品の最終

消費額に対する国内農業・国内食品産業の割合

が縮小しているが、これはデフレ経済下におい

て、適切な価格形成が行われていないからでは

ないか。―今後、食品生産に係るコスト（特に

輸入原料・資材）が上昇すると見込まれている

中で、適切な価格形成は重要。―フランスでは、

Egalim・Egalim2法で適切な価格形成の対策を

強化。」と記述している。

令和に入ってから続いていた輸入原材料や肥

飼料・燃料価格の高騰にあえぐ農業生産現場で

は、フランスのエガリム法を紹介する形ではあ

るものの、適正な価格形成について行政が資料

を提示したことで、一気に期待が高まったのは

事実だろう。現に当該部会で全中会長（当時）

の中家委員は、「再生産に配慮した適切な価格

形成の実現は、今回の基本法見直しの最重点事

項」との発言を行っている。

一方で、本資料の当該部分では、「適切な価

格形成」との表現はあるものの、いわゆる「再

生産可能価格」とは一線を画しており、その価

格形成の場面も農業生産に限らず食品産業まで

が念頭におかれている。

（2）�畜産・酪農の適正な価格形成に向けた環境

整備推進会議の発足

令和5年4月、農水省畜産局は、畜産・酪農の

生産者、畜産物の加工・処理業者、乳業者、卸

小売業者そして消費者を構成メンバーとする

「畜産・酪農の適正な価格形成に向けた環境整

新たな食料・農業・農村基本法の下での
食品産業の展開方向と課題

荒 川 　 隆
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備推進会議」を発足させた。適正な価格形成に

関する議論は、本来畜種や作物にかかわらず、

理念の整理から始まるべきだろうが、一方で生

産・流通・消費の実態面での相違も無視できな

いことから、大臣官房における作物・業種横断

的な検討とは別に、畜種・作物ごとに生産原局

が検討を行うこととされたのだろう。議論の詳

細については、農水省HPに資料・議事概要と

も公表されているので省略するが、3回にわた

る推進会議での議論でも、現実的かつ実行可能

な対応方向が提示されるには至らなかった。

思うに、牛・豚マルキン制度などの手厚い直

接支払いが講じられている肉牛・養豚業界にと

っては、現下のコスト増加への対応も課題では

あるものの、仮に「適正な価格形成」が実現し

た場合の消費の減退の懸念もまた大なるものが

あることから、畜産局内でも本件に対する温度

差があったのだろう。結果的に酪農・乳業とい

う昭和41年の加工原料乳補給金制度創設以来の

切っても切れない関係にある両当事者が対峙す

る形で、建前中心の表向きの議論が行われるに

留まったようだ。大臣官房と畜産局という役所

内部のそれぞれの思惑もあって、酪農・乳業両

サイドから現行の乳価交渉プロセスの優位性が

強調されるという、あたかも現行制度による価

格形成に何ら問題がないかのような、酪農家の

実感とはかけ離れた皮肉な結果となってしまっ

た。

（3）�適正な価格形成に関する協議会における議

論と基本法上の位置づけ

同年（令和5年）8月、農水省新事業・食品産

業部は、「適正な価格形成に関する協議会」を

発足させた。（2）のとおり、世の関心の高かっ

た酪農・乳業に関して有意な対応方向を見いだ

せなかったものの、本件に対する与党関係者の

期待は増していた。このまま放置した場合には、

かつての食糧管理制度における政府買入米価の

ようなコスト積み上げによる再生産可能価格の

導入などハンドリング不能な方向に議論が傾い

ていくことも懸念されたため、作物原局による

検討ではなく、広く食品流通を所管する部局に

おいて、理念・目的の整理からやり直そうとい

う考え方だったのだろう。

構成メンバーも、取引当事者が直接対峙する

形とならないよう、農業生産、食品製造、食品

流通、卸小売り、消費者に至る縦系列のすべて

の関係者を含み、かつ、それぞれの段階で複数

の参加者が含まれるような関係者を糾合した大

人数の会議となった。この全体会合で総論を議

論しながら、コンセンサスが得られた分野につ

いてワーキンググループを設置して、具体的な

課題を議論し、これを全体会合にフィードバッ

クするという工夫が凝らされた会議運営が行わ

れている。昨春の基本法改正法案の国会提出ま

でに、協議会4回、品目ごとのワーキンググル

ープ6回に及ぶ議論が行われた。

これらの議論を踏まえて、改正基本法には、

適正な価格形成に関して、重要な規定が盛り込

まれることとなった。【参考資料1】

まず、第2条第5項で「合理的な価格の形成に

ついては、需給事情及び品質評価が適切に反映

されつつ、（中略）その持続的な供給に要する

合理的な費用が考慮される」べきとの規定が置

かれた。この条項は、従来のように市場メカニ

ズムに信頼を置くだけではなく、農業及び食品

産業の持続可能性に配慮した価格形成が求めら

れることを明らかにしたものだ。さらに、この

合理的な価格形成が実現できるように、新設さ

れた第23条において「食料の持続的な供給の必

要性に対する理解の増進及びこれらの合理的な

費用の明確化の促進その他必要な施策を講ず

る」ことが規定されている。
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さらに、合理的な価格形成の実現の鍵となる

消費者の消費行動に関しても、現行の第12条の

規定が大幅に拡充された。「食料の持続的な供

給に資する物の選択に努めることによって、食

料の持続的な供給に寄与」することが消費者の

役割として明確に位置付けられている（改正後

の第14条）。「安ければよい」「ほしいものが手に

入るなら輸入品でよい」、これらは消費者の自

然の欲求ではあるが、そのような消費行動によ

っては農業及び食品産業の持続的な展開は実現

しない。食料システム関係者の努力に加えて、

政府の力強い政策によりこのような消費者の行

動変容を促すことが、価格形成の鍵であること

が示されている。

（4）新たな法制度に向けた検討状況

（3）の基本法改正を受けて、現在、政府にお

いては、新たな食料・農業・農村基本計画の策

定に向けた検討が進められている。基本計画の

全体検討の場として、食料・農業・農村政策審

議会企画部会が昨年8月から開催されており、

現在（12/8現在）まででのべ7回の会合が開催さ

れている。食料システム及び食品産業に関する

議論も行われるなど精力的な検討が続いている

が、並行して、「適正な価格形成に関する協議会」

での議論も継続している。政策審議会での議論

を深堀りする形で、合理的な価格形成の制度化

に向けた検討が続いている。

農水省が同協議会に示したところによれば、

合理的な費用を考慮した価格形成の実現のため

には、①コストの把握と見える化、②コストを

考慮した取引の実施、③消費者の購買力の確保　

の3点が重要であるとされている。【参考資料2】

①の「コストの把握と見える化」については、

食料システム全体として、各段階におけるコス

トがどうなっているかを把握し、これを見える

化することで、定量的な議論が行えるようにな

ることから、農水省は、令和5年度補正予算事

業を活用し、いくつかの品目について、生産・

（参考1）食料・農業・農村基本法の一部を改正する法律（抜粋）
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流通の各段階におけるコスト構造を明らかにす

る調査を行っている。【参考資料3】

②の「コストを考慮した取引の実施」につい

ては、売り手と買い手という取引当事者が、①

で明らかとなったコスト構造を前提に、売り手

がコストを買い手に説明し、買い手は説明を受

けたコストを認識・考慮した上で、取引当事者

間で価格を決定することとされている。【参考4】

現時点では、具体的な仕組みは明らかではな

いが、協議会における説明などによれば、コス

トの把握・見える化のための「コスト指標の作

成・活用」や、取引当事者に一定の「努力義務」

を課し、努力義務に対応した「行動規範」を明

確化した上で、関係者の取り組みが不十分な場

合に農水大臣が「指導・勧告・公表・命令」な

どの措置を講ずるという法的枠組みが検討され

ているようだ。自由主義経済を基本とする我が

国においては、かつての食管米価の生産費所得

保証方式のような価格形成は実現困難だろう

が、どれだけ実効性のある制度的枠組みが構築

できるかが今後の大きな焦点となるだろう。

③の「消費者の購買力の確保」については、

適正な価格形成が実現するかどうかの最大のポ

イントだ。残念ながら農水省だけで有効な手立

てが講じられるものではないが、農水省として

も、「フェアプライスプロジェクト（合理的な

価格形成に向けた消費者等の理解醸成活動）」

や各般の食育活動等により、合理的なコストの

反映について消費者の理解を深める取り組みが

行われている。さらに、政府全体として、「物

価上昇を上回る賃上げの実現」のための大きな

経済政策が必要だ。

これら制度的枠組みと並行して議論されてい

るのが、対象品目・分野についての考え方だ。

適正な価格形成の実現のため何を対象とするか

については、検討当初から議論となっていた。

一昨年来の議論の中で、「供給の持続性に支障

が生じているかどうか」の観点から、まずは、「牛

（参考2）食料システムを通じた食料の持続的な供給
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（参考3）コスト構造の実態調査①

コスト構造の実態調査②
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乳」と「豆腐・納豆」が検討対象とされ、ワー

キンググループが設置された。これに加えて、

昨今の農業生産現場の状況や価格形成の状況も

踏まえて、今般、「米」と「野菜」についてワー

キンググループが設置された。生産サイドから

強い要請がある一方で、一部川下サイドからは

異論もあったが、「供給の持続性に支障が生じ

ているかどうか」というそもそも論についても

ワーキンググループで議論を行うということ

で、設置が決定された。

3　食品産業の持続的発展

（1）端緒

2の「合理的な価格形成」と並んで、次期通常

国会へ提出予定の食品産業関連法制の二つ目の

柱が、「食品産業の持続的発展」の推進である。

我が国の食品産業は、そのほとんどが中小零細

企業によって担われており、低い収益性や国産

原料農産物の割高感など厳しい状況にある。さ

らに、近年、輸入原料価格の高騰や燃料コスト

の増嵩、後継者不足など、一層困難な事態に直

面している。また、上場大企業といえども、世

界的な多国籍飲食料品企業に比べれば売り上げ

も小さく、食品企業世界100傑に入る企業も十

指に満たない。そのような中で、欧米で主流と

なっているSDGs諸課題やESG投資に対応した

経営課題の解決、気候変動や人権、生物多様性

などを反映した非財務情報開示の規範化・義務

化の流れなど、食品産業をめぐる新たな課題は

枚挙にいとまがない。

このような食品産業をめぐる情勢の変化に対

応し、将来にわたって持続可能な食料システム

の実現が図られるよう関係者による議論・検討

の場が設置された。

（参考4）コストを考慮した取引の実施（考え方）
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（2）�食品業の持続的発展に向けた検討会と改正

基本法への反映

令和5年8月、2の「適正な価格形成に関する

協議会」と相前後して設置された本検討会も、

協議会と同様食料システムを構成する川上から

川下に至る関係者を広く糾合する形で、議論が

開始されたが、その後、多岐にわたる論点に応

じて、「食料安全保障」、「環境等配慮」、「人口

減少社会」の3つのプロジェクトチームに分か

れて議論が深堀りされることとなった。昨春の

基本法改正法案の国会提出までに、検討会2回、

3つのプロジェクトチームでのべ8回に及ぶ議論

が行われた。

これらの議論の成果が、先般の改正基本法の

中に盛り込まれており、改正前の基本法におけ

る食品産業関連の規定が大幅に拡充強化される

こととなった。第2条において、食品産業が農

業と同じく食料の安定供給の基盤的産業である

ことが明らかにされ、農業及び食品産業の発展

を通じた食料供給能力の維持が図られるべきと

された。続く、第3条では、環境と調和のとれ

た食料システムの確立が謳われるとともに、第

20条で、食品産業の健全な発展のため講じられ

るべき施策について、円滑な事業承継の促進、

農業との連携、新事業創出、海外における事業

展開の促進など、先の検討会での議論において

指摘された諸課題への対応が法律として盛り込

まれることとなった。

（3）新たな法制度に向けた検討状況

食品産業の持続的な発展の促進についても、

昨年8月から再開された政策審議会企画部会で

議論が深められている。適正な価格形成と同様、

新たな法制度の具体的内容は現段階では明らか

とはなっていない。これまでの審議会や検討会

での議論などによれば、基本法第20条に規定さ

れた施策の方向性も踏まえて、①農業と食品産

業の連携強化、②環境負荷低減の促進と消費者

の選択への寄与、③技術の開発・利用の促進、

④地域の食品産業の事業基盤の充実　などが例

示されている。

いずれのテーマも（1）に指摘した我が国食品

産業をめぐる諸課題への処方箋として、有効な

ものと考えられるが、これらの処方箋が実効あ

るものとなるためには、政策による強力な指導・

支援が不可欠である。今後政策支援の制度化が

検討されることとなろうが、以下のような諸点

に配慮する必要があろう。

①の「農業と食品産業の連携強化」について

は、農業救済のための連携強化に堕してはなら

ない。とかく従来の農林水産政策においては、

一次産業重視で農業者の所得向上のためには川

下食品産業がつべこべ言わずに高い価格でも国

産農産物を利用すべきだ、という発想・風潮が

あった。本稿「2（合理的な価格形成）」でも既

述したとおり、食料システム関係者のコスト構

造の変化により、適正な価格転嫁・価格形成が

行われることは必要であるが、それが食料シス

テム関係者のどこかにしわが寄るような形であ

っては、そのシステムは長続きしないことは言

うまでもない。農業と食品産業の両サイドが真

の意味でウインウインとなるような「連携強化」

が必要だろう。

②の「環境負荷低減の促進と消費者の選択へ

の寄与」については、消費者の消費行動の変容

にとって欠かせない要素だ。令和3年策定の「み

どりの食料システム戦略」の中で食品産業界も

いくつかのKPIの達成が求められている。2050

年のカーボンニュートラルというオールジャパ

ンのマクロの約束実現のために、食品産業界が

環境負荷低減、就中、脱炭素の取組みを強化す

ることは不可欠だ。食品産業界として、スコー

プ1、スコープ2の削減努力は当然だが、調達・
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販売両面での裾野の広い食品産業においては、

スコープ3の削減努力も欠かせないものだ。そ

の意味で、①の連携強化にも関連するが、食品

産業界にとっての調達先としての国産農林水産

業においても、環境負荷低減の取組みに真剣に

取り組んでもらう必要がある。これらの食料シ

ステム関係者が全体として環境負荷低減に取り

組む姿を見える化し、消費者に示すことにより、

消費者の理解が増進し、輸入品から国産農林水

産物への転換という行動変容が生ずることが、

諸課題解決のための大前提だ。

③の「技術の開発・利用の促進」については、

持続可能な食品産業の実現のために欠かせない

要素だ。合理的な価格形成にしろ、環境負荷低

減の取組みにしろ、これらの取組みは短期的に

はコスト増嵩要因に他ならない。これをそのま

ま商品価格に転嫁し全てを消費者負担とするの

では、消費者の理解が得られないだろう。食料

システム関係者のそれぞれがおのおのの立場で

生産性向上、コスト削減に努力する必要がある。

食品産業界においても、新技術開発や利用の促

進のための基盤的技術の共同研究など協調分野

での政策対応が求められる。400億円規模の造

成資金を活用する農林水産業中小企業イノベー

ション創出事業などスタートアップ企業向けの

画期的な支援ツールも実現しているが、経済安

全保障推進法に基づく特定重要物資11品目に対

する政策支援のような、企業規模を問わない、

食料安全保障に欠かせない活動を行う食品産業

への力強い政策支援を期待したい。

④の「地域の食品産業の事業基盤の充実」に

ついては、他の中小企業分野同様、経営者の高

齢化の進展、後継者・事業承継者の不足などの

事態に対処した速やかな対策が必要だ。特に地

場の食品産業は、地元で生産される農林水産物

を原料として活用した地域の特産品的な飲食料

品製造業の柱である。これらの地場の中小・零

細企業が将来にわたって持続可能となるよう、

金融・税制面での支援や関連する地元食料シス

テム関係者のプラットフォームの育成活動への

支援などきめ細かい対策が必要だろう。

4　今後の展開方向

上記の2つの協議会及び検討会には、筆者も

構成メンバーとして参加しているが、この間の

農水省当局の真摯な議論・検証・対応には、感

謝したい。農水省に食品流通局が発足して以来

50年余を経過する中でも、食品流通、食品産業

に関連して、これほど網羅的かつ実質的な検証

努力が重ねられたことはなく、来るべき新たな

法案・制度に結実することを食品産業界の当事

者として大いに期待している。

残念ながら、政治をめぐる情勢については、

昨夏の岸田総裁の続投否定宣言以降、自民党総

裁選、これに続く解散総選挙、そしてその結果

安定多数による政権組成という憲政の常道から

はいささか外れた国会・内閣の情勢となってい

る。この夏には参議院議員選挙も予定されてい

る中で、各党派とも政局的な動きに走ることも

考えられる。

一方で、国際情勢は相変わらず不透明さを増

しており、なかでも、中国、ロシア、北朝鮮という

権威主義的・独裁的な国家に囲まれている我が

国の地政学的なリスクは極めて大きい。食料安

全保障の確立に不可欠な食料システムの中核的

担い手である、我々食品産業が持続可能な企業

活動を継続していけるよう、農水省が検討して

いる次期基本計画が早期に策定され、また新た

な食料システムに関する法制度が国会で可決成

立することを期待して、筆を置くこととしたい。

� （一般財団法人食品産業センター　理事長）
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1．はじめに
令和6年11月26日に公表された農林水産省の

「令和6年産麦類の作付面積及び収穫量」によれ
ば、令和6年産小麦の作付面積は、23万1,600ha
となりほぼ前年産並みの水準となっています
（対前年▲100ha）。収穫量は、九州地域での春
先の湿潤な天候等により府県において減少（対
前年▲16％）しましたが、北海道の堅調な作柄
により、全国の収穫量は、102.3万トン（対前年
▲6％）と前年産に引き続き100万トンを越えて
います。天候の影響を受けながらも100万トン
程度の生産水準がすっかり定着してきているよ
うです。
昨年5月に食料・農業・農村基本法（以下、
改正基本法）が四半世紀ぶりに改正されまし
た。この改正基本法は、基本理念として「食料
安全保障の確保が図られなければならない」こ
とを新たに規定しています。国内生産の増大を
基本に、安定的な輸入や備蓄を確保して、平時
から不測の事態に備えるという理念が示された
わけです。麦や大豆など輸入依存度の高い農産
物の国産化が目指され、現在は改正基本法の下
での新たな食料・農業・農村基本計画策定に向
けての議論が行われており、この3月に新たな
生産努力目標が設定されることになっていま
す。6年度補正予算では、新たな基本計画を着
実に実施できるように、共同利用施設の再編集
約・合理化への支援や畑作物の本作化対策によ
る生産性向上の取組への支援が措置されていま
す。小麦の食料自給率は依然として17％（令和
5年度食料需給表）程度の水準ですが、いわゆ
る伝統的な小麦の主産地での作付増の余地はあ

まりないと思われますので、小麦作に慣れてい
ない産地・生産者が増産に取り組むことが考え
られます。生産拡大に向けた政策展開の実効性
を上げるためには、生産面における普及・営農
指導体制の徹底による品質・数量の安定化が不
可欠です。
一方、小麦の国際需給は、このところ全世界
の消費量が生産量を上回る状況にあるため、世
界の小麦在庫量は年々減少しています。国家間
の紛争の長期化や頻発する気象災害などの不安
定要素が多いことを考えると、食料安保の重要
度は増しています。
国内産小麦は、民間において生産サイドと実
需サイドが、播種前に予め需要と供給をすり合
わせて契約を結ぶことで、品質の高い、需要に応
じた数量の小麦の安定生産を目指す仕組みにな
っています。このため、この仕組みは国内生産力
の強化や食料安全保障に係る様々な施策を考え
る上での前提となるものであり、その適切な運
用はこれまで以上に重要になってきています。
以下に、7年産の小麦の入札の状況等にふれ
つつ、国内産小麦をめぐる状況を述べてみます。

2．令和7年産の仕組みについて
麦の民間流通の仕組みは、このところ播種前
契約のための入札方法に関する事項などについ
て、大きな変更は行われず安定的に運用されて
います。令和7年産についても昨年5月に開催さ
れた民間流通連絡協議会において前年産の仕組
みを踏襲することが決定されました。その後、
生産者サイドから実需者サイドへの販売予定数
量（供給）の提示、それを踏まえた実需者サイ

国内産小麦をめぐる状況（令和7年産入札など）

内 川 　 靖
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ドから生産者サイドへの購入希望数量（需要）
の提示、各地方協議会での検討（7月）、作業チ
ームによる需要と供給の状況、実需者の望む品
質等についての情報交換及び入札取引の日程・
内容等の決定（8月）、 入札取引の実施（9月）、
相対取引（販売予定数量のうち入札によるもの
以外を播種前契約）の実施といった手順が例年
通り行われました。
なお、各産地における品質向上に向けての課
題については、一昨年に発生した赤カビ問題等
をふまえ、より具体的な取組内容を、毎年、生
産・実需双方で進捗をチェックしながら進める
方式が取り入れられました。

3． 購入希望数量及び販売予定数量でみた
需給状況
概ね100万トンの生産水準に達した我が国の
小麦生産ですが、需要と供給の関係はどうなっ
ているのでしょうか。
令和7年産小麦の販売予定数量（供給）は、全
国合計で99.6万トンとなり、6年産の96.8万トン

を2.7万トン（2.8％増）上回りました。この5年
間ずっと増加しています。北海道、府県ともに
増加基調が続いていて、7年産の北海道は65.6
万トンと前年を2.3万トン（3.6％増）上回り、府
県は33.9万トンと前年を0.4万トン（1.3％増）上
回りました。（表－1）
では、実需者サイドから提示される購入希望
数量（需要）の状況はどうでしょう。全国合計
で88.6万トンであり、6年産の87.3万トンを1.3
万トン（1.5％増）上回りました。北海道・府県
別にみると、北海道は58.7万トン（対前年産＋
1.6万トン、2.7％増）、府県は29.9万トン（対前
年産▲0.2万トン、0.7％減）となりました。購
入希望数量は、全体では増加傾向にあるものの、
そのペースは販売予定数量の増加ペースを下回
り、特に府県における購入希望数量は、ここ数
年30万トン程度で横ばいです。
このような需要（購入希望数量）が供給（販
売予定数量）を下回るミスマッチの状態は3年
産以降続いています。それ以前の供給が需要を
満たせない逆ミスマッチの状態は解消したわけ

表－1　販売予定数量と購入希望数量の推移
 （単位：トン）

平成26年産 27年産 28年産 29年産 30年産 令和元年産
販売予定数量 904,743 879,585 819,852 845,673 834,319 823,914

北海道産 621,026 595,510 534,711 568,674 563,352 553,996
府県産 283,717 284,075 285,141 276,999 270,967 269,918

購入希望数量 751,167 801,530 834,325 874,823 880,281 862,976
北海道産 446,710 513,791 539,008 573,470 568,328 564,553
府県産 304,457 287,739 295,317 301,353 311,953 298,423

ミスマッチ
の状況

北海道産 174,316 81,719 ▲ 4,297 ▲ 4,796 ▲ 4,976 ▲ 10,557
府県産 ▲ 20,740 ▲ 3,664 ▲ 10,176 ▲ 24,354 ▲ 40,986 ▲ 28,505
計 153,576 78,055 ▲ 14,473 ▲ 29,150 ▲ 45,961 ▲ 39,061

令和2年産 3年産 4年産 5年産 6年産 7年産
販売予定数量 808,067 864,275 887,114 954,866 968,390 995,544 

北海道産 534,859 575,431 583,009 638,620 633,410 656,182 
府県産 273,208 288,844 304,105 316,246 334,980 339,362 

購入希望数量 880,438 813,410 795,889 843,481 872,983 886,353 
北海道産 587,807 528,269 511,374 540,709 571,866 587,385 
府県産 292,631 285,141 284,515 302,772 301,117 298,968 

ミスマッチ
の状況

北海道産 ▲ 52,948 47,162 71,635 97,911 61,544 68,797
府県産 ▲ 19,423 3,703 19,590 13,474 33,863 40,394
計 ▲ 72,371 50,865 91,225 111,385 95,407 109,191

（注）▲は、需要が供給を上回る逆ミスマッチの状態。

製粉振興 2025. 1 16

解説



ですが、その後は継続して販売予定数量の伸び
が顕著になったことで、供給が多すぎるミスマ
ッチの状態になっています。このミスマッチの
幅は、3年産では約5万トンでしたが、4年産は
約9万トンに拡大し、5年産は11万トンを超え、
7年産も約11万トンになっています。これを北
海道と府県別にみると、北海道のミスマッチは
このところ横ばいないし縮小傾向、府県は拡大
しています（表－1の下段）。民間流通の仕組み
は、単年度需給により運用されているため、ミ
スマッチになった分の小麦も、入札による取引
の後に行われる相対取引において基本的に全量
播種前契約され、この拡大に伴う小麦の消化が
製粉企業にとって経営上の重荷となります。

4．産地銘柄ごとの需給状況と小麦の性質
主要な産地銘柄の需給関係をみると、令和7
年産においては主要銘柄のほとんどがミスマッ
チとなっています。北海道「きたほなみ」、「ゆ
めちから」、「春よ恋」は、それぞれ1.8万トン、
3.1万トン、1.7万トンと大きなミスマッチとな
っています。また、府県においても愛知「きぬ

あかり」、滋賀「びわほなみ」、福岡「シロガネ
コムギ」などの銘柄のミスマッチが拡大しまし
た（表－2）。
次に、入札結果の状況をみてみましょう。入
札（基準価格に対して±10％の範囲内で入札）
は、産地銘柄ごとの上場数量（7年産も販売予
定数量の3割）を半分ずつ2回に分けて行われま
すが（7年産の全体の銘柄数は6年産と同じ13道
県25銘柄）、全体の上場数量25.7万トンに対し
て申込数量は31.2万トンであり、申込数量倍率
は6年産と同じ1.2倍でした。（表－3）
入札が行われた25銘柄のうち、上場数量が最
も多い北海道「きたほなみ」をはじめ11産地銘
柄は、全量落札されましたが、その他の銘柄は
合計2.5万トンの不落札が発生しました（表－4、
5）。「きたほなみ」は上場数量の半分以上を占
めていますが、全量落札されています。これは、
ミスマッチはあるものの入札を通じ、価格に値
ごろ感が出てきているためと考えられます。昨
年に続き不落札が発生した主な産地銘柄は、北
海道「春よ恋」、「ゆめちから」、「はるきらり」
といったパン用の銘柄、愛知「きぬあかり」と

表ー2　令和7年産小麦の主要産地銘柄毎の需給関係
 （単位：トン）

購入希望数量① 販売予定数量② ミスマッチ②－① 6年産ミスマッチ
北海道春よ恋 29,878 46,548 16,670 14,408
北海道きたほなみ 460,060 477,665 17,605 19,539
北海道ゆめちから 86,579 117,582 31,003 28,598
北海道キタノカオリ 5,500 2,997 ▲ 2,503 ▲ 2,362
茨城さとのそら 12,108 11,809 ▲ 299 ▲ 969
群馬さとのそら 13,452 14,810 1,358 2,052
埼玉あやひかり 5,370 5,566 196 41
埼玉さとのそら 13,935 14,964 1,029 1,254
愛知きぬあかり 14,508 23,228 8,720 4,549
三重あやひかり 17,500 17,436 ▲ 64 2,683
滋賀びわほなみ 11,230 15,894 4,664 1,386
さぬきの夢2009 6,091 7,521 1,430 3,557
福岡シロガネコムギ 16,720 24,756 8,036 1,674
福岡チクゴイズミ 19,130 17,944 ▲ 1,186 3,666
福岡ミナミノカオリ 6,080 6,593 513 2,742
佐賀シロガネコムギ 22,885 28,252 5,367 4,831
佐賀チクゴイズミ 10,824 12,245 1,421 2,104
佐賀はる風ふわり 5,323 4,752 ▲ 571 525
大分チクゴイズミ 2,045 4,161 2,116 2,921

（注）▲は、需要が供給を上回る、いわゆる逆ミスマッチである。

製粉振興 2025. 117

解説



いった府県におけるやや低アミロース（低アミ
ロースの小麦は、でんぷんの性質でモチモチと
弾力性に富む麺となります。）の銘柄でした。
いずれも、品質に特徴があり用途が限られるた
めないしは価格的に割高感があったためと考え
られます。なお、愛知「きぬあかり」については、
売り手の希望により、10月17日に再入札（再上
場数量6,270トン、値幅制限を土18％に設定）が
行われ、2,810トンが落札されました。
落札価格については、基準価格に対する比率
が、全体で▲1.7％となりました（表－4）。全銘
柄落札加重平均価格は税込みだと62,658円／ト
ンとなり外国産小麦5銘柄加重平均価格67,810
円/トン（6年4月期）を5,152円下回っていて、
外国産に比べ全体的に値頃感がでています。落
札価格が基準価格を大きく下回った銘柄は、再
入札が行われた愛知「きぬあかり」が▲16.1％、

北海道「春よ恋」、「はるきらり」、滋賀「びわほ
なみ」が下限の▲10％かそれに近い水準で落札
されています。香川「さぬきの夢2009」、福岡「ミ
ナミノカオリ」は前年産は下限での落札でした
が、7年産は一転して上限（＋10％）での落札と
なりました。九州3県の低アミロ―ス系銘柄「チ
クゴイズミ」は、前年産の不作の影響で人気と
なりました（表－5）。
産地ごとの年々の需要変動により、それぞれ
の産地銘柄の申込倍率（人気）も変化していま
す。国内産小麦の使われ方は、近年は品種改良
の進展等により国内産小麦のうちの4割が国産
小麦100％粉に加工されると言われていますが、
残りの6割は外国産小麦と混合して使用される
ことを十分認識する必要があります。今後需要
を拡大しつつ国内生産を強化するためには、外
国産麦と混合して使用する余地があり菓子用に

表ー3　令和7年産小麦の入札結果
	 	 	 	  （単位：トン、円／トン）

第1回入札 第2回入札 再入札 全体 備考（産地銘柄数）
入札上場数量 128,410 128,240 6,270 256,650 13道県25産地銘柄
申込数量 163,620 145,840 2,810 312,270
申込数量倍率 1.3 1.1 0.4 1.2 
落札数量 118,990 109,540 2,810 231,340
落札残数量 1回目 9,420 －

3,460 25,310
6道県10産地銘柄

2回目 － 18,700 8道県12産地銘柄
基準価格（税抜き） 59,254 58,657 61,854 59,003
落札価格（〃） 58,448 57,737 50,725 58,017
基準価格対比（％） 98.6 98.4 82.0 98.3 

（注）基準価格は、前年産の落札平均価格に外国産小麦の政府売渡価格の変動率を乗じた価格。

表－4　年産別の入札結果	
平成26年産 27年産 28年産 29年産 30年産 令和元年産

申込倍率 0.97 1.29 1.43 1.45 1.45 1.4
落札残数量（トン） 56,080 41,770 12,220 7,320 7,940 9,780
基準価格（円／トン、税抜き）① 53,710 45,608 47,190 43,752 45,929 53,528
落札価格（円／トン、税抜き）② 46,970 46,083 50,152 47,750 49,652 57,143
価格対比（％）②／① 87.5 101.0 106.3 109.1 108.1 106.8 

令和2年産 3年産 4年産 5年産 6年産 7年産
申込倍率 1.5 1.2 1.1 1.2 1.2 1.2
落札残数量（トン） 6,530 54,820 59,010 29,490 23,390 25,310 
基準価格（円／トン、税抜き）① 57,835 55,203 52,972 68,632 68,338 59,003 
落札価格（円／トン、税抜き）② 60,253 52,516 49,810 64,637 66,919 58,017 
価格対比（％）②／① 104.2 95.2 94.0 94.2 97.9 98.3 
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も使用される通常アミロースの汎用性銘柄の導
入や産地・年産による品質の振れの解消がより
重要になってくると考えられます。

5．むすび
製粉協会は、昨年11月25日に農研機構、各農
研センター及び北海道立総合研究機構の小麦の
育種に携わる皆さん並びに農林水産省の担当官
の方々との意見交換を行いました。研究者の皆
さんからは、近年は、二次加工適性に関係する
遺伝子についての研究が進み、地域の特徴を活
かした品種開発だけでなく、実需の要請に応じ
て広域で栽培可能な品種も育種目標に取り入れ
ているとの説明がありました。当方からは、気
象変動に強く安定的に生産可能な通常アミロー

スの汎用性品種の育種の必要性を説明するとと
もに、適地適作、防除-肥培管理等の基本技術
の励行等による安定生産の重要性についても改
めて述べたところです。
国内産麦をめぐる課題は、上記以外にも生産
増等に伴う保管・輸送インフラの整備の必要性
など様々です。製粉協会では引き続き、協議会
等において実需者サイドのニーズを継続的に発
信するなどの役割を果たすとともに、新規の有
望産地銘柄の製粉・二次加工適性試験等に積極
的に協力していくことで、生産・実需双方にと
って最適な小麦の生産・流通の実現と更なる発
展に向けて取り組んでいきます。

� （製粉協会　常務理事）

表－5　令和7年産の産地銘柄別の入札結果

産地銘柄 上場数量 
トン

基準価格 
円／トン

入札結果 （参考）6年産入札結果

落札価格 
円／トン

基準価格
対比 
％

不落札
数量 
トン

申込
倍率

落札価格 
円／トン

基準価格
対比 
％

不落札
数量 
トン

申込
倍率

日本めん用
きたほなみ（北海道） 138,630 58,107 57,632 99.2 0 1.3 65,732 98.6 890 1.3 
さとのそら（茨城） 3,540 58,025 54,533 94.0 0 1.4 65,639 96.7 520 1.1 
　　〃　　（埼玉） 4,490 62,847 58,699 93.4 2,400 0.5 71,094 102.2 0 1.5 
　　〃　　（群馬） 4,450 60,695 59,965 98.8 220 1.6 68,660 96.1 140 1.5 
　　〃　　（岐阜） 1,340 57,525 52,380 91.1 320 0.8 65,073 94.1 0 1.6 
シロガネコムギ（佐賀） 8,460 60,523 61,205 101.1 530 1.4 68,465 94.4 1820 1.1 
　　　〃　　　 （福岡） 7,430 61,148 57,702 94.4 1,020 1.0 69,172 95.2 1,680 1.0 
チクゴイズミ（福岡） 5,380 60,291 65,746 109.0 0 1.9 68,203 98.2 90 1.5 
　　 〃 　　（佐賀） 3,670 60,692 65,295 107.6 0 2.1 68,656 101.1 0 1.8 
　　 〃 　　（大分） 1,240 60,198 63,868 106.1 0 1.6 68,097 100.0 760 0.8 
きぬあかり（愛知） 6,970 61,854 51,903 83.9 3,460 0.5 69,971 91.3 3,360 0.5 
びわほなみ（滋賀） 4,760 62,365 56,529 90.6 180 1.1 70,549 94.5 1,070 0.9 
さぬきの夢2009（香川） 2,110 50,818 55,899 110.0 0 1.5 57,486 90.0 1,570 0.3 
あやひかり（埼玉） 1,670 65,672 65,843 100.3 20 1.6 74,290 100.0 0 1.3 
イワイノダイチ（岐阜） 1,430 57,353 54,852 95.6 1,000 0.3 64,879 97.5 0 1.6 
ふくさやか(滋賀） 1,370 56,561 54,481 96.3 0 2.2 63,983 93.4 0 1.3 
つるぴかり（群馬） 1,340 74,851 70,340 94.0 440 0.7 84,673 106.6 0 2.9 
パン用
ゆめちから（北海道） 35,280 59,133 56,707 95.9 2,930 1.1 66,892 98.7 1,290 1.4 
春よ恋（北海道） 13,960 72,440 65,199 90.0 10,160 0.3 81,946 90.0 8,510 0.4 
はるきらり（北海道） 2,280 57,268 51,542 90.0 2,260 0.0 64,783 82.8 730 0.7 
ミナミノカオリ（福岡） 1,910 55,319 60,850 110.0 0 1.2 62,578 90.0 960 0.7 
はる風ふわり（佐賀） 1,430 55,788 54,642 97.9 0 1.4 63,109 90.8 0 2.0 
ゆめあかり（愛知） 1,410 59,672 55,477 93.0 0 1.4 67,502 110.0 0 2.0 
ゆきちから（岩手） 1,360 56,315 53,865 95.6 0 1.5 63,705 110.0 0 2.3 
夏黄金（宮城） 740 68,129 63,000 92.5 370 0.5 77,069 110.0 0 2.0 

合計 256,650 59,003 58,017 98.3 25,310 1.2 66,919 97.9 23,390 1.2 

（注）価格は税抜き。
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2024年9月22日～27日の会期にて、国際学会

3rd International Wheat Congress（以下IWCま

たは本大会）がオーストラリア／パースの施設

「Perth Convention and Exhibition Centre」で

行われました。本稿では、その内容を概説いた

します。

1．はじめに

本誌にIWCの参加報告を寄稿するのは初め

てのことですので、 はじめにIWCそのものに

ついてご説明します。IWCは2つの国際学会、

International Wheat Genetics Symposiumと

International Wheat Conferenceが統合されて

スタートしました。本大会が3rdとなっている

ことからも分かるように、比較的最近発足した

国際学会であり、初回がカナダ（2019年）、第2

回が中国（2022年）、 本大会がオーストラリア

と、小麦の主要生産国で開催されてきました。

開催は2年に1回を基本としていますが、第2回

は新型コロナウイルスの影響で1年延期になっ

たそうです。学会の特徴として、小麦に関する

発表や講演が分野を問わずに行われることが挙

げられます。どの発表も必ず何かしらの形で小

麦に関係しており、小麦に関わる人にとっては

様々な情報を一度に入手できる素晴らしい機会

です。参加者の幅も非常に広く、世界各国の大

学や育種企業、バイオテクノロジー企業から参

加者が集まります。

それでは本大会の説明に移ります。冒頭に記

載したとおり、本大会はオーストラリア西部の

主要都市、パースで開催されました。日本から

は成田空港発の直行便が運航されていました

が、残念ながら新型コロナウイルスの感染拡大

以降は休止されており、香港でのトランジット

も含めて14時間程度の移動となりました（な

お、翌月の10月から直行便が再開されました）。

空港から会場となる「Perth Convention and 

Exhibition Centre」近辺までは、タクシーやラ

イドシェア、バスを使って30分ほどで移動でき

ます。日本との時差はわずか－1時間でしたの

で、時差ボケすることもなく到着翌日の朝から

学会に参加することができました。会期中はち

ょうど春で、出国の前日まで35℃に近い最高気

温を記録していた日本よりもはるかに快適な気

候条件でした。会場周辺は高層ビルが立ち並ぶ

ビジネス街で、土日には閑散としてほとんど人

通りもありませんでしたが、一転して平日には

朝早くから多くのビジネスマンがいらっしゃい

ました。私自身初めてのオーストラリアへの渡

航でしたが、目立ったトラブルもなく充実した

滞在となりました。

本大会は以下のプログラム構成で実施されま

した。

・9/22（日）： ワークショップ、 開会セッショ

ン、ウェルカムレセプション

・9/23（月）～9/26（木）：セッション、パネル

ディスカッション、ポスター発表

・9/26（木）：閉会式

3rd International Wheat Congressに
参加して

渡 邊 将 太
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・9/27（金）： オーストラリア育種企業の見学

ツアー

上記のうち、 ワークショップ（8会場並行開

催）が計16個、セッションが11個、パネルディ

スカッションが3個の構成となります。ワーク

ショップとセッションはそれぞれ複数の講演を

含み、その総数は約190、加えてポスター発表

の登録数は約360で、量／質ともに充実したプ

ログラムでした。さらに、上記のとおり閉会後

の見学ツアーが組まれ、ウェルカムレセプショ

ンの際には本物のコアラが展示されるブースが

設けられるなど、オーストラリアならではの方

法で参加者を歓迎されていました。

発表数が非常に多いため、誌面の都合もあり、

本大会の全てをご紹介することは到底叶いませ

ん。そこで本稿では、ワークショップ1個とセ

ッション11個を対象に、それぞれ全体の概説や

講演の一例を取り上げる形式で本大会の内容を

ご説明します。なお本稿執筆時点にて、公式サ

イト（https://www.iwc2024.com/）で要旨集を

ダウンロードすることができます。それぞれの

ワークショップやセッションに含まれる講演、

及びポスター発表の内容は多岐にわたり、勉強

になるものばかりです。関心を持たれた部分が

あれば、ぜひ公式サイトにアクセスい

ただければと存じます。

2．講演内容紹介

2-1．ワークショップ

●Workshop 16 : Biological Nitri f ication 

Inhibition（BNI）

16個開催された各ワークショップのテーマは

いずれも重要なものですが、本項では日本にも

関係が深い標記のワークショップを代表してご

紹介させていただきます。

まずBNIについてご説明します。各単語を分

解して和訳しますと、「Biological＝生物的な」

「Nitrification＝硝化」「Inhibition＝抑制、阻害」

会場「Perth Convention and Exhibition Centre」外観と周囲の様子
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で、全体は「生物的硝化抑制」となります。現在、

世界各国でBNI能力を有する小麦（BNI小麦）

の開発が進められており、その中心機関の1つ

が 日 本 の 国 際 農 林 水 産 業 研 究 セ ン タ ー

（JIRCAS）です。BNI小麦は世界的に注目され

る技術であり、その開発を日本の機関が中心と

なって行われていることを、日本人として誇り

に思います。

BNI小麦には一体どのようなメリットがある

のでしょうか。これをご理解いただくためには、

作物としての小麦の特性と、「硝化」について

説明する必要があります。昔から「麦は肥料で

作り、稲は土で作る」と言われるように、小麦

の栽培において適切な施肥は極めて重要です。

肥料にもいくつか種類があり、BNI小麦に関わ

るのは窒素肥料で、多くの場合ハーバー・ボッ

シュ法（空気中の窒素からアンモニアを合成す

る技術）によって合成されたアンモニア態の肥

料が使用されます。小麦は、投入された窒素肥

料を根から吸収して成長するというわけです。

ここで関わってくるのが「硝化」です。土壌に

は硝化菌という微生物が存在しており、彼らは

アンモニア態の窒素を硝酸態に酸化しエネルギ

ーを得て生活しています。硝酸態の窒素は、ア

ンモニア態に比べて土壌から流亡しやすく、小

麦が利用しにくい形態の窒素であり、硝化が起

きるためにより多くの肥料を投入する必要があ

ります。さらには、土壌から流亡した硝酸態窒

素が水系に流入して富栄養化を引き起こした

り、硝化の過程で二酸化炭素よりもはるかに強

い温室効果を有する亜酸化窒素が生成されたり

といった環境問題につながります。近年の気候

変動は、農業に直接携わっていなくても体感す

るところですが、小麦を生産するための施肥も、

確かに気候変動の一因となっている側面がある

ということです。

BNI小麦には、土壌中の硝化菌の活動を低下

させ、硝化を抑制する働きが付与されています。

そのため、投入された窒素肥料がアンモニア態

で残存しやすくなり、小麦が肥料を吸収する効

率が向上します。肥料使用量が減少することで、

経済的なメリットに加え、環境への悪影響を低

減することもできる、画期的な技術と言えます。

ワークショップでは、BNI小麦に関する概説

から始まり、インドで進めている圃場試験に関

する情報や、オーストラリアの農業システムに

おいて推定されるBNI小麦の実効性などが紹介

されました。注目度の高さを反映してか、席に

収まらず多くの立ち見の聴衆が出るなど大変な

盛況でした。様々な小麦品種がBNI能力を持ち、

日本発の技術が世界の小麦品種のスタンダード

となる、そんな将来も遠くないのかもしれませ

ん。

2-2．セッション

●Plenary Session 1 : Advancing wheat 

genomics: molecular markers to haplotype-

resolved genomes and beyond

小麦ゲノム解析の進歩と、その利用がテーマ

となったセッションです。ゲノムとは、その生

物を形作る一式の遺伝情報を指し、ヒトにはヒ

トの、小麦には小麦のゲノムがあります。小麦

は進化的に特殊な成り立ちをしており、そのゲ

ノムにはもともと別の植物種に由来する3種類

のゲノムセットが含まれています。語弊を恐れ

ずに申し上げれば、 現在栽培されている小麦

（デュラム小麦は異なる）は3種類の植物が合体

してできた作物だということです。このため、

小麦のゲノムサイズは極端に大きく、同じ主要

穀物であるイネの約40倍ものサイズがありま

す。

ゲノムサイズが大きいと聞くと、心なしかお
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得なことのようです。実際、ゲノムセットを3

種類含むことのメリットもあるのですが、決し

て良いことばかりではなく、特に育種や研究の

面から考えた時には課題となるケースが多い印

象です。一例としてよく挙がるのが、ゲノム解

析、つまり遺伝情報の決定が極めて難しいとい

うことです。イネなどでは早期に全ゲノム配列

が解読され、その情報が育種に活用されてきま

したが、小麦ゲノムの解読はそのサイズの大き

さと複雑さのために非常に遅れていました。そ

れでも、関連科学技術の発展は目覚ましいもの

があり、近年様々な小麦品種のゲノム配列が決

定されています。

本セッションでは、全ゲノム配列を決める世

界的プロジェクトの取り組みや、その結果とし

て得られた遺伝情報を用いた発現解析（どの遺

伝子が働いているかを分析する解析）の講演が

ありました。このような情報は、既に実際の育

種や研究現場で活用されています。新しい小麦

品種を作り出すためには非常に長い時間がかか

りますが、本セッションの発表にあるような情

報の充実によって、より効率的な育種が行われ

るようになるでしょう。

●Plenary Session 2 : Exploring wheat 's 

diversity, evolution and genetic reservoirs

小麦及び近縁種（小麦そのものではないが、

小麦に近い植物）の多様性についてのセッショ

ンです。人間の社会でも多様性は極めて重要で

すが、小麦の育種や研究でも同じです。様々な

小麦や近縁種が存在することが、有用品種を育

種するためにどうしても必要です。

基本的に、従来行われてきた育種とは、異な

る親品種をかけ合わせて（交配）、 その子孫の

中からより有用な個体を獲得するプロセスで

す。仮に、世界中にたった数種類の小麦品種し

か存在せず、その全てが暑さに極めて弱い品種

だったとします。この場合、どれだけ交配して

も、その結果出現する子孫は全て似通った性質

を持ち、ほぼ確実に暑さに弱いものしか得られ

ないでしょう。この先さらに温暖化が進行すれ

ば、栽培できる小麦が無くなってしまいます。

小麦の多様性が重要な理由が想像いただける

かと思います。世界には、それぞれの環境に適

応した多種多様な小麦が存在しています。さら

に、近縁種に目を向けると、小麦が持たない有

用な性質を持つものがおり、前述のBNI能力は

まさに近縁種から小麦に導入されたものです。

小麦や近縁種の多様性とは、つまりは交配に用

いうる親の選択肢の数であり、多様性に富む方

が様々な小麦品種を育種できることになりま

す。世界各国において栽培環境や求める小麦の

性質が異なることは言うまでもなく、様々な要

求に応える品種を育種するためには、多様性が

極めて重要なのです。

本セッションの講演には、小麦や近縁種（主

には小麦の祖先となった植物種）の遺伝的／進

化的バリエーションを解説されたものが多かっ

たように思います。気候変動によって栽培環境

の変化が続いていく中で、作物としての小麦に

要求される性質は現在と異なってくるでしょ

う。多種多様な小麦／近縁種の中から、現在は

交配に使われていないものが、優秀な交配親と

して活躍する日が来るかもしれません。

●Plena ry Se s s i on 3 : I nnova t i v e and 

conventional approaches for wheat breeding

「conventional」は「従来の」という意味で、

従来行われてきた小麦育種の発展をテーマとし

たセッションです。従来行われてきた育種とい

うのは、 セッション2の項でも言及した通り、

多様な小麦の中から有望な親を選択し、その交
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配によって得られた子孫からさらに有用な個体

を得るプロセスを指します。古典的に行われて

きたプロセスであっても、その効率を上げるな

どの改善の余地は十分にあるということです。

本セッションの各講演はそれぞれ内容が大き

く異なったので、一括りにしての説明は難しく、

「Controlling homologous and homoeologous 

recombination in bread wheat to enhance 

development of new wheat varieties／Pierre 

Sourdille氏」の内容を取り上げさせていただき

ます。本講演は、小麦の組換え（ここでの組換

えは、いわゆる遺伝子組換え技術とは無関係で

す）をテーマとして扱ったものでした。従来育

種の基本は先に述べた通りですが、そもそも、

同じ親の交配で作出された子孫の中に多様な個

体が出現する要因が組換えです。組換えとは、

配偶子（精細胞や卵細胞）形成時に、両親から

受け継いだ遺伝子をシャッフルして、親の世代

には無かった遺伝子の組み合わせが生じる現象

を指します。組換えによって、父にも母にも存

在しなかった遺伝子の組み合わせが生じること

こそ、多様な個体が子孫の中に出現する理由で

す（この説明は、ヒトを含む、有性生殖を行う

全ての生物に当てはまります）。さて、小麦の

場合、組換えが起こりやすいゲノム領域とそう

ではない領域があることが報告されています。

加えて、小麦には3種類のゲノムセットがあり

ますので、その間で組換えを起こしたいという

ニーズもあります。このような現状において、

組換えのメカニズムを解明し、あるいはその発

生をコントロールする技術があれば、小麦育種

の効率を大きく改善することができます。本講

演では、その機能を変異させることで、通常は

起きにくい組換えを発生しやすくすることがで

きる特定の遺伝子が紹介されました。

●Plenary Session 4: Improving abiotic stress 

tolerance in wheat

作物としての小麦のパフォーマンスを阻害す

る要因は「abiotic=非生物的な」ものと「biotic=

生物的な」ものに大別されます。本セッション

は、「非生物的な」ストレスに対する小麦の耐

性を改善することに焦点を当てたものです。

「非生物的な」ストレスにはどのようなもの

が含まれるのでしょうか。本セッションで取り

上げられたストレスの例としては、高温、乾燥、

霜害などがあります。つまり、気候などの栽培

環境に由来する環境ストレスということです。

近年、異常気象による作物への悪影響を耳にす

る機会が多くなってきました。日本でも、高温に

よる米の不作を一因として価格が大きく値上が

りしたのは記憶に新しいところです。小麦品種

は、それぞれに適応した栽培環境がありますが、

仮に理想的な栽培環境でなくとも（環境ストレ

スがかかっても）収量や品質が大きく低下しな

い耐性が求められています。近年の気候変動を

踏まえて、その重要性は増していく一方です。

環境ストレス耐性の育種に関する研究は、歴

史的に長く行われてきたものですが、本セッシ

ョンの講演はより細かいアウトプットをイメー

ジしたものが多いように感じました。一例とし

て申し上げれば、高温耐性を扱った研究の発表

では、高温処理にかける生育時期をずらしたり、

収穫量や小麦粒の品質に重要とされる開花前後

に高温処理を実施したり、高温処理をごく一時

的に行うなどの環境ストレス処理をかけたもの

がありました。近年の異常気象が、より極端に

（例：平均気温がさらに上がる）なるだけでなく、

より多様に（例：特定時期だけ暑くなる）変化

していることを受けて、環境ストレスの条件設

定もより現実に即したものとしているようで

す。
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●Plenary Sess ion 5 : Enhancing wheat 

resistance against biotic stresses

本セッションは前述のセッション4と対にな

るもので、「生物的な」ストレスに対する抵抗

性を改善することに焦点を当てています。こち

らでも、「生物的な」ストレスにはどのような

ものがあるのかを、はじめにご説明します。

小麦に被害をもたらす「生物的な」ストレス

としてまず挙げられるのは、カビやウイルスに

よる感染、つまりは小麦の病気です。カビやウ

イルスにも様々な種類のものがいますが、多く

の場合、感染が顕著になると小麦の葉に病徴が

現れ、適切な生育を妨げて収穫量の減少につな

がります。中には、小麦の穂に感染するタイプ

のカビも存在します。この場合、単なる収穫量

の減少に留まらず、カビ毒が産生され食品とし

ての小麦の安全性が脅かされるケースがありま

す。小麦の病気を未然に防ぎ、あるいはその発

生をコントロールすることは、生産者にとって

もユーザーにとっても極めて重要なことなので

す。カビやウイルスに由来する病気以外だと、

虫害（アブラムシなど）が「生物的な」ストレス

として挙げられます。

さて、「生物的な」ストレスを低減させるに

は、一般的に2種類の方法があります。1つは農

薬による対象生物の防除です。日本でも小麦の

主要産地である各県において、それぞれの栽培

環境に合わせた農薬の使用スケジュールが奨励

されているものと承知しています。適切な農薬

を適切な時期に散布することが極めて重要です

が、一般的に生物は農薬に対して抵抗性を獲得

してしまうケースがあり、経済的／食品安全上

の観点からも無限に農薬を散布できるわけでは

ありません。農薬による防除だけでは限界があ

ります。

そこでもう1つのアプローチとして、それぞ

セッション会場の様子
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れの病気に対して抵抗性を有する小麦品種の育

種が挙げられます。様々な小麦や近縁種の中に

は、病気の原因となるカビやウイルスを接種し

ても病徴が見られないものがあり、こうした植

物体はその病気に対する抵抗性遺伝子を有して

いると考えられます。このような抵抗性遺伝子

を新規に発見し（またそのメカニズムを解明

し）、優秀な栽培品種に導入することで抵抗性

を有する品種を作出する試みがなされていま

す。やはり抵抗性品種も万能ではなく、新しい

種類のカビやウイルスが出現すると抵抗性が機

能しないケースがあります。農薬も抵抗性品種

も、常に新しいものを開発していく必要性があ

りますが、両者を組み合わせて使用することで

一層適切な防除が可能となります。

本セッションの講演は抵抗性を持つ小麦の発

見や、抵抗性のメカニズム解明をテーマとした

ものが中心でした。「生物的な」ストレスに対

する抵抗性改善も、「非生物的な」ストレスに

対する耐性改善も、その原因となる病原菌や環

境要因が変化を続ける限り、つまりは小麦の栽

培が続く限り、終わることの無いテーマです。

●Plenary Session 6: Developing climate-smart 

wheat in the context of abiotic stresses

セッション4同様に環境ストレスに適応した

小麦品種の育種に関わるセッションです。ただ

し講演の方向性は少々異なっており、セッショ

ン4では、環境ストレスをかけて耐性を持つ小

麦やその原因遺伝子を明らかにしようという試

みが主であったのに対して、本セッションでは

環境条件が小麦に与える影響を評価したものが

中心でした。もちろん、両者は極めて関係が深

いものではありますので、気候変動が世界的な

重要課題となる中で、やはり環境ストレスに関

連する研究が多く、関連セッションが2つ設け

られたのではないかと推測します。

本セッションの主な講演内容は、過去の気象

データと小麦の収穫量とを解析し、これからの

気候や、特定の栽培環境における小麦のパフォ

ーマンスを予測するモデルを検討したものでし

た。このように、膨大な量のデータを解析する

タイプの研究は、人工知能（AI）技術の発展も

あって近年の流行かと思います。特に育種は、

1つの品種を確立するために多くのデータが取

得されますので、データサイエンスが活かしや

すい分野の1つでしょう。

●Plenary Session 7 : Ensuring sustainable 

wheat production through innovations in 

agronomy, crop management and digital 

agriculture

小麦品種の育種ではなく、栽培管理が小麦の

パフォーマンスにどのような影響を与えるかに

焦点を当てたセッションです。 タイトルに

「sustainable」と含まれるとおり、SDGsの概念

は農業にも極めて重要なことで、持続可能な農

業の確立が世界的に重要な課題になっていま

す。

さて、持続可能な農業を達成するためのアプ

ローチは複数あると思いますが、本セッション

の主眼でもある適切な栽培管理はやはり重要な

視点でしょう。イメージしやすく、また本セッ

ション中の講演内容でも多かった窒素肥料の使

用を例に取りますと、仮に同じだけの収穫量を

得られるならば、できるだけ窒素肥料の投入量

を低減した方が、環境影響の面からも経済的な

面からも理想的です。そこで、窒素肥料の投入

量や投入時期を変更して、小麦のパフォーマン

スを評価する研究が各地で行われています。投

入した窒素肥料の効果を最大限に発揮できる施

肥方法が明らかになれば、収穫量を維持したま
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ま窒素肥料の投入量を削減できる可能性があ

り、ひいては持続可能な農業の確立に貢献でき

るというわけです。このような研究の発表例は

ホットトピックの1つであり、昨年度本誌に寄

稿した別の国際学会の参加報告でも取り上げさ

せていただきました（※）。

ここで、「G×E×M」の概念について説明させ

ていただきます。「G」「E」「M」はそれぞれ頭文字

となっており、「Genetics（あるいはGenotype）」

「Environment」「Management」を表します。

なお「×」は「バイ」と読みます。「G」は遺伝的

要因、すなわち品種に起因する要因を指し、「E」

は栽培する環境の要因、「M」は作物の管理に

起因する要因を示します。つまり、作物のパフ

ォーマンスは、「G」「E」「M」の掛け合わせによ

って規定されるというのが、「G×E×M」の意

味するところです。

本大会で最も関連する発表が多い育種の話題

は、「G」の改善に相当します。セッション6は

「E」を、セッション7は「M」を主眼に置いたも

のですが、これらは互いに関わり合って作物の

パフォーマンスを決定します。膨大なデータを

処理できるようになった技術の発展によって、

一層「G×E×M」を踏まえた適切な農業が提案

されてくるでしょう。持続可能な農業を確立す

るためには、このように複数の側面を常に考慮

していく必要があります。

●Plenary Session 8: Collaboration, social and 

economic impacts of wheat research

日本を含む世界各国で取り組まれている育種

プログラムや小麦に関する研究の中には、複数

の組織で連携し、さらには複数の国にまたがっ

て実施されているものが多数あります。本セッ

休憩時間の様子
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ションでは、そのようなコラボレーションの取

り組み事例が紹介されました。紹介があったの

はアフリカ、インド、オーストラリアのもので

したが、他にも多数のプログラムが存在してい

ます。本項では、発表があった個々の事例を説

明することはせず、コラボレーションのメリッ

トを説明します。研究情報の共有などは通常の

共同研究などでも挙がるところかと思います

が、やはり育種プログラムでのコラボレーショ

ンの大きなメリットは、リソースの共有にこそ

あると思います。それぞれの組織が持っている

小麦品種を共有すれば、交配組み合わせの選択

肢が増えることになります。複数の国や地域で

栽培試験を行うことができれば、育成系統をよ

り多様な環境影響の下で評価できます。ある国

では有用ではない小麦品種が、別の国では重要

な交配親として機能することもありえます。こ

のような大きなメリットを踏まえて、今後一層、

国際的なコラボレーションが進み、効率的な小

麦育種が進むことを願っております。

●Plenary Session 9: Wheat quality, end-use 

processing and value addition for human 

health and nutrition

食品としての小麦の品質や機能性の改善に焦

点を当てたセッションです。我々のようなユー

ザー側の人にとっては特に関心の強いセッショ

ンかと思います。今回のセッションでは、

「Biofortification」に関わる発表が特に目立って

いる印象を抱きました。

「fortification」は、食品に対して用いる場合

「栄養成分強化」の意味を持ちます。 例えば、

ミネラル分などを添加して栄養成分を強化する

ことを指し、様々な食品でこのような栄養成分

の強化が行われています。これを踏まえて

「Biofortification」は、食品となる作物そのもの

の栄養成分を強化するアイデアを指します。食

品加工過程での処理によらず、はじめから作物

自体の栄養成分が強化されていれば、コストを

抑えて栄養に富む食品を作ることができます。

と り わ け 、 小 麦 の よ う な 主 要 穀 物 で

「Biofortification」を行う意義は大きく、健康の

ために必要とされる栄養素を主食から摂取する

ことができれば、現代の食生活で不足する栄養

素を補うことができ、人々の健康に大きく寄与

できることは想像に難くありません。

本セッションの講演だけでなくポスター発表

でも多く見られましたが、 現状、 小麦での

「Biofortification」のメインターゲットとなる栄

養素はミネラル分と食物繊維です。いずれも、

現代の食生活で不足しがちであり、その不足が

貧血や腸内環境悪化の一因となりえることがよ

く知られています。前者では、鉄分や亜鉛量を

増強、ないしはそれらの吸収を阻害するフィチ

ン酸を低減させる小麦を作出しようという試み

があります。後者ではハイアミロース小麦関連

の発表が目立っていました。ハイアミロース小

麦にはレジスタントスターチ（生体内での分解

を受けにくく、食物繊維として機能する澱粉）

が蓄積しており、その摂取によって食物繊維を

補うことができます。ハイアミロース小麦につ

いては昨年度の寄稿でも取り上げており（※）、

食品としての美味しさと健康機能性を両立しう

る選択肢として各国で注目されている印象があ

ります。小麦食を愛する1人の消費者としても、

「Biofortification」の研究や育種が一層進展する

ことを強く望みます。

●Plenary Session 10 : New horizons for 

advancing wheat research

小麦に関する研究を進展させるための新しい

技術や知見に焦点を当てたセッションです。本
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セッションも共通項を挙げるのが難しいため、

社会の流行にも適合する「Faststack: An AI-

g u i d e d b r e e d i n g f o r w h e a t g e n e t i c 

improvement／Eric Dinglasan氏」を取り上げ

させていただきます。 タイトルの通り、AI技

術を活用した育種技術の紹介となります。

小麦の育種において難しい点の1つが、数あ

る候補の中からどのように適切に交配親を選択

するのかという問題です。本講演では、過去の

膨大な遺伝子型／栽培データから育種目標を達

成するために有効なゲノム領域を特定し、最適

な交配親の選択とその交配組み合わせとを算出

するAIモデルが紹介されました。 ここまでの

セッションでも触れましたが、小麦の栽培や育

種では膨大な量のデータが蓄積されますので、

AIの活用と非常に相性が良い分野だと考えら

れます。AIの活用は、 育種にかかる時間を大

幅に削減できる可能性を秘めていますので、今

後の進展から目が離せません。

●S p e c i a l  S e s s i o n 1 1 :  E a r l y C a r e e r 

Researchers presentations

テーマを問わず、若手研究者の方々による発

表が行われるセッションで、多くが博士課程に

在籍している学生の発表でした。テーマの共通

項が無いので内容の説明は割愛いたしますが、

多くの聴衆を目の前にしてのプレゼンテーショ

ンにも関わらず、非常に堂々と発表している姿

が強く印象に残りました。

3．おわりに 

本稿では、3rd IWCのプログラムからワーク

ショップとセッションを取り上げて、それらの

概説をいたしました。誌面の都合上、甚だ簡単

な説明となってしまいましたが、読者の皆様の

ご関心を引く内容があれば幸いです。

発表総数の多さは冒頭記載した通りですが、

会期中実地の盛り上がりも相当なものでした。

事前に運営から受領したメールによると、参加

登録者は52か国から約850名であり、もちろん

日本からも多くの参加者や発表者がいらっしゃ

いました。 前回のIWCが新型コロナウイルス

の影響下で開催された反動もあったのかもしれ

ませんが、講演後の質疑応答は言うまでもなく、

休憩時間にも参加者間での話が至る所で繰り広

げられており、小麦という共通項が存在するこ

とのメリットを感じました。私自身、研究論文

で名前だけを存じ上げていた海外研究者の方々

と対面でお目にかかり、その研究内容について

詳細にお尋ねできたことは、非常に実りのある

ことだったと思います。

閉会式にて、 次回の4th IWCが2026年5月25

日（月）～29日（金）にイタリアのボローニャで開

催されることが発表されました。プログラムの

詳細は未定ですが、 これまでのIWCが小麦の

主要生産国での開催であったことと比べ、イタ

リアは小麦輸入国でもあり食文化が極めて有名

な国ですので、例えばパスタなど、アプリケー

ション側の講演なども増えるかもしれません。

ぜひご参加を検討いただけましたら幸いです。

4th IWCが、本大会に勝るとも劣らない盛会と

なることを心より祈念いたします。末筆となり

ますが、昨年度に引き続き執筆の機会をご提供

くださいました製粉振興会様と、本稿にお目通

しいただきました読者の皆様に深く御礼を申し

上げ、筆を置かせていただきます。

※渡邊将太　Cereals & Grains 23に参加して　

製粉振興No.629　15～23ページより引用

（ 日清製粉株式会社　つくば穀物科学研究所

専門研究員 ）
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はじめに
近年、食料安全保障、あるいは農業維持の面

から、自給率が低いパンへの国産小麦の利用を
高めることが重要な課題とされ、農林水産省の
麦育種開発研究プロジェクト1）やパン中華麺用
品種交付金加算制度2）の導入が進められてきま
した。その結果、製パン適性が高い小麦品種の
開発と作付けが進み、国産小麦の生産量は2011
年に約75万トンであったものが2023年には約
110万トンに、12年間で47％増加しており3）、
2030年までに108万トンに増産するという国策

（食料・農業・農村基本計画の努力目標4））を達
成しています。このような状況の中で、製パン
事業者には各種国産小麦の性状を把握し、その
特性を生かして、消費者ニーズにマッチする品
質のパンを製造する技術の向上が必要とされま
す。しかし、多くの製パン事業者には、国産小
麦の製パンへの利用に関する科学的根拠に基づ
く情報が不足しているのが現状です。そこで、
私共は、（公財）飯島藤十郎記念食品科学振興
財団のご助成を受けて、2023年度に国産小麦の
育種・作付け動向や製パン適性に関する研究調
査を実施し、この内容を製パン事業者の方々が
理解し易いように編纂した「国産小麦の製パン
への利用に関する手引書」を作成しました。本
手引書は今後製パン事業者や製粉事業者の皆様
にお配りする予定ですが、それに先立ちまして、

（一財）製粉振興会から本手引書の重要なポイ
ントを本誌で紹介したいとのご依頼をお受けし
ましたので、今号から3回にわたって本手引書

の概略を解説させていただきます。
本手引書は3章で構成されており、第2章「近

年の国産小麦品種の動向と主要国産パン用小麦
品種の製パン適性」が重要な部分になります
が、この内容を理解するためには小麦の遺伝学
やグルテンの科学的な理解が必要になります。
そこで第1章ではこのような情報を製パン事業
者の方々が理解し易いようにまとめました。ま
た第3章は第2章の応用編になります。本誌では
本手引書の特に重要な部分に限定して解説する
ことにします。

今号はグルテンを形成する蛋白質の分子レベ
ルでの質に基づく国産小麦の製パン適性につい
て解説します。次号では蛋白質の凝集物レベル
での質に基づく国産小麦の製パン適性について
解説した後、国産小麦品種の製パン適性のバリ
エーションをまとめます。また、国産小麦の一
部が有する低アミロース澱粉という特性の製パ
ンへの利用について解説します。次々号では著
者を当研究所部長の原田昌博に交代し、国産小
麦を使用した製パンにおける製粉方法の重要性
と推奨される製パン方法について解説します。

1．グルテンを形成する蛋白質の分子レベ
ルでの質に基づく国産小麦の製パン適性
について

（1）小麦の進化と遺伝学的情報

 最初に、今日の小麦の育種を理解し易くする
目的で、図1を参考に小麦の進化と遺伝学的情
報について簡単に解説します。

「国産小麦の製パンへの利用に関する
手引書」の概要-1

井 上 好 文
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小麦栽培の起源は、今から1万年前に、イラ
ンからトルコにかけての高原地帯で農耕を覚え
た先史人が、好ましい性質を持つ野生小麦の種
を集め、種蒔きし、小麦の栽培と収穫を始めた
とされています5）。野生一粒小麦は最も原始的
な小麦で、その生命を司るゲノムの構成はシン
プルなAAで、2倍体と呼ばれます。 ゲノムに
ついては後ほど解説します。栽培一粒小麦は今
日でも極めて僅かですが、一部の地域で栽培さ
れています。この小麦は1小穂に1粒しか実がな
りません。また、野生二粒小麦は野生一粒小麦
に野生のクサビ小麦が自然に交雑して生まれた
小麦で、ゲノムの構成はAABBに進化し、4倍
体と呼ばれます。1小穂に2粒実がなるために収
量が増加します。このために、栽培二粒小麦は
小麦栽培初期の時代の主流になったと推察され
ます。栽培二粒小麦がそのまま進化したものが、
今日でもパスタの原料として重要なデュラム小
麦になります。 そして、 今から約8,000年前に
栽培二粒小麦にDDというユニークなゲノムを
持つ野生タルホ小麦が自然に交雑して生まれた
のが、今日の栽培小麦の約95％を占める普通小

麦であり、 その大半をパン小麦が占めます5）。
パン小麦は1小穂に3～5粒実がなるために収量
が大幅に増加しました。これは、ゲノム構成が6
倍体であるAABBDDに進化したためであり、こ
れによって収量だけではなく、栽培性、製粉性、
そして製パン性などが大幅に進化しました5）。

以上のように、小麦の進化はゲノム構成の進
化に基づいていることが20世紀になってから明
らかにされており6）、今日の小麦育種はゲノム
を研究する遺伝学に基づいています。そこで、
小麦の育種を理解する目的で、遺伝学の基礎情
報に簡単に触れておきます。生物の進化は「遺
伝子」 の変化に起因します。「遺伝子」 とは
DNAの遺伝情報を持っている部分で、 例えば
収量やこれから解説する蛋白質の質などの形質
を決定します。 このDNAは細胞分裂時に「染
色体」と呼ばれる棒状の構造に変化します。し
たがって、「染色体」は、 様々な遺伝情報を持
った遺伝子が、数珠つなぎになって配列してい
ると見なすことができます。そして、小麦の「染
色体」は7本が1セットになって生命を司ってお
り、この1セットを「ゲノム」 と呼び、A、Bの

図1　小麦の進化と遺伝学的情報

［参考資料：参考文献5）］
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ようにローマ字の大文字で示されます。また、
「ゲノム」 は両親から受け継いだものがAAのよ
うに対になっています6）。 この「ゲノム」構成
によって小麦の進化を捉えることができ、AA 

（2倍体）である一粒小麦がAABB （4倍体）であ
る二粒小麦に進化し、さらにAABBDD （6倍体）
であるパン小麦に進化したわけです。

この小麦ゲノムについては、近年、日本も参
加している国際コムギゲノム解読コンソーシア
ムで研究が進んでおり、3種類のゲノム、すな
わち21種類の染色体が、どの部分にどのような
遺伝情報を持っているのかについて、94％が解
読されています7）。この研究によって、パン小
麦の様々な形質を決定する107,891個の遺伝子
の存在場所が特定されています。これらの極め
て多数の遺伝子の中で、グルテンを形成する蛋
白質の性質の決定にはA1、B1、D1染色体上の
遺伝子が極めて重要であることが明らかになっ
ており、世界的な規模で小麦の製パン適性の向
上に貢献しています8）。
（2）製パン用小麦育種の課題

小麦の育種に関しては、収量の向上、病害抵
抗性の向上、あるいは気候条件による生物学的
ストレスに対する抵抗性の向上などが最も重要
な課題になります9）。そして、これらの基本的
な条件を満たした上で重要になるのが二次加工
適性であり、パン用小麦の場合は製パン適性の
向上が重要な課題になり、そのポイントは粘弾
性が高い（伸展性と弾性が高い）生地を形成し、
パンの膨張度を好ましい状態にするグルテンの
性状を発現することです。これにはグルテンを
形成する蛋白質の量と質が重要になります。こ
れらの中でも、蛋白質の量に関しては、遺伝的性
質以上に、窒素施肥量などの栽培条件による影
響力が大きいことが知られているため、小麦の
製パン適性を高めるための研究は、蛋白質の質
の改良について集中的に進められています。こ
の成果を検討する前に、小麦のグルテンを形成

する蛋白質の質の捉え方を簡単に解説します。
（3）小麦蛋白質の質の捉え方

Bushukら10）が小麦の蛋白質の質が製パンに
重要であることをわかりやすく示した研究結果
を図2に示しました。この研究ではカナダの小
麦2品種を、窒素施肥量を変化させた条件で栽
培し、品種ごとに蛋白質含量が異なる8～9種類
の小麦を収穫しました。そして各小麦から製粉
した小麦粉を用いて製パン試験を行い、小麦粉
の蛋白質含量とパン体積、すなわち窯伸びの関
係を示した図2が作成されました。2種類の小麦
品種は何れも蛋白質含量が増加することによっ
てパン体積が増加しています。これは小麦粉の
蛋白質含量が増加することによって生地中のグ
ルテン量が増加し、その粘弾性が高まるためで
す。このことに加えて注目したいことは、小麦
の品種によってパン体積の増加度が顕著に異な
ることです。小麦品種Aは当時1CWの主要品種
であったMANITOUですが、小麦品種Bと比較
するとパン体積の増加度が非常に高い特性を有
しています。そして、同一の小麦粉蛋白質含量

（例えば強力粉に相当する12.5％）であっても、
小麦品種Aのパン体積が小麦品種Bの場合と比
較すると飛躍的に大きくなっています。この差
異の原因は小麦品種によって生地中に形成され
るグルテンの粘弾性が異なるからであり、小麦
品種がどのような粘弾性のグルテンを形成する
のかを蛋白質の質と呼びます。

当初は蛋白質の質のポイントはグルテン分子
を形成するグルテニン分子とグリアジン分子の
比率が異なるためであると推察されましたが、
小麦品種A、Bには差異が認められませんでし
た。この結果を受けて、小麦の蛋白質の質に関
する研究がグルテン分子の骨格を形成するグル
テニン分子の組成と構造に集中していきまし
た。グルテニン分子の構造を理解し易いGaoら
11）によるモデル構造を図3（A）に示しました。
グルテニン分子は太線で示した高分子量サブユ
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図2�　遺伝的特性が異なるカナダの2種類の小麦品種（A、B）から製粉した蛋白質含量が異
なる小麦粉がパン体積（窯伸び）に及ぼす影響

［参考資料：参考文献10）］

［参考資料：参考文献11）12）］

図3　グルテニンの構造と高分子量サブユニットの弾性の重要性
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ニットと細い波線で示した低分子量サブユニッ
トが点線で示した-S-S-結合によって多数繋が
ったブロックがさらに-S-S-結合で重合した巨
大分子ですが、その骨格であるブロック間を繋
いでいるのは全て高分子量サブユニットである
ことが示唆されています。そして、別の研究グ
ループによって、高分子量サブユニットは水和
すると図3（B）に示したモデル図のようにバネ
構造になり、ゴムのように引っ張ると伸び、力
を取り除くと縮む、強い弾性を発揮することが
示されています12）。また、高分子量サブユニッ
トの種類によってバネ構造の強さが異なり、小
麦の製パン適性に大きな影響を及ぼすことがわ
かってきました。このような知見を元に、イギ
リスのPayneらの研究グループは製パン適性が
高い小麦の育種に多大な貢献を果たしました。
（4）�グルテニン高分子量サブユニットの組成に

基づいた製パン適性が高い小麦育種

Payneら13）14）は、高分子量サブユニットが、
自然界に約20種類存在し、高分子量サブユニッ
ト毎に、バネ構造の弾性が異なることを明らか
にしました。次に、小麦品種は3～5種類の高分
子量サブユニットを持ち、それらのバネ構造の
弾性の差異によって、グルテン分子の弾性が異
なることを明らかにしました。また、高分子量
サブユニットの組成を決める遺伝子が染色体
A1、B1、D1の長椀上に座乗することを見出し、
各遺伝子をGlu-A1、B1、D1 と命名しました。 
そして、高分子量サブユニット毎に番号をつけ
ると共に、各サブユニット単体あるいはペアー
の製パン適性スコアー（4点～1点）を決定し、
小麦品種毎の3から5種類のサブユニットの合計
値をGlu-1品質（すなわち製パン適性値）スコ
アーとしました。

Payneらによる各高分子量サブユニットの単
体あるいはペアーに対するGlu-1品質スコアー
を表1に示しました。この表の見方ですが、遺
伝子Glu-A1、B1、D1 それぞれにコードされ

る高分子量サブユニットが1、17＋18、5＋10で
ある小麦品種はGlu-1品質スコアーが3＋3＋4
＝10点と最も高く、高い製パン適性が期待され
ます。逆に各遺伝子にコードされる高分子量サ
ブユニットが なし、6＋8、4＋12である小麦品
種はGlu-1品質スコアーが0＋1＋1＝2点でしか
なく、極めて製パン適性が低い特徴を持ちます。 

Payneら14）はイギリスで栽培されている84種
類の小麦品種の製パン適性の約60％がGlu-1品
質スコアー、すなわちグルテニンの高分子量サ
ブユニットの組成の違いに起因していることを
明らかにしました。残りの約40％は蛋白質含量、
損傷澱粉量、α-アミラーゼ活性、グルテニン
低分子量サブユニット、あるいはグリアジンの
組成に起因しています。 
 Payneらは、表1に示された高分子量サブユニ
ットの中でも、特に遺伝子Glu-D1によってコ
ードされる高分子量サブユニットが極めて重要
であるとして、グルテンを強靭にして製パン適
性を高める機能が優れる5＋10を持つ品種を

「Glu-D1d型」、同機能が低めである2＋12また
は3＋12を持つ品種をそれぞれ「Glu-D1a型」ま
たは「Glu-D1b型」、同機能が非常に低い4＋12
を持つ品種を「Glu-D1c型」と呼びました。こ

表1�　Payneらによる高分子量グルテニンサブ
ユニットの単体あるいはペアーに対する品
質（製パン適性）スコアー

［参考資料：参考文献14）］
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の研究の成果が、世界のパン用小麦品種の製パ
ン適性の改善に多大な貢献をしており、日本も
例外ではありません。ではこれから、Payneら
によるGlu-1品質スコアーに基づいて、日本の
輸入小麦銘柄、そして国産小麦品種の製パン適
性を検討することにします。
（5）�日本の輸入小麦銘柄の高分子量サブユニッ

トの組成に基づく製パン適性

日本の輸入小麦銘柄の高分子量サブユニット
の組成15）を図4に示しました。各輸入小麦銘柄
は複数の小麦品種で構成されています。製パン
適性が高いカナダの1CWおよびアメリカの
DNSは、 高分子量サブユニット5＋10を持つ
Glu-D1d型小麦品種がほぼ100％です。これら
に対して、 製パン適性が若干低いアメリカの
HRWはGlu-D1d型小麦品種比率が約10％低
く、また、製パン適性が低いオーストラリアの
パン用小麦銘柄APHは約30％も低くなってい
ます。これらの小麦銘柄は蛋白質含量が同程度
であっても、グルテニン高分子量サブユニット
の組成の差異によって製パン適性が異なるので
す。なお、日本麺用のオーストラリア産ASW
や菓子用のアメリカ産WWは蛋白質含量が少な

いだけではなく、 グルテンの弾性を高める
Glu-D1d型小麦品種比率が非常に低いのが特
徴です。以上のように、高分子量サブユニット
5＋10を持つということが、パン用小麦には極
めて重要になっています。
（6）国産小麦品種の種類、生産量、生産地

ではこれから、国産小麦の製パン適性につい
て解説を始めます。グルテニン高分子量サブユ
ニットの組成に基づく製パン適性を検討する前
に、現在収穫されている国産小麦品種に関する
一般的な情報を簡単に紹介します。

最初に、池田の報告16）を参考に、現状の国
産小麦品種のタイプと生産量および生産地を表
2に示しました。国産小麦品種のタイプは日本
麺用とパン中華麺用に大別されますが、本手引
書ではパン中華麺用を簡潔にパン用と表記する
ことにしました。日本麺用品種は国産小麦の伝
統的な系統であって、蛋白質含量が少なめの7
～10％であり、形成されるグルテンの粘弾性が
低めであるのが一般的です。主にうどんや菓子
の原料として使用されます。これに対して、パ
ン用品種は国産小麦の自給率を高めるために近
年導入が進められている品種であり、パンや中

図4　輸入小麦銘柄のGlu-D1d 型（高分子量グルテニンサブユニット5＋10を持つ）小麦品種の割合

［参考資料：参考文献15）］
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華麺の製造に適する粘弾性が高い生地を形成で
きるように、蛋白質含量が多めの11～14％であ
り、形成されるグルテンの粘弾性が高めである
ことが一般的です。

パン用品種の登場によって、国産小麦パンブ
ームの波が起こるようになりました。そのさき
がけとなったのが、2000年に北海道で「春よ恋」
が登場し、その2年後に「キタノカオリ」が登場
したことです17）。また、温暖地では、同時期に
登場した「ニシノカオリ」が重要でした。「春よ
恋」は市場に浸透するまでに時間を要しました
が、今では国産小麦志向の製パン事業者に人気
が高くなっています。 また、「キタノカオリ」
は欧風パン用としてリテイルベーカリーやパン
教室を中心に根強いファンを持っています。「ニ
シノカオリ」は北海道産の2品種ほど製パン性
が高くなかったこともあり、今では後継品種と
して普及している「ミナミノカオリ」に引き継
がれており、「ミナミノカオリ」は一定の支持

を得ています。これら品種が市場に与えたイン
パクトが評価され、農水省はパン用品種を小麦
育種開発のターゲットとした研究プロジェクト
を立ち上げ、 その成果としてパン用新品種が
次々と登場してきました17）。これが国産小麦パ
ンの第二次ブームにつながります。特に、北海
道産「ゆめちから」の本格的生産と府県産パン
用新品種が揃ってきたことで、パン用品種の生
産が増え、2011年に約10％であったパン用小麦
品種の作付け比率が2021年には26％に増大して
います3）。その内訳は、北海道産の「ゆめちから」
と「春よ恋」の生産量が多いのが現状です。
（7）国産パン用小麦品種の蛋白質含量

次に、国産パン用小麦品種の蛋白質含量に着
目してみます。小麦粉の蛋白質含量は、第一に、
原料である小麦の蛋白質含量によって顕著に異
なるために、パン用小麦品種の特徴として、蛋
白質含量の多いことが第一に重要視されます。
このようなことを念頭に、主要国産パン用コム

表2　国産小麦の品種ごとの生産量と主産地

［参考資料：参考文献16）］

製粉振興 2025. 1 36

解説



ギ品種の蛋白質含量を表3に示しました。蛋白
質含量の面から製パンに向いている国産パン用
小麦品種として、赤字で記した北海道産の「ゆ
めちから」、「春よ恋」、「はるきらり」、「キタノ

カオリ」、「はるゆたか」、そして群馬県、栃木県、
長野県産の「ゆめかおり」、宮城県産の「夏黄金」
があげられます。特に「ゆめちから」は蛋白質
含量が高くなる特性を持っています18）。

表3　主要国産パン用小麦品種の一般的な蛋白質含量

表4　主要国産パン用小麦品種の高分子量グルテニンサブユニット組成の特徴

［参考資料：参考文献19）］
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なお、国産パン用小麦品種は収穫地域ごとの
品種単位で取引されるために、パン用輸入小麦
銘柄と比較すると収穫地域や収穫年度による蛋
白質含量のブレ幅が大きい欠点があり、今後、
改善が必要とされています。
（8）�国産パン用小麦品種の高分子量サブユニッ

トの組成に基づく製パン適性

国産パン用小麦の製パン適性は、仮に蛋白質
含量が同程度あっても、品種間で顕著に異なり
ます。これは品種によって蛋白質の質が異なる
ためです。この蛋白質の質に関する第1のポイ
ントであるグルテニン高分子量サブユニット組
成の目で国産パン用小麦品種を捉えてみます。

国産パン用小麦品種のグルテニン分子が弾性
の高い高分子量サブユニット5＋10を持つGlu-
D1d型であるかないかを、 藤田の報告19）を参
考にして、表4に示しました。5＋10を持つ品種
を赤字で示しています。北海道産の「ゆめちか
ら」、 「春よ恋」、 「はるきらり」、 「キタノカオ
リ」、 その他の県産の「せときらら」、 「ゆめか
おり」、 「銀河のちから」、「ハナマンテン」、「さ
ちかおり」が5＋10を持つGlu-D1d型であり、
これらの小麦品種は分子レベルのグルテンの弾
性が高く、製パンに適しているとみなされます。

しかし、実際に製パン試験を行うと、5＋10
を持つ国産パン用小麦品種間で製パン適性が顕
著に異なり、国産パン用小麦品種の製パン適性
を蛋白質含量と高分子量サブユニットの組成だ
けでは捉えられないことが分かってきました。
この原因として、もう一つの要因である「グル
テン分子の凝集力の差異」が重要であることが
近年の研究で明らかにされています20）。次号で
は、この内容の解説から始め、国産パン用小麦
品種の製パン適性の特徴をさらに詳しく捉える
ことにします。
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ボロネーゼとミートソース

イ タ リ ア 語 で ボ ロ ネ ー ゼ は「 ragu a l l a 

bolognese（ラグー・ アラ・ ボロネーゼ）」と呼

ばれ、 これを略して「ボロネーゼ」。 イタリア

の都市「ボローニャ」発祥の料理で「ボローニ

ャ風の」という意味になります。

ボローニャ風のラグー（フランスからイタリ

アに渡った煮込み料理で、パスタソースともい

えます）。これを使ったパスタ料理は、肉と野菜、

ワインなどを用いてつくられたものです。パス

タには平打ち麺の「タリアテッレ」が使われて

います。

基本的には、玉ねぎ、セロリなどの香味野菜

を細かく刻んで、オリーブオイルで炒め、一度

取り出してから、同じフライパンで粗びきの牛

ひき肉を軽くほぐして焼きつけるようにする。

野菜をもどして赤ワインを入れる。汁気をとば

してから、トマトの水煮をつぶして加え、水気

がとぶまで煮込み、塩とこしょうで味を調える

という至ってシンプルな味つけです。

対してミートソースは、日本の洋食、喫茶店

のメニューには欠かせない定番の味です。ミー

トソースという名はイタリアにはなく、日本独

自の味つけになっています。

具材はボロネーゼとほとんど変わりません

が、炒めた香味野菜とひき肉をトマトの水煮で

煮込んで、赤ワインを使用せずに、トマトケチ

ャップなどで甘みをつけて、日本人好みの味に

なったようです。麺はタリアテッレ（平打ち麺）

ではなく、「スパゲッティ（乾燥）」を用います。

もともとミートソースは、イタリアの移民が

アメリカに持ち込んだソースを、第二次世界大

戦後、進駐軍が日本に伝え、日本人に合った味

つけにしたものだといわれています。

ミートソース お店の味

日本でミートソースを初めて提供した店とい

われているのは、新潟にあるイタリア軒（現在

はホテルイタリア軒）です。創業は今からさか

のぼること150年あまり、イタリア人のコック

だったピエトロ・ミオラが新潟の地で牛鍋の店

からスタートし、のちに本格的な西洋料理のレ

ストランとして開業しました。この時代、最先

端の洋館と料理の味を評して「新潟の鹿鳴館」

とも呼ばれていたそうです。

今でも引き継がれている「伝統のボロニア風

ミートソース」は、ホテルイタリア軒の西洋料

理店リストランテ・マルコポーロで食べること

ができます。

小麦粉のある風景

ひらの　あさか

パスタいまむかし
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ミートソース 家庭の味

日本人の食生活がだんだん洋風化してきた昭

和30年代、家庭でも気軽につくることのできる

パスタ用ソースが発売されるようになりまし

た。

キユーピーから1959（昭和34）年に国産初と

なるミートソースの缶詰が発売され、次いで味

の素から今でも販売されている「Rumic（ルー

ミック）ミートソース用」パウダータイプの洋

風料理のソースの素が1966 （昭和41）年発売さ

れ、またお湯で温めるタイプのレトルトパック

が、1971（昭和46）年にヤマモリから発売され、

レトルトパスタソース生産高日本一となったそ

うです。

現在、いろいろなメーカーから出ているレト

ルトタイプのパスタソースは、ソースを温めず

に和えるだけのタイプが主流になりつつありま

す。

その名が不思議なパスタ

「貧乏人のパスタ」と呼ばれているポヴェレ

ッロ（Spaghetti del poverello）は、細かく説明

するとdelは「～の」、poverelloは「貧乏な」を

意味します。材料はスパゲッティ、卵、 チーズ

の3つを使ったパスタで、どこの家にもあるも

のでつくることができるからというネーミング

なのでしょうか。日本の感覚からすれば、これ

だけの具材で貧乏とはとても思えませんが。イ

タリアでは、どんな家にも卵、チーズ、パスタ

は常備品ということになります。

にんにくはみじん切りに、フライパンにオリ

ーブオイル、にんにくを入れて香りが出てきた

ら、卵2個を入れて半熟の目玉焼きをつくり、1

個は取り出す。湯に塩を加えてスパゲッティを

ゆで上げて、フライパンに残った目玉焼きを粗

くくずし、ゆで汁を加える。ここにスパゲッティ

を加えてさっと炒める。パルミジャーノレッジ

ャーノをすりおろして、（または粉チーズ）、塩

こしょうを加えて全体を混ぜる。皿にパスタを

盛りつけて取り出した目玉焼きを上にのせて、

さらにパルミジャーノレッジャーノをかける。

最近密かなブームとなっている「暗殺者のパ

スタ（Spaghetti all'assasina）」は、南イタリア

のプーリア州（地図でいうと、イタリアのブー

ツの形の踵の辺り）発祥パスタです。何となく

血なまぐさいネーミングですが、ソースの見た

目もドロドロとした濃い赤なのでその名がつけ

られたとか、お味はピリ辛です。

パスタはゆでずに焼くところが、ほかにはあ

まりない特徴です。トマトペーストは水で溶い

ておく。にんにくはみじん切りに、赤唐辛子輪

切りを用意して、フライパンに多めのオリーブ

オイルを入れてにんにく、赤唐辛子を炒める。

乾燥スパゲッティを入れ、入りきらなければ2

つに折って入れ、焼き色をつけるように焼く。

トマトペースト水を何回かに分けてパスタに汁

気を吸わせるように加え、通常のゆで時間より

多めに煮汁がなくなるまで煮る。にんにくとト

マトの酸味、赤唐辛子の辛味が刺激的なおいし

さです。

� （食文家）

参考文献

「ホテルイタリア軒」ホームページ
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〇食料・農業・農村基本法が25年振りに改正
　関連3法案と併せ、食料安全保障の確保に関する施策体系が整備。2024年
度中に「食料・農業・農業基本計画」が策定される予定。

〇食料自給率（カロリーベース）は38％、小麦は18％
　令和5年度の食料自給率（カロリーベース）は、小麦の生産量増加等のプラ
ス要因と国産製糖量の減少のマイナス要因により、昨年度と同じ38％。金
額ベースは、昨年度の58％から61％に上昇。

〇元旦に石川・能登半島地震が発生、9月には奥能登豪雨も
　元日16時10分に石川県能登半島を中心とする震度7の地震が発生。死者489
名、行方不明者2名。さらに9月には奥能登地方での豪雨被害も発生。

〇輸入小麦の政府売渡価格はルール通り改定
　輸入小麦の政府売渡価格は、4月期（▲0.6％）、10月期（▲1.8％）ともに、相
場連動制の基本ルールに基づき改定。

〇令和6年産国内産小麦は西日本で不作も100万トン超、需給は令和7年産も
ミスマッチ

　令和6年産小麦の収穫量は、西日本の悪天候により、前年産比94％の102.3
万トン。令和7年産の国内産小麦の需給関係は、5年連続のミスマッチ。入
札結果は、落札残が25千トン、平均落札価格が基準価格比▲1.7％。

〇2024／25年度の小麦の世界需給は、生産量が消費量を下回り期末在庫は
対前年減

　アメリカ、カナダ、豪州においては前年から小麦の生産量は増加したが、
欧州、ロシア、ウクライナは、生育期の霜害や乾燥の影響を受け、前年よ
り大きく減少。

〇インバウンドが過去最多、他方で出生数は70万人を割る見込み
　訪日外国人旅行客が増加。1～11月の累計で3,338万人となり、2019年の年
間累計3,188万人を上回り過去最多。他方、2024年の出生数がはじめて70
万人を割る見込みで、今後の小麦粉需給への長期的・構造的な影響が懸念。

〇物流の革新に関する法律改正が成立
　4月に改正物流2法が成立、2025年から順次施行予定。
〇トランプ次期大統領、関税引上げを表明
　米国大統領選で共和党のドナルド・トランプ氏が勝利し、2025年1月に再
度就任予定。

〇為替の円安ドル高が進行、7月には161円台
　日米の金利差などから、円安ドル高が進行。米ドル／円は7月にかけて、
37年半ぶりの円安水準を更新し、161円後半を記録。

製粉産業をめぐる2024年10大ニュース
（1月編集委員会選定）
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業界ニュース
★�2024年度米国産小麦品質報告会開催される
米国小麦連合会（USWA）主催の2024年度米
国産小麦品質報告会が11月18日に東京會舘で開
催された。
＜需給関係＞

2024／2025シーズンの世界の小麦生産量は、
米国、カナダ、豪州、アルゼンチンなどで増産
し、EU、ロシアなどで減産が見込まれ、前年
より微増の795百万トン、消費量は前年より微
増の803百万トンと予想され、生産量と消費量
は過去最高となる見込みである。また、過去5
年間の内4年間は消費量が生産量を上回る。非
輸出国である中国の数値を除いた消費量に対す
る在庫率は19％（前年20％）で、過去10年間で
最低の水準となる。
米国では小麦の作付面積が減少した（対前年
▲6％）が、栽培環境が概ね良好であったこと
から、生産量を53.7百万トン（前年49.1百万ト
ン）と見込んでいる。前年より輸出量が増加し
22.5百万トン（前年19.2百万トン）と予想してお
り、期末在庫は前年より増加し22.2百万トン（前
年19.0百万トン）となる見込みである。
� （USDA 2024/11/8発表のデータによる）
＜春小麦（HRS）＞

生産量は13.7百万トンと前年の12.7百万トン
より7％増加した。冬から春にかけての天候が
穏やかだったため、作付けは平年よりやや早く
始まり、作付け時の水分レベルは適切であった。
作付けは6月上旬に終了し、平年並みであった。
収穫は8月初旬に始まった。収穫期は乾燥して
おり、雨による遅れはなく、収穫は9月中旬に
終了した。
品質面では、硝子率が78％（前年61％）と上
昇し、5年平均をやや上回った。水分値は11.6

％（前年11.7％）と同等であった。 容積重は
79.8 kg/hl（前年79.8 kg/hl）と同等で、千粒重
は30.0 g（前年32.1 g）とやや低下した。蛋白値
は14.4％（前年14.1％）とやや上昇した。テス
トミル粉では、ファリノグラフの吸水率はやや
低下し、ピークタイムとスタビリティーはやや
上昇した。製パン試験では、吸水率とパン体積
がやや低下した。
＜冬小麦（HRW）＞

作付面積は963万haで前年に比べ7％減少し
た。ネブラスカ州、ワイオミング州、サウスダ
コタ州、モンタナ州、ワシントン州、オレゴン
州では、気温が低く十分な水分があるため、収
量は多くなり蛋白値は低かった。全体の生産量
は21.0百万トン（前年16.4百万トン）と前年より
28％増加した。
前年と比較した西海岸積みのHRWの品質は、
水分値が9.5％（前年10.4％）と低下した。蛋白
値は11.3％（前年11.8％）と低下し、過去5年平
均（12.3％）も下回った。容積重81.9 kg/hl（前
年79.8 kg/hl）と千粒重31.1 g（前年29.4 g）は前
年に比べ上昇した。フォーリングナンバーは前
年よりもやや低下した。テストミル粉のファリ
ノグラフの吸水率は前年と同等で、スタビリテ
ィーは低下した。製パン性については、前年に
比べ吸水率とパン体積が低下した。
＜白小麦（ソフト・ホワイト、ホワイト・クラブ）＞

冬期の作付け条件は昨年より大幅に改善し、
十分な水分があり作物は順調に定着した。冬の
水分と穏やかな気温が休眠後の生育を支えた。
春の作付けは、良好な土壌水分で始まり、雨と
涼しい天候に恵まれた。全体的に収穫は平年よ
り早く、収量は良好であった。その結果、生産
量は7.5百万トン（前年6.4百万トン）と前年に比
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べ増加した。
品質面では、ソフトホワイトとホワイトクラ
ブの千粒重は昨年より上昇した。蛋白値はソフ
トホワイト9.2％（前年11.1％）、ホワイトクラ
ブ9.5％（前年10.6％）と低下した。スポンジケ
ーキ試験では、体積はソフトホワイトが前年に
比べやや上昇し、ホワイトクラブはやや低下し
た。全体的にスポンジケーキやクッキー、クラ
ッカーなどの最終製品の品質は良好であった。
（注）蛋白値は水分12％ベースである。

★2024年産カナダ産新麦報告会開催される
カナダ穀物協会（Cereals Canada）主催の
2024年産新麦報告会が11月26日にコンラッド東
京ホテルで開催された。
＜需給および作柄について＞

2024／2025シーズンの世界の小麦生産量は前
年よりやや増加し796百万トン（前年795百万ト
ン）となる一方で、消費量は805百万トン（前年
807百万トン）が見込まれる。消費量が生産量
を上回ることから、期末在庫が減少し263百万
トンと過去最少になることが見込まれる。近年
の傾向としては、小麦の生産量は年間6.4百万
トン伸びているが、消費量が年間8.8百万トン
伸びている。
世界のデュラム小麦の生産量は、35.4百万ト
ン（前年31.2百万トン）と前年よりも増加する
見込みである。消費量は前年より2.6％増加し
34.7百万トンとなるが、生産量が消費量を上回
り期末在庫は6.2百万トン（前年5.5百万トン）と
なる見込みである。
カナダにおいて春小麦の播種期から生育初期
は十分な降雨で始まり、大平原全域で土壌水分
が十分にあった。7月から8月前半は平均以下の
降水量となり、土壌水分は減少して作物の生育
が遅れた地域もあったが、生育初期に十分な降
雨があったことから、小麦全体の生産量は増加

した。収穫はアルバータ州では昨年のペースを
上回ったが、サスカチュワン州とマニトバ州で
は昨年より遅れた。
カナダの小麦全体の生産量は34.3百万トン

（前年比＋4.1％）と増加し、デュラム小麦の生
産量は6.0百万トン（前年比＋47.6％）と大きく
増加した。世界におけるデュラム小麦の輸出量
は8.6百万トンで、カナダ産のデュラム小麦が
53％を占めると予想される。（International 
Grains Council 2024年11月のデータによる。） 
＜春小麦（CWRS）＞

CWRSの格付けはNo.1が68.5％、No.2を合わ
せると93.9％と、良好な作柄であった。西部地
域のNo.1 CWRSの品質は、前年に比べ容積重
はやや上昇し、千粒重はやや低下した。フォー
リングナンバーは400秒を超え健全性を示した。
蛋白値は14.0％（前年14.3％）とやや低下した。
テストミル60％粉の試験では、前年と比べファ
リノグラフの吸水率は同等で、スタビリティー
もほぼ同等であった。また、エクステンソグラ
フの結果は、前年と同様の生地の伸展性を示し
た。中種法による製パン試験では、前年と比較
し吸水率やミキシング時間、比容積、パンの総
合評点はほぼ同等であった。
＜デュラム小麦（CWAD）＞

デュラム小麦の格付けは、No.1が45％（前年
51％）と前年より低下したものの、No.2と合わ
せて72％を超えており良好であった。No.1 
CWADの品質は、前年に比べて容積重は同等
で、千粒重と硝子率が低下した。蛋白値は14.7
％（前年15.4％）と低下し、灰分は1.58％（前
年1.52％）とやや上昇した。スパゲッティ試験
では、茹で麺がやや柔らかくなった。色相では
明度と黄色みが上昇した。
（注）蛋白値は水分13.5％ベースである。
� 【製粉協会・平尾】
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★令和6年度全国麦作共励会各賞受賞者の

ご紹介

一般社団法人全国農業協同組合中央会及び一

般社団法人全国米麦改良協会の主催による令和

6年度全国麦作共励会中央審査委員会が令和6年

12月20日（金）に開催され、以下のとおり農林

水産大臣賞をはじめ各賞受賞者が決定されまし

た。

この共励会は、国内産麦の生産性及び品質の

向上並びに流通の合理化を推進する観点から、

生産技術の向上、経営の改善の面からの創意、

工夫を持ち、先進的で他の範となる麦作農家及

び麦作集団を表彰し、その功績を広く紹介する

ものです。

なお、各賞を授与するための中央表彰式は令

和7年2月28日（金）に東京都内で開催が予定さ

れています。

令和6年度全国麦作共励会各賞受賞者
1．農家の部

賞　　　名 受 賞 者 名 住　　　所

農 林 水 産 大 臣 賞
島　﨑　恒　守

（株式会社島﨑農園）
福井県福井市

全国米麦改良協会会長賞
向　井　翔　一
向　井　恵　里

北海道虻田郡真狩村

全国農業協同組合中央会会長賞
河　野　昭　久

（株式会社河野農産）
大分県国東市

全国農業協同組合連合会
経 営 管 理 委 員 会 会 長 賞

三　好　鹿　次 愛媛県西予市

日 本 農 業 新 聞 会 長 賞 宮　坂　利　樹 三重県亀山市

2．集団の部

賞　　　名 受 賞 者 名 住　　　所

農 林 水 産 大 臣 賞 東与賀農事組合法人 佐賀県佐賀市

全国米麦改良協会会長賞 有限会社　あさひ 石川県白山市

全国農業協同組合中央会会長賞 株式会社　たつみ 北海道網走郡津別町

全国農業協同組合連合会
経 営 管 理 委 員 会 会 長 賞

該　当　な　し

日 本 農 業 新 聞 会 長 賞 該　当　な　し
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★�アメリカ合衆国小麦連合会（USWA）の次
期社長兼CEOにマイク・スピア氏を選出
アメリカ合衆国小麦連合会（USWA−本社米

国ヴァージニア州アーリントン）の取締役会
は、2024年11月14日に開催された取締役会にお
いて、2025年7月1日付けで退任する現社長兼
CEOのVince Peterson氏（ヴィンス・ピーター
ソン：写真―左側）の後任として、現海外事業
担当副社長の Mike Spier氏（マイク・スピア：
写真―右側）を選出した。

Vince Peterson氏は、米国で穀物集荷販売会
社勤務後の1985年にUSWAに入社後、 約40年
に及ぶUSWA勤務において、 ロッテルダム、
カイロに駐在し、欧州、中近東アフリカ市場へ
の販売促進を指揮、その後米国本社で海外事業
担当副社長として、世界13カ国におく海外事務
所を主管し、2017年7月より現職。

後任となるMike Spier氏はオレゴン州出身。

シアトル・パシフィック大学で会計学の学士号
を取得。1992年から穀物集荷販売会社での勤務
後、1997年にUSWAに入社し、2019年より現
職。カイロ、マニラ、シンガポールの海外赴任
も経験し、小麦の取引、市場・リスク分析、用
船含む物流部門にも精通、今般 新社長兼CEO
として抜擢された。
� 【USWA・中野】

★製粉講習会の開催についてのお知らせ
すでに関係各位にはご連絡を差し上げておりますとおり、（一財）製粉振興会主催の令和6（第59）

事業年度製粉講習会を以下により開催します。
オンライン参加をお申込みいただきました皆さまには、日程が近くなりましたら配信URL及び

資料ダウンロードの案内をご連絡いたします。
製粉講習会への参加、心よりお待ちしております。

〇日時　　　　　令和7年2月6日（木）　10時開場　10時40分～14時20分を予定
〇講師及び演題　午前の部　中野和典氏（アメリカ合衆国小麦連合会駐日代表）
　　　　　　　　　　　　　「米国産小麦の生産・流通と安全性について」（仮題）
　　　　　　　　午後の部　松永和紀氏（海外ジャーナリスト）
　　　　　　　　　　　　　「食品企業に求められる食の安全性へのリテラシー」（仮題）
〇会場等　　　　会場参加　　　　製粉会館5階会議室　東京都中央区日本橋茅場町15-6
　　　　　　　　オンライン参加　Zoomウェビナーにて配信

その他ご不明な点などございましたら、製粉振興会　佐藤、佐々木までお気軽にお尋ね下さい。
（＊参加申込みは、1月17日に終了しました）
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世界の生産量は前年度比で
わずかに増加し7億9,600万ト
ン（前月比200万トン減少）、
これはEU、ブラジル、トルコ、
アゼルバイジャンでの減少の
ため。EU全体の小麦収穫量
は、北ヨーロッパと西ヨーロ
ッパ全域の過剰な降雨により
150万トン減少し、12年ぶり
の低水準となる1億2,030万ト
ン。オーストラリアの生産量
は3,130万トンに据え置かれ
ているが、前年度比21％増は
ニューサウスウェールズ州の
見通しが極めて良好で、記録
破りとなることが主要因。対
照的に南オーストラリア州と
ビクトリア州では、天候要因
で数シーズンぶりの低水準に
落ち込む可能性。
世界の消費量は前月比100
万トン増の8億500万トンと予
測。
2024/25年度の世界全体の
在庫予想は8年ぶりの低水準
となる2億6,300万トン。これ
は主に主要輸出国とトルコの
在庫減少による。カザフスタ
ンとアメリカの期末在庫は平
均を上回る水準に拡大する可
能性があるが、EU、ロシア、
ウクライナの在庫は数年ぶり
の低水準になると予測されて
いる。
世界の貿易量は1億9,680万
トンで、前年度のピークから
は1,790万トン少ない。 国内

の供給過剰とそれに伴う輸入
制限により、トルコとパキス
タンの輸入は前年度比で大幅
に減少。イラク、サウジアラ
ビア、中国でも輸入ニーズが
抑えられる見込み［表1〜3］。
�（IGC-GMR 560/2024.11.21）

（2）IGC、2024/2025年度の

世界のデュラム小麦生産量は

回復と予測

IGCの予測によると、世界
のデュラム小麦生産量は
2024/25年度に回復し、消費
量は過去5年間で最高水準、
貿易量は前年度比で若干減
少、在庫は数十年ぶりに低水
準から回復する可能性。
世界の生産量は3,540万ト
ン（前年度比12％増）、消費量
は5年ぶりの高水準となる
3,470万トン、期末在庫は620
万トンと予測される。世界の
貿易量は平均を上回る950万
トン［表4〜6］。
�（IGC-GMR 560/2024.11.21）

（3）WTOでアメリカ等がイン

ドの小麦への国内支持等に異

議申し立て

アメリカ、アルゼンチン、
オーストラリア、カナダ、ウ
クライナはインドの小麦とコ
メに対する国内支持、投入補
助金、市場支持価格について
世界貿易機関（WTO）に異
議申し立てを行った。インド

（1）国際穀物理事会（IGC）、

2024/25年度の世界の小麦生

産量が緩やかに増加と予測

IGCによると2024/25年度
の世界の小麦生産量は平均単
収の向上により緩やかに増
加、消費は前年度をわずかに
下回る見込み、在庫は主要輸
出国とトルコでの下落で8年
ぶりの低水準、アジアと欧州
への輸出が減少すれば、貿易
量は4年ぶりの低水準に落ち
込む可能性。

長らくご愛読いただきまし
た「世界の粉界展望」は昨年
11月号をもって終了しました
が、替わって、本号より、世
界の小麦を巡る動向や製粉業
界情勢などを国際機関の発表
や海外の業界情報誌などから
ピックアップしてお届けする
「海外短信」欄を開設します。　
読者各位の要望にお応えでき
るよう努めてまいりますの
で、引き続きご愛読をお願い
いたします。

海外短信海外短信

　　　　世界
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はWTOの約束に基づき、農
作物生産総額の10％以下の補
助金を支給することができる
が、アメリカ等は、2021/22
年度及び2022/23年度におい
てインドの支援レベルがその
限度を遥かに超えているとし
た。今回の異議申し立ては3
回目であり、1回目は2018年、
2回目は2023年。2018年の異
議申し立てはアメリカのみで
あったが、2023年の異議申し
立てではオーストラリア、カ
ナダ、パラグアイ、タイ、ウ
クライナが共同提出した。
�（World-Grain.com 2024.11.12）

（4）国際穀物貿易連合（IGTC）

会長にオーストラリア穀物貿

易協会（GTA）最高経営責任

者のPat O'Shannassy氏を選

出

IGTCの会長にGTAの最高
経営責任者Pat O'Shannassy
氏が選出された。IGTCは
2000年にスイス・ジュネーブ
で設立された国際的な非営利
団体であり、非関税貿易障壁
を最小限に抑え、穀物、油糧
種子、豆類、派生製品の効率
的な移動を確保することに重

点を置いている。
�（World-Grain.com 2024.11.25）

（5）国連食糧農業機関（FAO）、

12月予測で世界の小麦生産

量を下方修正

12月6日発表のFAO“Cereal 
Supply and Demand Brief”
によると、前月予測と比較し
て、2024年の世界の小麦生産
量はわずかに下がり7億8,900
万トン（前年同水準）。この
減少の大部分はEUでの過度
の雨天による収穫量の減少の
ため。同じく2024/25年度の
小麦需要量は7億9,600万トン
（前年度とほぼ同じ）、在庫は
EUの生産量減少を反映して
前月から510万トン減少して3
億1,000万トン、貿易量は1億
9,800万トン（前年度比5.4％
減）と予測［表7］。
� （FAO 2024.12.6）

（6）Rabobank社（オランダ）、

2025年の農業環境は厳しい

と予測

Rabobank社が12月17日に
発表した「2025年農産物市場
見通し」では、トランプ政権に
よる関税紛争、戦争で荒廃し

たウクライナの穀物生産と輸
出の減少、気候変動課題など、
世界の農産物市場に影響を与
える可能性を調査した中で、
世界の小麦在庫率は2024/25
年度には24.5％に低下し、小
麦価格は2025年に1bu7.5ドル
（約276ドル/トン）まで上昇
する可能性があるとした。
�（World-Grain.com 2024.12.18）

（7）COCERAL（欧州穀物等貿

易協会）、2025年のEU27か

国＋イギリスの穀物収穫量は

前年比7％増加と予測

COCERAL（EU加盟国にお
ける穀物、飼料、油糧種子等
の貿易に関わる各国代表で組
織される協会）は12月19日、
2025年の穀物総生産量は2億
9,780万トン（2024年2億7,850
万トン）と予測。この生産回
復を牽引するのは小麦（デュ
ラム小麦を除く）で、栽培面
積の拡大と西ヨーロッパでの
収穫量の正常化により、前年
の1億2 ,550万トンから1億
4,040万トンに増加すると予
測。
�（World-Grain.com 2024.12.19）

（1）スナック菓子メーカーの

Kellanova社の株主会、Mars

社による359億ドル買収に賛

成

Kellanova社は、11月1日の
臨時株主総会でMars社との
合併契約を圧倒的多数で承認

した。これにより上場企業の
Kellanova社は非上場企業と
なり、家族経営のMars社傘
下となる。Kellanova社の買
収により、Mars社に「プリ

　　　　アメリカ
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ングルズ」と「チーズイット」
の2つのブランドが加わる。
（Food Business News 2024.�
11.5）

（2）アメリカ農務省経済調査

局（USDA/ERS）が“Wheat 

Outlook”11月号を発表

USDA/ERSが11月13日に
発表した“Wheat Outlook”
（11月号）によれば、2024年
産小麦の生産量は対前年産比
9.3％増の5,365万トンと予測。
作付面積は前年産を下回るも
のの、収穫面積及び単収が前
年産を上回るため。2024/�
2025年度の輸出量は対前年度
比約17％増の2,245万トンと
予測。 期末在庫は2,217万ト
ンと高い水準［表8、9］。
（USDA ERS“Wheat Outlook” 
2024.11.13）

（3）CHS社、ノースダコタ州

Kindredの穀物ターミナルを

拡張中

ミネソタ州セントポールに
本拠を置く協同組合で世界的
な農業関連企業であるCHS社
は、ノースダコタ州Kindred
の穀物ターミナルを拡張・更
新しており、完成すると主要
生産地域での総貯蔵容量は14
万トンになる。施設は2026年
後半に完成する予定。CHS社
は230の穀物施設を運営し、
北米第2位の穀物取扱業者と

なっている。
�（World-Grain.com 2024.11.15）

（4）Ardent Mills社、 さらに

別の製粉工場を閉鎖へ

コロラド州デンバーの
Ardent Mills社は、ミネソタ
州Mankatoの製粉工場を1月
中旬までに閉鎖する予定。
Mankato工場はArdent Mills
社がミネソタ州で運営する3
つの工場のうち最小で、1日
の製粉能力は450トン。閉鎖
の主たる理由として厳しい市
場状況を挙げている。
�（World-Grain.com 2024.11.20）

（5）Corteva社、 小麦の非遺

伝子組み換えハイブリッド技

術の画期的な進歩を発表

インディアナ州のCorteva
社は、収穫量を10％増加させ
る小麦の非遺伝子組み換えハ
イブリッド技術を発表した。
同社の小麦ハイブリッド技術
は干ばつ耐性も高く、水不足
の環境でも優良品種より約2
％高い収穫量が得られるとい
う。Corteva社の新たな技術
により、より迅速な遺伝的利
益と商業規模での種子の供給
が可能となる。同社はハイブ
リッド・ハード・レッド・ウ
インター小麦を2027年にも北
米で発売し、徐々に拡大して
いく計画。
�（World-Grain.com 2024.11.21）

（6）Mike Spier氏がアメリカ

小麦連合会（USWA）社長兼

最高経営責任者に就任

Vince Peterson社長の退職
に伴い、Mike Spier氏（海外
事業担当副社長）が2025年7
月1日付けでUSWA社長兼最
高経営責任者に就任する。11
月14日の理事会で選出され
た。Mike Spier氏はオレゴン
州出身で、1997年にUSWAに
入社し、カイロ、マニラ、シン
ガポールで勤務。Columbia 
Grain International Inc.社を
経て、2019年にUSWAに戻
り海外事業担当副社長を務め
ている。
�（World-Grain.com 2024.11.25）

（7）CHS社がWest Central 

Ag Services協同組合（WCAS）

を買収

ミネソタ州中西部に14の拠
点を持つWCASは、CHS社
への売却を承認した。WCAS
社はCHS West Centralとい
う農業小売事業部門として
CHS社に加わる。WCASの穀
物貯蔵能力は合計61万トン。
CHS社は全米最大の農家所
有協同組合で、65か国の顧客
にサービスを提供している。
�（World-Grain.com 2024.12.2）

（8）カーギルが全世界の従業

員の5％（8,000人）を解雇予定

2024年度の業績不振と事業
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再編を受けて、カーギルは全
世界の従業員の約5％、8,000
人を解雇する予定。8月発表
の年次報告書で、紛争、人口
動態の変化、不安定な経済・
環境条件の混乱など、世界の
食料システムが直面する課題
が影響しているとした。
�（World-Grain.com 2024.12.3）

（9）J . M .  S m u c k e r 社 、

“Voortman”ブランドのクッ

キー事業をSecond Nature 

Brands社に売却完了

J.M. Smucker社は12月2日
に売却完了を発表した。
Second Na tu re Brands
（SNB）社は10月下旬に約3億
500万ドルでの買収に合意し
た。SNB社のその他ブランド
にはKar's Nuts、Second 
Nature Snacks、Saha le 
Snacks、Sanders、Brownie 
Brittleなどがある。
（Food Business News 2024.�
12.4）

（10）降雨により冬小麦の生

育状況が改善

アメリカ農務省が11月25日
に発表した2024年最終の
“Crop Progress”によれば、

降雨により、11月24日時点で
冬小麦の状態を優良8％、良
好47％、 並33％、 不良9％、
非常に不良3％と評価し、全
体的に大幅に改善した。冬小
麦の状態が良好及び優良なの
は、カンザス州で55％、オク
ラホマ州で48％、テキサス州
で52％、コロラド州で68％、
ネブラスカ州で48％、サウス
ダコタ州で24％、モンタナ州
で39％だった。
�（World-Grain.com 2024.12.5）

（11）食パン等の焼成した食

品及びシリアル製品の消費者

物価指数（CPI）が過去最大の

下落を記録

アメリカ労働省労働統計局
（BLS）によると、11月の食
品全体のCPIが0.1％下落とな
った中で、食パンや焼き菓子
類及びシリアル製品のCPIが
1.3％下落し、 前月比では85
年以上ぶりの大幅な下落とな
った。これは小麦粉・小麦粉
ミックス（3.1％下落、2019年
11月以来の大幅な下落）とパ
ン（1.3％下落、2020年5月以
来の大幅な下落）の急落によ
る。
（World-Grain.com 2024.12.�

12）

（12）オーガニック小麦粉製

粉企業Champlain Valley 

Milling Corp社が工場閉鎖

ニューヨーク州にある同社
は40年近く続いた操業を終え
た。工場閉鎖の理由は明らか
にされていないが、COVID-�
19以来苦戦していた。
（World-Grain.com 2024.12.�
16）

（13）食生活ガイドライン諮

問委員会（DGAC）、「穀物摂

取量に関する変更は推奨され

ない」

12月10日に発表された2025
年DGAC報告書では、「アメ
リカ人の食生活ガイドライン
で推奨されている穀物の摂取
量を減らすと、特定の年齢・
性別グループで栄養不足につ
ながる可能性がある」 とし
た。同ガイドラインでは、1
日当たり28g相当の穀物を6
食分摂取し、そのうち少なく
とも3食分は全粒穀物を摂取
することを推奨している。
（World-Grain.com 2024.12.�
18）

価格安定化のために小麦の在

庫保有制限を強化

食 料・消 費 者 問 題 省
（MFCA）は、食料安全保障
を管理し、買いだめや不道徳

な投機を防ぐため、小麦の取
引業者と加工業者に対する在
庫保有制限を強化した。取引
参加者は全員、小麦在庫制限

　　　　インド
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アメリカ農務省海外農業局

（USDA/FAS）がインドネシ

アの小麦輸入の減少を予測

FASによると、飼料用小麦
の需要減少とコメ生産増加に
より、2024/25年度の小麦輸
入量は過去最高を記録した

2023/24年度（1,290万トン）に
比べて8％減少すると予測。
（World-Grain.com 2024.12.�
11）

（1）ウクライナ港湾へのロシ

アの攻撃にもかかわらず、穀

物輸出は前年を上回る

ロシアによる10月10日のオ
デッサ港への攻撃及び10月6
日のPivdennyi港への攻撃に
もかかわらず、ウクライナ農
業省は10月7日、2024/25年度
が7月に始まって以降、1,120

万トンの穀物を輸出したと発
表（昨年同時期は720万ト
ン）。今年の最新の総輸出量
には、小麦650万トン、トウ
モロコシ約300万トン、大麦
140万トン以上が含まれる。
（World-Grain.com 2024.11.�
10）

（2）ロシアとの戦争継続の逆

風にもかかわらず、Nibulon

社の穀物輸出量が回復

ロシアとの戦争継続の逆風
にもかかわらず、ウクライナ
の大手穀物輸出企業Nibulon
社の2024年輸出量は回復して
いる。同社は2022年2月のロ
シアの侵攻以前は年間約400
万トンの穀物を輸出してい
た。戦争初期に輸出が急落し
たが、2024年は312万トンに
まで回復する見込み。
�（World-Grain.com 2024.12.6）

（1）小麦の自給自足を目指す

国家小麦市場拡大計画を実施

アフリカ最大の小麦生産
国・消費国のエジプトは、小
麦生産の自給自足を達成し、
小麦輸入額を削減することを
目的とした国家小麦市場拡大
計画を実施している。2024/�
25年度の小麦生産量は920万
トンとなっているが、年間
2,000万トンを超える国内消

費量を大幅に下回っている。
年間1,000万トン以上の不足
を補うために小麦輸入に依存
しており、2021年には世界最
大の小麦輸入国となり、世界
小麦輸入量の8.3％を占める。
（World-Grain.com 2024.11.�
28）

（2）軍事機関が小麦購入任務

を引き継ぐ（ロイター通信）

ロイター通信は、供給省国
家物資供給総局（GASC）に
代わり、Mostakbal Misr 

Agency for Susta inable 
D e v e l o p m e n t  o f  t h e 
Egyptian Air Forces（MMA）
が食料品の輸入を担当する唯
一の機関となったと報じた。
供給省は、新機関が入札や直
接購入から生じるすべての義
務を履行する財政能力を持つ
ことを保証すると述べた。
MMAは2022年に大統領令に
より設立され、エジプト軍の
開発部門として機能してい
る。
�（World-Grain.com 2024.12.9）

ポータルに登録し、毎週金曜
日に在庫状況を更新し、既定
の在庫制限を超える場合は15

日以内に制限量まで減らす必
要がある。本措置は2025年3
月末まで適用される。

（Economic Times 2024.12.�
12）

　　　　インドネシア

　　　　ウクライナ

　　　　エジプト

製粉振興 2025. 1 50



海外短信

（1）南 オ ー ス ト ラ リ ア 州

Wallarooのナルンガ港開港

T - P o r t s と N a r u n g g a 
Nation Aboriginal Corp.は11
月20日、年間最大50万トンの
穀物を輸出できる南オースト
ラリア州の最新港の開港を祝
った。T-Portsは、Wallaroo
の新港建設に1億ドルを投資
した。「港を農家に近づける
ことで、農家の世界市場への
アクセスを向上させ、穀物価
格の向上、サプライチェーン
の効率化、輸送コストの削減
を通じて農家の収益を増や
す」とT-Portsの最高経営責

任者Nathan Kent氏は述べ
た。南オーストラリア州第一
次産業地域省によると、同州
はオーストラリアの総穀物生
産量の約20％を占める約800
万トンの穀物を生産してい
る。
（World-Grain.com 2024.11.�
20）

（2）オーストラリア農業経済

資源科学局（ABARES）、 小

麦生産増加と予測

ABARESが12月3日に発表
した報告書によると、小麦生
産量は2024/25年度に23％増
加して3,190万トンとなり、
過去10年間の平均を20％上回
ると予測している。小麦生産

量が多いニューサウスウェー
ルズ州と西オーストラリア州
では、両州の北部耕作地域で
の生産量増加により、対前年
度比でそれぞれ75％、40％増
加と予測［表10］。
�（World-Grain.com 2024.12.4）

（3）CBHグループ、1日当た

り穀物受入量で新記録樹立

CBHグループは過去1週間
で2度新記録を樹立。11月28
日に623,500トン、同29日に
636,000トンに達した。62万
トンを超えるのは11月18日を
含めて三度目。
�（World-Grain.com 2024.12.4）

中国Dalian Hesheng Holdings 

Group Co., Ltd社（DHHG）

がAkmola地域に小麦加工施

設を建設予定

DHHGはAkmola地域に小
麦の高度加工垂直統合型工業
団地の建設を計画している。
第一段階で年間100万トンの
小麦を処理し、その後の段階
で処理能力を300万トンに増
やす計画。建設は2025年第2

四半期に開始される予定。小
麦は同国最大の栽培面積を誇
る作物で、2024/25年度の生
産量は1,580万トンと推定さ
れる。
（World-Grain.com 2024.12.�
20）

（1）アメリカ農務省海外農業

局（USDA/FAS）、カナダの

小麦生産は上向き

USDA/FASの報告による
と、カナダの小麦総生産量は
2023/24年度の3,290万トンか

ら2024/25年度には3,430万ト
ンに達すると予測している。
2024/ 25年度の春小麦の生産
量は作付面積が2.9％減少（前
年度比1％減）したが、平均
単収が1ha当たり3.29トンか
ら3.37トンに増加したことで
一部相殺された。FASの最
新報告（11月4日）では、2024/�

2025年度のデュラム小麦生産
量は、作付面積が5.5％増加
し、平均単収が1ha当たり
1.72トンから2.41トンに改善
したことから、前年度比48％
増が見込まれる。
（World-Grain.com 2024.11.�
11）

　　　　オーストラリア

　　　　カザフスタン

　　　　カナダ

製粉振興 2025. 151



海外短信

（2）Cereals Canada（カナダ

穀物協会）、2024年小麦収穫

レポートを発表、小麦生産量

は質・量ともに良好

11月 18日に発表された
Cereals Canadaの2024年小麦
収穫レポートは、カナダ西部
の豊富な降雨量により、高品
質の小麦が約3,430万トン収
穫され、2024/25年度にはカ
ナダが主要輸出国としての地
位を高めることになるだろう
としている。収穫量は予想を
上回り、非デュラム小麦の生
産量は4％増加し、デュラム
小麦の生産量は8％増加した。
品質はすべてのクラスで優れ
ており、大部分がNo.2以上。
（World-Grain.com 2024.11.�
20）

（3）カ ナ ダ 農 業 農 食 品 省

（ AAFC ）、“ Out look fo r 

Principal Field Crops”を発表

11月19日のAAFCの発表に

よれば、2024/2025年度の小
麦生産量は3,429万トンと予
測。うちデュラム小麦は
2022/2023年度を上回る603万
トン、小麦（デュラムを除く）
は前年度をわずかに下回る
2,826万トン。輸出2,570万ト
ン及び期末在庫460万トンは
前年度とほぼ同水準［表11］。
（Agriculture and Agri-Food 
Canada）

（4）Grupo Bimbo SAB de 

CV社（GB、メキシコ）、Maple 

Leaf Foods Inc.（MLF）社に

20億カナダドルの損害賠償

を求める

GBは 2014年のCanada 
Bread Co. Ltd.社（CB）の買
収とカナダにおける業界全体
のパン価格操作に関連して、
MLFに対して20億カナダド
ル（14億2,000万ドル）の損害
賠償を求めている。11月28
日、オンタリオ州高等裁判所

に「CBの売却プロセス中に
詐欺的かつ過失による虚偽表
示があった」との訴状を提出
した。
（Food Business News 2024.�
12.3）

（5）Cereals Canada（カナダ

穀物協会）、インドネシアと

の 包 括 的 経 済 連 携 協 定

（CEPA）を賞賛

Cereals Canadaは、 カナ
ダ・インドネシア間で最近締
結されたCEPAに関し、イン
ドネシアの小麦市場における
カナダの地位を強化するだろ
うと述べた。CEPAには穀物
を含むカナダの農産物輸出に
対する広範な関税撤廃が含ま
れている。インドネシアは非
デュラム小麦のカナダ第2位
の市場となっている。
（World-Grain.com 2024.12.�
12）

食料安全保障総局（GFSA）

が同国製粉企業の小麦粉輸出

を承認

Saudi Gazette紙によると、
食料安全保障を担当する食料
安全保障総局（GFSA）は同
国の製粉企業が世界市場へ小

麦粉を輸出することを承認し
た。地元市場の需要が損なわ
れないよう、各社は余剰生産
能力の一定割合のみの輸出が
認められると伝えている。
（World-Grain.com 2024.11.�
25）
＜参考情報＞

サウジアラビアでは、小麦
は1980年代には約200万トン

輸出するほど生産されていた
が、小麦生産に必要な地下水
保護の観点から小麦を輸入す
る政策に転換するとともに、
国内9製粉工場を4社に再編・
整理するとともに順次民営化
してきた。
（製粉振興：No.580/2016年1
月号、No.530/2011年2月号）

　　　　サウジアラビア
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（1）国 家 食 料 供 給 公 社

（Conab）、穀物生産量の記録

更新を予測するも小麦は減少

12月 12日に発表された
Conabの報告書によると、
2024/25年度の穀物生産量は
過去最高の3億2,240万トンに
なると予測（前年度比で8.2％
増）。ただし、小麦の生産量

は作付面積の14.1％減少によ
り806万トンと予測。
（World-Grain.com 2024.12.�
12）

（1）Olam Agri社、ナイジェ

リアで耐熱性に優れたデュラ

ム小麦の新品種の発売を発表

Olam Agri社は11月26日、
ナイジェリアの乾季の栽培に
適し耐熱性に優れたデュラム
小麦の新品種の発売を発表し

た。この取組はLake Chad 
Research Institute （LCRI）
と乾燥地帯農業研究国際セン
ター（ICARDA）の小麦育種
専門家Filippo Bassi博士が提
携したもの。
（World-Grain.com 2024.11.�
26）

（2）Flour Mills of Nigeria社

（FMN）、Honeywellブランド

をリニューアル

FMNは2022年にHoneywell 
Flour Mills PLC社の株式
71.69％を購入した。Honeywell
のポートフォリオには麺類、
パスタ、セモリナ粉や小麦粉
などが含まれている。 
（World-Grain.com 2024.12.�
17）

小麦の支持価格政策を放棄

農家に最低価格を保証する

ため、政府はこれまで播種シ
ーズン初めに小麦の支持価格
を発表してきたが、今季は初
めて支持価格を発表しなかっ
た。国際通貨基金（IMF）は

政府に対し、小麦とサトウキ
ビの支持価格設定を控えるよ
う指示していたという。
（UkrAgroConsult 2024.12.�
10）

Meghna Group of Industries 

（MGI）、バングラデシュに製

粉工場を建設

バングラデシュを代表する
複合企業MGI傘下のTanveer 
Dal Mill and Flour Mills社は
12月4日、バングラデシュに
最先端の省エネ製粉工場の建
設を支援するため、アジア開

発銀行（ADB）との間で2,000
万ドルの融資契約を締結した
と発表した。同工場では年間
66万トンの小麦が処理され
る。
�（World-Grain.com 2024.12.4）

Universa l Robina Corp. 

（URC）社、 新製粉工場を開

設

URC社は12月2日、フィリ
ピンのケソン州Sariayaで新
しい製粉工場のオープンを祝
った。来年1月に商業運転を
開始し、年間生産能力は小麦
粉297,000トンの見込み。 同

社はマニラとダバオにも製粉
工場を持っており、両製粉工
場合計で1日あたり1,250トン
の製粉能力がある。
�（World-Grain.com 2024.12.2）

　　　　ナイジェリア

　　　　パキスタン

　　　　バングラデシュ

　　　　フィリピン

　　　　ブラジル
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ロシアが小麦輸出割当量を削

減する計画（ロイター通信）

ロシアは2025年に小麦の輸
出割当量を3分の2削減する計
画とロイターが報じた。ロシ
ア政府の発言として、2024年
12月4日から小麦の輸出税を

18％以上引き上げ、一部の主
食用輸入割当量を撤廃する。
アルメニア、ベラルーシ、カ
ザフスタン、キルギスタン、
ロシアで構成され、加盟国の
関税政策を調整している
Eurasian Economic Union
（EEU）理事会は、2025年2月
15日から6月30日までの第2輸
出シーズンにおけるロシアの

輸出割当量は1,100万トンと
なり、2024年の2,900万トン
から大幅に削減されると発表
した。ロシアの主要生産地域
における悪天候とここ数カ月
の輸出急増がロシア政府の決
定の要因になったと報じた。
�（World-Grain.com 2024.12.2）

（2）小麦の品質懸念から、低

品質小麦を輸出に向け、高品

質小麦を輸入

アメリカ農務省海外農業局
（FAS）によると、2023/24年
度の小麦輸出量は前年度比5

％増の281万トンと予測。こ
れは、収穫量の一部の品質が
低く、輸出に向けられるため。
他方で、国産小麦の品質低下
を補うため、輸入量は16％増
加と見込んでいる。また、

2024/25年度の輸出は250万ト
ン、輸入は600万トンと予測。
（World-Grain.com 2024.12.�
19）

　　　　ロシア
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［表1］世界及び主要小麦輸出国の小麦需給（IGC 2024.11.21）� （百万トン）
国　名

（　）内は穀物年度
期初
在庫 生産 輸入

d） 供給計 消費 輸出
d）

期末
在庫食用 工業用 飼料用 計 a）

アルゼンチン（12月／11月）
2022/23 1.2 12.6 0.0 13.8 5.2 0.1 0.3 6.1 3.9 3.9
2023/24 推定 3.9 15.9 0.0 19.8 5.2 0.1 0.3 6.2 8.7 4.9
2024/25 予測 4.9 18.1 0.0 23.0 5.3 0.1 0.3 6.4 12.2 4.4

（12.0） （4.6）
オーストラリア（10月／9月）

2022/23 3.6 40.5 0.2 44.3 2.5 0.5 4.5 8.2 31.8 4.3
2023/24 推定 4.3 26.0 0.2 30.5 2.6 0.5 3.4 7.0 20.5 3.0
2024/25 予測 3.0 31.3 0.2 34.6 2.6 0.6 4.0 7.7 24.2 2.7

（0.3）
カナダ（8月／7月）

2022/23 4.2 34.8 0.6 39.6 3.1 0.7 3.2 8.2 25.8 5.6
2023/24 推定 5.6 32.9 0.7 39.3 3.2 0.7 4.2 9.3 25.4 4.6
2024/25 予測 4.6 34.4 0.6 39.6 3.2 0.7 4.4 9.3 25.7 4.7

（4.3） （9.2）
EU（7月／6月）

2022/23 16.8 133.3 13.2 163.3 48.7 9.8 43.6 108.6 35.0 19.6
2023/24 推定 19.6 133.1 13.9 166.6 48.8 9.5 45.8 110.6 38.9 17.1
2024/25 予測 17.1 120.3 10.6 148.0 48.8 9.3 45.0 109.5 28.3 10.2

（121.8） （149.4） （29.0）（11.0）
カザフスタン （7月／6月）

2022/23 0.5 16.4 1.9 18.8 1.5 0.0 1.7 5.9 9.9 3.0
2023/24 推定 3.0 12.1 2.1 17.3 1.4 0.0 2.3 6.0 8.5 2.8
2024/25 予測 2.8 18.0 0.7 21.4 1.5 0.0 2.9 7.1 10.3 4.1

（2.6）（17.0） （1.2） （20.8） （2.3） （6.5） （4.0）
ロシア（7月／6月）

2022/23 11.8 95.4 0.2 107.3 13.8 1.7 19.0 43.5 48.2 15.7
2023/24 推定 15.7 91.0 0.6 107.3 13.7 1.7 17.0 41.1 55.6 10.7
2024/25 予測 10.7 81.8 0.1 92.6 13.5 1.7 16.0 39.0 44.2 9.5

（43.7）（10.0）
ウクライナ（7月／6月）

2022/23 5.9 26.8 0.1 32.8 4.3 0.1 2.6 12.8 17.1 2.9
2023/24 推定 2.9 28.4 0.1 31.4 4.1 0.1 1.7 11.5 19.0 0.9
2024/25 予測 0.9 25.4 0.1 26.3 4.1 0.1 1.4 9.4 16.2 0.7

アメリカ（6月／5月）
2022/23 18.4 44.9 3.6 66.8 26.3 0.4 2.0 30.4 20.9 15.5
2023/24 推定 15.5 49.1 3.9 68.5 25.9 0.4 2.3 30.1 19.4 19.0
2024/25 予測 19.0 53.7 3.2 75.8 26.0 0.4 3.3 31.2 22.4 22.2

（25.9）
主要輸出国 計　b）

2022/23 62.2 404.7 19.8 486.7 105.5 13.3 76.9 223.6 192.7 70.5
2023/24 推定 70.5 388.5 21.6 480.7 104.8 13.0 77.0 221.9 196.0 62.8
2024/25 予測 62.8 383.0 15.5 461.3 104.9 12.8 77.3 219.6 183.4 58.3

（62.6）（383.5）（16.1） （462.2） （76.6）（218.9） （59.9）
中　国（7月／6月）

2022/23 132.9 137.7 13.6 284.3 97.6 5.8 27.9 142.8 1.1 140.3
2023/24 推定 140.3 136.6 14.2 291.1 98.8 7.5 32.0 149.7 1.2 140.1
2024/25 予測 140.1 140.0 10.2 290.3 99.8 7.2 28.0 146.8 1.2 142.4

（10.7） （290.8） （142.9）
インド（4月／3月）

2022/23 19.0 107.7 0.3 127.0 96.8 2.2 6.5 110.8 5.4 10.9
2023/24 推定 10.9 110.6 0.5 121.9 98.8 2.3 7.0 113.5 0.3 8.1
2024/25 予測 8.1 113.3 0.7 122.1 99.2 3.0 6.0 113.4 0.3 8.4

世界 計 e） e）
2022/23 274.4 803.7 208.7 1,078.1 549.4 25.5 148.8 793.8 208.7 284.4
2023/24 推定 284.4 794.8 214.8 1,079.1 557.3 27.1 154.6 806.7 214.8 272.4
2024/25 予測 272.4 796.1 196.8 1,068.5 562.9 27.5 149.5 805.1 196.8 263.4

（272.2）（797.6）（196.7）（1069.8）（563.2） （147.6）（804.1）（196.7）（265.8）
世界 計 （中国を除く）

2022/23 141.4 666.0 195.1 808.6 451.9 19.7 120.9 650.9 207.6 144.0
2023/24 推定 144.0 658.2 200.6 803.4 458.5 19.6 122.6 657.0 213.5 132.3
2024/25 予測 132.3 656.1 186.6 789.6 463.1 20.3 121.5 658.4 195.6 121.0

（132.1）（657.6）（186.0） （790.9）（463.4） （119.6）（657.3）（195.5）（122.9）
a）種子用及び廃棄分を含む。　b） 主要輸出国はアルゼンチンからアメリカまで。　d） 二次製品の推定貿易量を含む。
e）IGC7月/6月データ（二次製品の貿易量を除く）　　下段（　）内は前回の予測値
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［表2］世界の小麦生産量（IGC 2024.11.21）� （百万トン）

地域・国名 21/22 22/23 23/24（推定） 24/25（予測）
2024.10.17 2024.11.21

ヨーロッパ 156.7 153.7 152.2 137.4 135.9
 EU 137.5 133.3 133.1 121.8 120.3
　ブルガリア 7.1 6.2 6.6 6.7 6.7
　チェコ 4.9 5.1 5.2 4.7 4.6
　デンマーク 4.1 4.2 3.6 4.1 3.7
　フランス 37.0 34.8 36.4 27.0 26.6
　ドイツ 21.5 22.4 21.5 18.6 18.8
　ハンガリー 5.2 4.3 5.9 5.2 5.3
　ギリシャ 1.0 1.2 1.3 0.8 0.8
　イタリア 7.1 6.4 6.7 6.5 6.5
　ポーランド 12.0 13.3 13.1 12.5 12.3
　ルーマニア 10.4 8.6 9.5 10.1 10.1
　スロバキア 2.0 2.0 2.5 1.8 1.9
　スペイン 8.2 6.2 3.9 7.4 7.1
　スウェーデン 3.0 3.2 2.7 3.0 3.0
　その他 14.1 15.3 14.2 13.5 13.0
 セルビア 3.4 3.1 3.4 2.9 2.9
 イギリス 14.0 15.5 14.0 10.9 10.9
 その他 1.7 1.7 1.7 1.7 1.7
CIS 134.1 152.6 146.0 139.4 140.2
　カザフスタン 11.8 16.4 12.1 17.0 18.0
　ロシア 75.0 95.4 91.0 81.8 81.8
　ウクライナ 33.0 26.8 28.4 25.4 25.4
　その他 14.2 14.0 14.5 15.2 15.0
北中米 70.5 83.3 85.5 90.9 90.9
　カナダ 22.4 34.8 32.9 34.4 34.4
　メキシコ 3.3 3.6 3.5 2.8 2.8
　アメリカ 44.8 44.9 49.1 53.7 53.7
　その他 － T T T T
南米 33.4 27.1 28.2 31.5 30.8
　アルゼンチン 22.1 12.6 15.9 18.1 18.1
　ブラジル 7.7 10.6 8.1 9.1 8.4
　チリ 1.1 1.3 1.2 1.2 1.2
　ウルグアイ 1.0 1.3 1.6 1.5 1.5
　その他 1.5 1.4 1.4 1.7 1.7
近東アジア 35.6 39.5 45.2 46.1 45.9
　イラン 11.5 13.2 14.0 14.5 14.5
　イラク 3.5 3.2 5.2 6.3 6.3
　サウジアラビア 0.6 0.8 1.2 1.5 1.5
　シリア 2.0 2.1 2.4 2.4 2.4
　トルコ 17.7 19.8 22.0 21.0 20.8
　その他 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4
極東アジア 283.2 280.4 284.8 294.6 294.6
 アジア太平洋 138.9 139.4 138.4 141.7 141.7
　中国 136.9 137.7 136.6 140.0 140.0
　その他 1.9 1.7 1.8 1.7 1.7
 南アジア 144.3 141.0 146.4 152.8 152.8
　アフガニスタン 4.0 3.8 4.4 4.9 4.9
　インド 109.6 107.7 110.6 113.3 113.3
　パキスタン 27.5 26.2 28.2 31.4 31.4
　その他 3.2 3.3 3.3 3.2 3.2
アフリカ 29.6 26.3 26.5 26.1 26.2
 北アフリカ 20.3 16.9 17.2 16.8 16.8
　アルジェリア 2.4 3.0 2.7 2.9 2.9
　エジプト 9.0 9.8 9.9 10.1 10.1
　リビア 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
　モロッコ 7.5 2.7 4.0 2.5 2.5
　チュニジア 1.2 1.2 0.4 1.2 1.2
 サハラ以南 9.4 9.4 9.4 9.3 9.4
　エチオピア 5.5 5.8 5.8 5.7 6.0
　南アフリカ 2.3 2.1 2.1 1.9 2.0
　その他 1.6 1.5 1.5 1.7 1.4
オセアニア 36.7 41.0 26.4 31.7 31.7
 オーストラリア 36.2 40.5 26.0 31.3 31.3
世界計 779.7 803.7 794.8 797.6 796.1

（注）Tは5万トン以下
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［表3］世界の小麦貿易量（7月/6月）（IGC 2024.11.21）� （百万トン）

輸入国 21/22 22/23 23/24（推定）
24/25（予測）

2024.10.17 2024.11.21
ヨーロッパ 9.1 15.7 17.3 14.2 14.2
　アルバニア 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2
　EU 5.2 12.6 13.4 10.0 10.0
　ノルウェー 0.3 0.2 0.4 0.4 0.4
　スイス 0.8 0.6 0.5 0.6 0.6
　その他 2.5 2.1 2.9 3.0 3.0
CIS 9.7 11.2 10.6 10.2 9.7
　アゼルバイジャン 1.2 1.5 1.1 1.2 1.2
　ジョージア 0.4 0.4 0.4 0.5 0.5
　ロシア 0.1 0.1 0.5 0.1 0.1
　タジキスタン 1.0 1.1 1.2 1.4 1.4
　ウズベキスタン 3.3 4.3 3.6 4.2 4.2
　その他 3.6 3.9 3.7 2.9 2.4
北中米 11.7 11.9 12.6 12.8 12.7
　キューバ 0.6 0.4 0.6 0.6 0.5
　メキシコ 5.3 5.2 5.2 5.7 5.7
　アメリカ 2.1 2.6 3.0 2.4 2.4
　その他 3.7 3.7 3.8 4.1 4.1
南米 14.9 12.5 14.0 14.0 14.2
　ボリビア 0.3 0.2 0.2 0.2 0.2
　ブラジル 6.9 4.8 6.0 5.8 6.0
　チリ 1.3 1.2 1.1 1.1 1.1
　コロンビア 2.0 2.1 2.0 2.1 2.1
　エクアドル 1.2 1.4 1.2 1.4 1.4
　ペルー 2.1 1.8 2.2 2.3 2.3
　ベネズエラ 1.0 0.9 1.2 1.2 1.2
　その他 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
近東アジア 34.3 37.7 30.5 24.6 24.5
　イラン 6.9 3.5 2.5 2.5 2.5
　イラク 2.0 3.7 2.2 1.7 1.7
　イスラエル 2.0 1.9 1.7 1.8 1.8
　ヨルダン 1.0 1.2 0.9 1.1 1.1
　クウェート 0.4 0.5 0.6 0.5 0.5
　レバノン 0.9 0.8 1.0 1.0 1.0
　サウジアラビア 3.3 4.5 4.4 3.4 3.4
　シリア 0.5 0.6 0.4 0.6 0.5
　トルコ 10.7 13.9 10.0 5.0 5.0
　UAE 1.7 1.8 1.8 1.9 1.9
　イエメン 3.5 3.8 3.6 3.6 3.6
　その他 1.4 1.6 1.6 1.7 1.7
極東アジア 62.6 63.8 70.7 61.7 62.2
　太平洋アジア 48.7 50.6 56.3 50.1 50.6
　　中国 9.7 13.4 14.0 10.5 10.0
　　インドネシア 10.5 9.6 13.0 10.9 11.4
　　日本 5.2 5.4 5.2 5.1 5.1
　　北朝鮮 T 0.1 0.1 0.1 0.1
　　韓国 5.1 4.5 4.5 4.6 4.6
　　マレーシア 1.9 1.7 1.9 1.9 1.9
　　フィリピン 6.7 5.5 7.0 6.6 6.6
　　シンガポール 0.4 0.4 0.6 0.5 0.5
　　台湾 1.4 1.2 1.3 1.4 1.4
　　タイ 2.3 3.5 3.0 3.1 3.4
　　ベトナム 4.5 4.3 4.9 4.4 4.6
　　その他 1.1 1.0 0.9 1.0 1.0
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輸入国 21/22 22/23 23/24（推定）
24/25（予測）

2024.10.17 2024.11.21
　南アジア 13.9 13.2 14.4 11.6 11.6
　　バングラデシュ 6.4 4.4 5.1 5.5 5.5
　　インド T 0.3 0.6 0.4 0.4
　　パキスタン 2.5 3.1 3.9 0.2 0.2
　　スリランカ 1.2 1.0 0.9 1.1 1.1
　　その他 3.8 4.4 3.8 4.5 4.5
アフリカ 54.8 54.3 57.4 58.1 58.5
　北アフリカ 28.1 30.0 31.2 31.7 32.0
　　アルジェリア 8.4 7.9 8.8 8.8 8.8
　　エジプト 12.0 12.9 12.8 12.0 12.3
　　リビア 1.2 1.7 1.4 1.5 1.5
　　モロッコ 4.8 5.6 6.5 7.5 7.5
　　チュニジア 1.8 1.9 1.7 1.9 1.9
　サハラ以南 26.6 24.3 26.2 26.4 26.5
　　コートジボワール 0.8 0.7 0.9 0.9 0.9
　　エチオピア 1.7 1.1 1.2 1.1 1.1
　　ケニア 2.1 2.4 2.5 2.6 2.6
　　ナイジェリア 6.2 4.7 4.9 5.1 5.1
　　南アフリカ 1.8 2.2 2.3 2.1 2.1
　　スーダン 2.6 1.9 1.9 2.0 2.0
　　その他 11.4 11.2 12.5 12.7 12.8
オセアニア 1.3 1.3 1.4 1.3 1.3
　ニュージーランド 0.6 0.7 0.6 0.7 0.7
　その他 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7
不詳 1.6 2.8 2.7 2.1 1.9
小計 200.0 211.3 217.0 199.0 199.1
除く製品貿易 2.3 2.5 2.2 2.3 2.3
世界計 197.6 208.7 214.8 196.7 196.8

輸出国 21/22 22/23 23/24（推定）
24/25（予測）

2024.10.17 2024.11.21
アルゼンチン 18.7 4.9 7.9 12.0 12.2
オーストラリア 26.1 32.3 22.5 24.2 24.2
カナダ 15.0 25.4 25.6 25.7 25.7
EU 30.3 33.1 36.9 27.0 26.3
カザフスタン 8.4 9.8 8.4 10.2 10.2
ロシア 33.0 48.1 55.5 43.5 44.0
ウクライナ 18.9 17.1 19.0 16.2 16.2
アメリカ 21.3 20.2 19.4 22.3 22.3
ブラジル 3.1 2.7 2.8 2.3 2.3
中国 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3
インド 10.5 1.6 0.3 0.3 0.3
パキスタン 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5
メキシコ 0.7 0.7 0.9 0.7 0.7
トルコ 4.7 5.0 7.4 5.4 5.4
その他 6.3 6.9 7.5 6.2 6.4
世界計 197.6 208.7 214.8 196.7 196.8
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［表4］デュラム小麦の主要輸出国の需給（IGC 2024.11.21）� （百万トン）

国名（年度） 期初
在庫 生産 輸入a） 供給計 消費 輸出a） 期末

在庫食用 飼料用 計
カナダ（8月/7月）

2022/23 　　　 0.6 5.8 0.4 6.8 0.6b） 0.2c） 1.1 5.1 0.6
2023/24（推定） 0.6 4.1 0.5 5.1 0.6b） 0.3c） 1.1 3.6 0.4
2024/25（予測） 0.4 6.0 0.4 6.8 0.6b） 0.2c） 1.1 5.1 0.6

（0.6） （7.0） （0.8）
EU（7月/6月）

2022/23 　　　 1.1 7.5 2.9 11.4 6.7 0.4 7.8 2.8 0.9
2023/24（推定） 0.9 7.4 3.2 11.5 6.6 0.6 7.8 3.0 0.7
2024/25（予測） 0.7 7.2 3.2 11.0 6.7 0.3 7.6 2.6 0.9

（0.2） （10.6） （0.4）
メキシコ（7月/6月）

2022/23 　　　 0.4 2.1 T 2.5 0.8 0.3 1.2 0.7 0.5
2023/24（推定） 0.5 1.9 T 2.4 0.8 0.2 1.1 0.9 0.4
2024/25（予測） 0.4 1.5 T 2.0 0.8 0.1 1.1 0.7 0.2

アメリカ（6月/5月）
2022/23 　　　 0.7 1.7 1.7 4.1 2.4 0.0 2.6 0.8 0.8
2023/24（推定） 0.8 1.6 1.6 3.9 2.3 0.0 2.5 0.9 0.6
2024/25（予測） 0.6 2.2 1.5 4.2 2.3 0.0 2.5 1.1 0.6

4大輸出国
2022/23 　　　 2.7 17.1 5.1a） 24.8 10.5 0.9 12.7 9.4a） 2.7
2023/24（推定） 2.7 15.0 5.2 22.9 10.3 1.1 12.5 8.4 2.1
2024/25（予測） 2.1 16.9 5.1 24.0 10.4 0.6 12.2 9.5 2.4

（1.8） （23.7） （2.1）
世界計

2022/23 　　　 7.4 34.5 9.1d） 42.0 31.9 0.5 34.1 9.1d） 7.9
2023/24（推定） 7.9 31.7 9.6 39.6 31.8 0.6 34.0 9.6 5.5
2024/25（予測） 5.5 35.4 9.5 41.0 32.8 0.3 34.7 9.5 6.2

（5.2） （40.7） （34.8） （5.9）
注：a）セモリナと二次加工品を含む。　b）工業用を含む。　c）廃棄分と夾雑物を含む。　d）二次加工品を含まない。
　　（　）内は前回の予測。

［表5］世界のデュラム小麦生産量（IGC 2024.11.21）� （百万トン）

国名 21/22 22/23 23/24（推定） 24/25（予想）
2024.10.17 2024.11.21

EU 8.0 7.5 7.4 7.2 7.2
　フランス 1.6 1.3 1.3 1.2 1.2
　ギリシャ 0.8 0.9 1.0 0.5 0.6
　イタリア 4.0 3.7 3.6 3.5 3.5
　スペイン 0.8 0.7 0.4 0.7 0.7
カザフスタン 0.6 0.8 0.5 0.7 0.7
カナダ 3.0 5.8 4.1 6.0 6.0
メキシコ 1.8 2.1 1.9 1.5 1.5
アメリカ 1.0 1.7 1.6 2.2 2.2
アルゼンチン 0.3 0.2 0.2 0.2 0.2
シリア 0.8 0.7 0.7 0.7 0.7
トルコ 3.2 3.8 4.3 4.6 4.6
インド 1.5 1.6 1.6 1.8 1.8
アルジェリア 1.9 2.2 2.0 2.1 2.1
リビア 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
モロッコ 2.5 0.8 1.2 0.7 0.7
チュニジア 1.1 1.0 0.4 1.1 1.1
オーストラリア 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5
その他 5.4 5.8 5.3 6.1 6.1
世界計 31.5 34.5 31.7 35.4 35.4
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［表6］世界のデュラム小麦（セモリナを含む）貿易量（IGC 2024.11.21）� （1,000トン）

国名 21/22 22/23 23/24（推定） 24/25（予想）
2024.10.17 2024.11.21

輸入
EU 1,103 2,305 2,615 2,600 2,600
グアテマラ 38 61 60 62 62
アメリカ 572 729 650 620 620
ペルー 88 77 82 80 80
ベネズエラ 116 61 160 145 145
トルコ 135 421 108 120 120
日本 185 214 216 205 205
アルジェリア 1,240 1,843 2,572 1,600 1,600
モロッコ 642 887 861 1,300 1,300
チュニジア 464 677 480 800 800
コートジボワール 100 72 67 80 80
ナイジェリア 149 84 126 120 120
その他／不詳 1,242 1,664 1,640 1,818 1,804

世界計 6,073 9,094 9,637 9,550 9,536
うち、セモリナ 562 500 400 400 400

輸出
オーストラリア 263 253 216 235 235
カナダ 2,818 5,181 3,537 5,000 5,000
EU 1,142 843 998 650 650
うち、セモリナ 200 200 200 200 200

カザフスタン 205 509 523 350 350
メキシコ 594 641 781 600 600
トルコ 272 170 1,654 900 900
アメリカ 204 464 597 800 800

［表7］FAO世界の小麦需給（2024年12月）

年度 生産量 1/ 供給量 2/ 需要量 貿易量 3/ 期末在庫 世界の在庫率 主要輸出国の4/
（百万トン） （％）

2020/21 775.0 1,057.7 763.0 190.6 289.4 37.6 15.3
2021/22 780.7 1,070.1 770.5 197.9 293.2 37.8 16.8
2022/23 806.9 1,100.1 775.1 202.0 322.9 40.5 22.4
2023/24 789.0 1,111.9 796.8 209.6 316.5 39.7 20.1
2024/25 788.9 1,105.4 796.3 198.3 309.7 38.4 17.6

1/ 生産は最初の年度、2/ 生産量＋期初在庫、3/ 貿易は7月/6月、4/ 主要国とはアルゼンチン、オーストラリア、カナダ
EU、カザフスタン、ロシア、ウクライナ、アメリカである。

［表8］アメリカ小麦の需給
項目／年度 単位 21/22 22/23 23/24 24/25

作付面積 百万ha 18.92 18.52 20.06 18.65
収穫面積 百万ha 15.03 14.36 15.00 15.57
単収 トン/ha 2.98 3.13 3.27 3.45
　期初在庫 百万トン 23.00 18.36 15.50 18.95
　生産 〃 44.80 44.90 49.10 53.65
　輸入 〃 2.62 3.31 3.76 3.27
供給計 〃 70.42 66.56 68.36 75.87
　食用 〃 26.44 26.45 26.17 26.29
　種子用 〃 1.57 1.86 1.69 1.69
　飼料用他 〃 2.40 2.03 2.31 3.27
　国内消費計 〃 30.41 30.33 30.16 31.24
　輸出 〃 21.66 20.73 19.24 22.45
需要計 〃 52.07 51.06 49.40 53.70
期末在庫 〃 18.36 15.50 18.95 22.17
平均農家価格 ドル/bu 7.63 8.83 6.96 5.60

（資料）USDA ERS“Wheat Outlook”　2024年11月
（注）1エーカー＝0.40469ha、1ブッシェル＝0.027216トンで換算した値
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［表9］アメリカ小麦の銘柄別需給
＜2023/2024年度＞

項目／銘柄 単位 小麦計 HRW HRS SRW ホワイト デュラム
作付面積 百万ha 20.06 10.40 4.25 2.98 1.75 0.68
収穫面積 百万ha 15.00 6.25 4.15 2.34 1.61 0.65
単収 トン/ha 3.27 2.59 3.05 5.21 3.95 2.49
　期初在庫 百万トン 15.50 6.06 4.22 2.45 2.01 0.76
　生産 〃 49.10 16.22 12.67 12.22 6.37 1.61
　輸入 〃 3.76 0.49 1.71 0.16 0.17 1.23
供給計 〃 68.36 22.78 18.59 14.83 8.56 3.60
　食用 〃 26.17 10.44 6.89 4.30 2.29 2.25
　種子用 〃 1.69 0.72 0.41 0.31 0.16 0.08
　飼料用他 〃 2.31 0.49 －0.28 2.48 －0.34 －0.05
　国内消費計 〃 30.16 11.66 7.02 7.09 2.11 2.29
　輸出 〃 19.24 3.65 6.40 4.31 4.14 0.74
需要計 〃 49.40 15.31 13.42 11.40 6.24 3.03
期末在庫 〃 18.95 7.47 5.17 3.43 2.31 0.57

＜2024/2025年度＞
項目／銘柄 単位 小麦計 HRW HRS SRW ホワイト デュラム

作付面積 百万ha 18.65 9.63 4.04 2.45 1.70 0.84
収穫面積 百万ha 15.57 7.33 3.92 1.87 1.62 0.82
単収 トン/ha 3.45 2.86 3.49 4.98 4.62 2.64
　期初在庫 百万トン 18.95 7.47 5.17 3.43 2.31 0.57
　生産 〃 53.65 20.97 13.69 9.32 7.50 2.18
　輸入 〃 3.27 0.14 1.63 0.14 0.14 1.22
供給計 〃 75.87 28.57 20.49 12.89 9.95 3.98
　食用 〃 26.29 10.45 7.05 4.22 2.31 2.26
　種子用 〃 1.69 0.71 0.42 0.34 0.15 0.07
　飼料用他 〃 3.27 1.36 0.41 1.91 －0.41 0.00
　国内消費計 〃 31.24 12.52 7.88 6.46 2.05 2.33
　輸出 〃 22.45 5.99 7.21 3.27 5.31 0.68
需要計 〃 53.70 18.51 15.09 9.73 7.36 3.01
期末在庫 〃 22.17 10.06 5.40 3.16 2.59 0.97

（資料）USDA ERS“Wheat Outlook”　2024年11月
（注）1エーカー＝0.40469ha、1ブッシェル＝0.027216トンで換算した値
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［表10］オーストラリアの小麦需給� （1,000トン）

（10月/9月） 2020/21 2021/22 2022/23 2023/24
（推定）

2024/25
（予測）

生産量 31,923 36,237 40,545 25,960 31,890
　　NSW 12,972 12,029 10,620 7,095 12,400
　　VIC 4,525 4,246 5,393 5,200 3,450
　　QLD 1,594 2,222 2,600 1,080 2,230
　　SA 3,982 4,750 7,350 4,800 3,000
　　WA 8,793 12,919 14,500 7,700 10,750
　　タスマニア 56 70 83 85 60
国内消費量 7,596 7,240 7,745 8,429
　　種子用 636 652 619 653
　　その他 6,960 6,588 7,126 7,776
輸　出 23,697 27,485 31,800 19,770
輸　入 1.1 0.8 0.1 0.0

（資料）ABARES“Australian Crop Report” 2024年12月
（注） NSW：ニューサウスウェルズ州、VIC：ビクトリア州、QLD：クイーンズランド州、SA：南オーストラリア州、
　　 WA：西オーストラリア州
　　 国内消費量は小麦粉の小麦換算量を含む。

［表11］カナダの小麦需給

穀物年度（8月/7月） 作付
面積

収穫
面積 単収 生産 輸入

（b） 供給計 輸出
（c） 食用等 飼料用

等
国内

需要計
期末
在庫

（単位） 1,000ha t/ha 1,000t

デュラム小麦

2022/2023 2,431 2,400 2.41 5,790 1 6,378 5,059 194 317 745 574

2023/2024 2,442 2,375 1.72 4,087 5 4,666 3,558 192 263 701 407

2024/2025 2,576 2,502 2.41 6,033 25 6,466 4,900 200 337 766 800

小麦（デュラムを除く）

2022/2023 7,844 7,696 3.77 29,016 64 32,663 20,476 3,258 3,005 7,135 5,051

2023/2024 8,505 8,324 3.47 28,859 88 33,997 21,776 3,250 3,919 8,014 4,208

2024/2025 8,258 8,031 3.52 28,260 100 32,568 20,800 3,200 4,041 7,968 3,800

小麦計

2022/2023 10,274 10,096 3.45 34,807 65 39,041 25,536 3,452 3,323 7,880 5,625

2023/2024 10,947 10,700 3.08 32,946 92 38,664 25,334 3,442 4,181 8,715 4,615

2024/2025 10,834 10,532 3.26 34,293 125 39,034 25,700 3,400 4,378 8,734 4,600

（資料）Agriculture and Agri-Food Canada, 2024.11.19
（b）輸入は製品を除く。　　（c）輸出は製品を含む。
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39
2 

35
3

16
.8

 
19

2,
37

0 
0

−
10

0.
0 

0 
28

3
32

.0
 

35
5,

79
7 

0 
−

10
0.

0 
0 

ベ
ト

ナ
ム

45
4

−
53

.8
 

22
8,

38
2 

24
3

3.
2 

11
6,

01
2 

1,
04

6
−

21
.2

 
62

5,
74

0 
14

8 
−

91
.3

 
7,

58
1 

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

11
5

−
50

.0
 

13
4,

32
3 

マ
レ

ー
シ

ア
14

2
−

25
.0

 
33

,6
22

 
20

4
42

.5
 

96
,3

46
 

2,
66

5
72

.0
 

1,
38

2,
00

5 
フ

ィ
リ

ピ
ン

64
−

34
.7

 
17

,2
58

 
3

−
26

.0
 

2,
71

3 
88

4.
5 

51
,6

11
 

ベ
ル

ギ
ー

10
4

−
9.

1 
47

,0
83

 
0 

−
10

0.
0 

0 
1,

19
4

24
.8

 
1,

02
4,

16
9 

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

ス
ペ

イ
ン

22
9

53
.1

 
16

4,
08

7 
68

1
31

.7
 

27
5,

32
6 

伊
国

−
62

.5
 

31
5 

1,
83

9
5.

6 
71

6,
75

6 
12

1
10

7.
9 

86
,7

65
 

1,
41

8
−

9.
7 

83
3,

75
3 

そ
の

他
46

98
.8

 
24

,8
21

 
38

1
−

6.
5 

29
1,

34
2 

77
2

4.
8 

47
9,

65
8 

（
注

） 
 財

務
省

貿
易

統
計

（
全

国
分

＞
品

別
国

別
表

＞
輸

入
＞

月
次

）に
よ

る
。（

20
20

年
3月

よ
り

年
月

表
記

を
財

務
省

貿
易

統
計

デ
ー

タ
に

準
じ

て
西

暦
記

載
）

（
10
月
分
）

（
単

位
：

ト
ン

、
金

額
：

千
円

）

製粉振興 2025. 165

資料小麦加工食品の輸入の推移



区 分
年 月

レ
ー

ト
小

麦
粉

、小
麦（

ひ
き

割
、ミ

ー
ル

、ペ
レ

ッ
ト

）
小

麦
グ

ル
テ

ン
小

麦
粉

調
製

品
ケ

ー
キ

ミ
ッ

ク
ス

マ
カ

ロ
ニ

、
ス

パ
ゲ

ッ
テ

ィ

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

20
15

12
1

2,
86

8
5.

3
35

5,
30

3
19

,7
96

0.
3

4,
45

3,
66

3
94

,3
87

−
4.

0
20

,5
73

,4
87

4,
94

5
−

10
.4

91
0,

75
9

13
1,

98
6

−
0.

8
19

,4
04

,3
73

20
16

10
9

3,
13

9
9.

4
33

3,
21

9
20

,5
01

3.
6

4,
28

9,
79

3
91

,3
97

−
3.

2
17

,8
91

,3
75

4,
44

1
−

10
.2

62
7,

60
1

14
5,

02
1

9.
9

18
,5

79
,6

02
20

17
11

2
3,

49
8

11
.4

37
0,

88
5

22
,1

27
7.

9
4,

83
0,

02
1

91
,8

82
0.

5
19

,8
82

,6
65

4,
71

3
6.

1
65

7,
55

7
14

9,
68

9
3.

7
18

,4
69

,3
06

20
18

11
1

3,
51

1
0.

4
39

3,
62

0
23

,5
05

6.
2

5,
35

0,
60

0
83

,4
06

−
9.

2
18

,4
18

,5
66

5,
18

7
10

.1
64

9,
19

3
13

8,
49

3
−

7.
5

16
,6

14
,1

09
20

19
10

9
3,

91
3

11
.4

40
4,

98
1

19
,8

77
−

15
.4

4,
36

2,
53

5
82

,1
55

−
1.

5
17

,7
05

,7
76

4,
88

9
−

5.
7

62
1,

30
3

14
6,

18
9

5.
6

16
,3

98
,7

83
20

20
10

7
3,

61
5

−
7.

6
37

7,
01

8
20

,6
90

4.
1

4,
38

9,
31

5
83

,9
54

2.
2

17
,5

46
,6

75
4,

35
3

−
11

.0
64

4,
37

8
18

0,
95

6
23

.8
20

,1
49

,8
26

20
21

10
9

3,
39

4
−

6.
1

40
6,

04
1

22
,2

68
7.

6
5,

05
0,

53
1

79
,5

46
−

5.
3

18
,8

51
,9

92
4,

13
6

−
5.

0
67

2,
25

9
14

1,
01

6
−

22
.1

17
,4

52
,8

34
20

22
13

1
4,

17
9

23
.1

61
7,

17
8

22
,2

77
0.

0
6,

99
7,

57
7

77
,0

40
−

3.
1

23
,9

51
,7

02
4,

02
3

−
2.

7
91

3,
95

6
15

2,
44

0
8.

1
25

,6
54

,0
37

20
23

14
0 

4,
29

6 
2.

8 
70

2,
50

9 
21

,9
34

 
－

1.
5 

10
,1

02
,2

73
 

68
,8

47
 

－
10

.6
 

24
,3

72
,8

55
 

2,
52

5 
－

37
.2

 
52

7,
53

0 
14

6,
29

9 
－

4.
0 

28
,7

26
,4

86
 

20
24

年
1月

14
4 

21
0 

79
.5

 
30

,3
02

 
1,

73
1 

－
29

.0
 

96
2,

36
4 

4,
38

7 
－

33
.3

 
1,

29
3,

98
4 

69
5 

47
2.

4 
12

9,
74

1 
7,

08
5 

－
13

.1
1,

44
5,

85
1 

2
14

8
30

0
7.

9
52

,7
16

1,
04

2
－

46
.3

52
4,

59
7

5,
32

4
11

.0
1,

85
0,

82
0

98
－

9.
2

24
,4

89
9,

01
9

－
7.

2
1,

77
9,

48
3

3
14

9
35

2
−

10
.2

58
,1

10
99

3
−

57
.4

38
2,

76
7

6,
18

5
0.

5
2,

68
3,

71
2

18
5

14
5.

7
42

,3
32

10
,9

24
11

.1
2,

09
8,

13
7

4
15

2
40

6
7.

7
67

,4
78

1,
17

8
−

47
.3

47
7,

08
2

5,
47

6
−

0.
5

1,
96

9,
21

3
28

2
9.

1
57

,3
60

13
,7

36
2.

1
2,

84
1,

08
9

5
15

5
31

6
32

.6
55

,1
88

1,
45

0
−

23
.8

57
7,

51
7

5,
47

4
9.

3
2,

12
3,

90
7

35
7

10
.5

72
,9

14
15

,6
54

13
.4

3,
29

5,
78

8
6

15
7

50
8

19
.5

93
,9

46
1,

51
1

7.
7

59
2,

74
9

5,
17

5
−

10
.7

2,
02

8,
62

7
16

7
4.

0
34

,0
39

13
,7

44
18

.5
2,

72
4,

15
5

7
16

0
32

5
19

.9
58

,3
19

1,
73

2
10

.1
67

6,
38

8
5,

32
5

−
16

.7
2,

25
1,

03
4

27
6

−
21

.4
75

,5
12

16
,4

52
11

.6
3,

34
8,

90
1

8
15

1
30

5 
−

21
.4

 
49

,4
14

 
1,

93
7 

38
.4

 
71

2,
46

4 
5,

02
9 

−
12

.5
 

2,
11

7,
19

6 
18

7 
8.

5 
35

,4
60

 
15

,2
64

 
15

.8
 

2,
92

5,
90

6 
9

14
4

45
6 

1.
8 

71
,7

54
 

1,
66

2 
−

28
.4

 
67

2,
04

8 
5,

30
8 

−
5.

1 
2,

30
1,

61
1 

34
4 

68
.2

 
64

,8
98

 
17

,3
87

 
15

.0
 

3,
07

5,
64

2 
10

14
6

45
0 

23
.3

 
74

,1
60

 
95

6 
−

44
.1

 
39

3,
77

8 
5,

56
4 

10
.1

 
2,

31
5,

05
7 

28
8 

−
2.

9 
57

,2
05

 
14

,3
11

 
15

.6
 

2,
80

8,
25

9 
11

15
3

31
7 

−
24

.0
 

54
,2

15
 

1,
13

3
−

6.
9 

49
7,

19
2 

5,
62

2
−

10
.8

 
1,

98
6,

50
4 

12
3 

−
56

.7
 

51
,4

81
 

10
,3

31
−

21
.8

 
1,

99
9,

72
1 

12
20

24
年

1月
〜

12
月

累
計

3,
94

5 
−

0.
1 

66
5,

60
2 

15
,3

24
−

25
.1

 
6,

46
8,

94
6 

58
,8

70
−

6.
5 

22
,9

21
,6

65
 

3,
00

3
27

.4
 

64
5,

43
1 

14
3,

90
5

6.
4 

28
,3

43
,2

26
 

米
国

91
 

51
.7

 
32

,3
73

 
2,

68
2

−
47

.7
 

1,
01

1,
14

4 
54

−
30

.1
 

34
,0

62
 

14
,2

89
18

.2
 

4,
05

6,
69

6 
英

国
11

 
−

15
.4

 
6,

36
3 

11
3

−
74

.2
 

96
,3

33
 

1
55

1 
中

国
7 

−
50

.0
 

84
1 

39
4

−
4.

7 
96

,5
53

 
3,

93
0

−
5.

1 
1,

47
9,

90
0 

1
−

77
.2

 
48

8 
仏

国
43

8 
15

.3
 

81
,8

87
 

86
5

−
61

.0
 

28
2,

99
5 

10
,7

40
7.

3 
7,

94
9,

82
6 

22
4 

香
港

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

4
1,

54
2 

4
1,

88
4 

0 
−

10
0.

0 
0 

ト
ル

コ
0 

−
10

0.
0 

0 
8

14
.0

 
39

,2
22

 
61

,6
91

8.
3 

9,
76

5,
26

9 
ス

リ
ラ

ン
カ

0 
−

10
0.

0 
0 

韓
国

8 
77

6 
19

,3
23

−
10

.7
 

2,
82

3,
54

2 
32

1
−

19
.0

 
64

,8
93

 
タ

イ
40

8
64

.4
 

38
8,

62
5 

0 
−

10
0.

0 
0 

独
国

30
 

−
26

.8
 

8,
14

6 
3,

15
8

−
17

.4
 

90
5,

03
3 

33
9

2.
9 

23
2,

14
7 

9
78

2.
4 

6,
36

4 
17

−
12

.1
 

6,
30

7 
カ

ナ
ダ

15
 

−
31

.8
 

2,
93

9 
76

6
14

.8
 

43
2,

63
2 

31
6

5,
35

1.
8 

16
8,

42
2 

デ
ン

マ
ー

ク
69

6
3.

0 
38

3,
38

5 
ブ

ラ
ジ

ル
75

77
.8

 
20

,0
81

 
25

7,
07

4 
34

−
39

.9
 

7,
66

9 
ス

イ
ス

オ
ラ

ン
ダ

27
9

74
,1

28
 

1,
26

0
0.

7 
1,

17
3,

22
7 

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

13
,3

91
3.

9 
3,

99
0,

69
4 

28
68

.8
 

14
,6

98
 

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
20

 
−

63
.6

 
4,

82
6 

9,
66

7
−

17
.0

 
4,

62
3,

10
9 

40
8,

54
9 

2,
57

1
37

.4
 

52
1,

64
1 

3
85

5 
台

湾
16

 
60

.0
 

2,
88

7 
89

1
−

6.
1 

37
9,

70
8 

3
25

3.
3 

2,
64

2 
ベ

ト
ナ

ム
8 

30
0.

0 
92

6 
77

10
5.

5 
39

,5
02

 
11

3,
12

6 
0 

−
10

0.
0 

0 
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
1,

75
7

−
32

.7
 

1,
27

5,
88

7 
マ

レ
ー

シ
ア

94
3

−
7.

4 
45

7,
91

4 
フ

ィ
リ

ピ
ン

1
−

13
.3

 
1,

06
8 

ベ
ル

ギ
ー

37
8

40
.9

 
25

0,
71

7 
7

−
3.

6 
4,

31
7 

19
14

1.
3 

11
,4

20
 

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

1 
27

1 
0 

−
10

0.
0 

0 
ス

ペ
イ

ン
83

6
27

.9
 

49
7,

70
5 

7
30

.7
 

2,
06

6 
伊

国
2,

20
9 

−
5.

6 
39

3,
60

9 
12

8
10

9.
2 

65
,9

14
 

1
−

70
.4

 
2,

07
0 

63
,4

90
2.

5 
13

,9
01

,8
98

 
そ

の
他

1,
09

1 
8.

8 
12

9,
75

8 
19

5
−

88
.5

 
54

,4
96

 
53

3
−

2.
6 

18
6,

61
1 

4,
32

2
5.

2 
57

2,
44

3 
（

次
頁

に
つ

づ
く

）

小
麦
加
工
食
品
の
輸
入
の
推
移
（
11
月
分
）

（
単

位
：

ト
ン

、
金

額
：

千
円

）
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区 分
年 月

レ
ー

ト
う

ど
ん

お
よ

び
そ

う
め

ん
そ

の
他

の
め

ん
類

食
パ

ン
、

乾
パ

ン
類

ビ
ス

ケ
ッ

ト
ふ

　
す

　
ま

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

20
15

12
1

49
9

31
.8

20
7,

35
0

21
,5

25
−

2.
4

7,
75

4,
87

5
7,

24
0

−
9.

4
2,

59
3,

50
9

13
,8

99
−

16
.5

7,
86

2,
08

4
72

,8
87

−
27

.7
1,

98
7,

76
6

20
16

10
9

26
6

−
46

.8
10

1,
28

8
20

,6
06

−
4.

3
6,

59
3,

00
3

6,
11

9
−

15
.5

1,
99

8,
61

4
18

,7
39

34
.8

8,
36

3,
43

0
66

,4
68

−
8.

8
1,

48
1,

11
4

20
17

11
2

27
2

2.
4

11
0,

93
9

22
,2

43
7.

9
7,

20
7,

76
8

5,
32

3
−

13
.0

1,
90

4,
31

1
24

,2
90

29
.6

10
,6

31
,5

48
66

,0
17

−
0.

7
1,

55
0,

34
3

20
18

11
1

97
−

64
.4

41
,1

01
22

,8
43

2.
7

7,
58

0,
98

3
5,

45
1

2.
4

2,
02

8,
01

0
24

,8
53

2.
3

10
,6

82
,8

48
67

,8
63

2.
8

1,
65

1,
72

9
20

19
10

9
87

−
10

.3
34

,7
92

23
,3

50
2.

2
7,

52
6,

31
0

8,
04

0
47

.5
2,

63
5,

09
7

25
,0

75
0.

9
10

,5
58

,4
45

77
,4

15
14

.1
1,

98
9,

88
2

20
20

10
7

21
−

75
.4

8,
52

1
26

,2
32

12
.3

8,
42

4,
81

6
7,

31
6

−
9.

0
2,

49
8,

58
2

27
,8

28
11

.0
11

,0
13

,9
09

94
,3

50
21

.9
2,

35
9,

81
2

20
21

10
9

31
43

.9
12

,8
33

27
,0

85
3.

3
9,

11
0,

75
8

8,
07

6
10

.4
3,

18
3,

42
6

29
,8

43
7.

2
13

,5
08

,0
62

85
,9

98
−

8.
9

2,
81

5,
01

0
20

22
13

1
31

1.
0

12
,1

84
27

,7
43

2.
4

11
,1

60
,1

04
8,

50
3

5.
3

4,
09

8,
21

7
32

,0
15

7.
3

18
,3

27
,2

09
10

0,
38

1
16

.7
4,

72
9,

42
2

20
23

14
0 

44
 

42
.0

 
11

,6
56

 
27

,2
46
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区 分
年 月

レ ー ト

小
麦
粉
、小
麦
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ひ
き
割
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ル
、ペ
レ
ッ
ト
）
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麦
粉
調
製
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ー
キ
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ロ
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よ
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ス
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テ
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4

7.
0

6,
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8,
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0
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9
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−
1.
9
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1
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−
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−
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−
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−
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.9

55
6,
71
3
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88
6

−
10
.8

82
1,
54
4

6
15
7

92
60
.9

15
0,
20
6

2,
82
8

−
1.
9

3,
81
2,
40
2

99
4

−
7.
8

91
2,
83
7

7
16
0

76
44
.5

12
9,
19
2

2,
72
7

2.
3

3,
92
2,
68
7

89
7

−
7.
6

81
8,
94
7

8
15
1

85
44
.1

15
6,
57
9

2,
43
8

−
2.
0

3,
37
6,
29
9

79
4

−
6.
4

80
8,
02
6

9
14
4

14
0

60
.7

22
5,
90
0

2,
97
1

0.
1

4,
36
2,
39
1

96
0

5.
8

91
0,
88
2

1
0

1
4
6

9
3

6
3
.7

1
8
2
,3
0
4

3
,0
3
0

2
.9

4
,5
4
0
,5
4
4

9
4
8

−
7
.5

9
5
2
,7
3
0

1
1

1
5
3

8
5

9
3
.2

1
8
3
,8
6
6

3
,2
1
4

1
2
.1

5
,1
8
1
,7
6
0

9
3
5

−
1
.2

9
3
4
,8
1
8

12
20
24
年
1〜
12
月
計

85
9

28
.0

1,
71
0,
51
6

29
,4
60

2.
9

42
,0
56
,2
42

9,
91
5

−
6.
1

9,
45
6,
80
3

（
注
）　
①
財
務
省
貿
易
統
計
（
全
国
分
＞
品
別
国
別
表
＞
輸
出
＞
月
次
）に
よ
る
（
20
20
年
3月
号
よ
り
年
月
表
記
を
財
務
省
貿
易
統
計
デ
ー
タ
に
準
じ
て
西
暦
記
載
）。

②
そ
の
他
の
ベ
ー
カ
リ
ー
製
品
等
は
、
ス
イ
ー
ト
ビ
ス
ケ
ッ
ト
お
よ
び
米
菓
を
除
く
焼
菓
子
類
並
び
に
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
等
を
い
う
。

小
麦
加
工
食
品
の
輸
出
の
推
移
（
20
24
年
10
・
11
月
分
）

（
単
位
：
ト
ン
、
金
額
：
千
円
）

資料 小麦加工食品の輸出の推移
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資料国際価格の推移

品
　
　
　
　
名

月
年

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

小
麦

20
17

（
4.
26
）

15
6

（
4.
55
）

16
7

（
4.
12
）

15
1

（
4.
30
）

15
8

（
4.
23
）

15
6

（
4.
54
）

16
7

（
4.
95
）

18
2

（
4.
30
）

15
8

（
4.
21
）

15
5

（
4.
40
）

16
1

（
4.
28
）

15
7

（
4.
18
）

15
3

（
シ
カ
ゴ
・
S
R
W
小
麦
N
o.
2，

�
期
近
も
の
）

20
18

（
4.
17
）

15
3

（
4.
62
）

17
0

（
4.
79
）

17
6

（
4.
73
）

17
4

（
4,
94
）

18
1

（
5.
00
）

18
4

（
4.
82
）

17
7

（
5.
32
）

19
6

（
4.
80
）

17
6

（
5.
25
）

19
3

（
5.
08
）

18
7

（
5.
28
）

19
4

20
19

（
5.
11
）

18
8

（
5.
04
）

18
5

（
4.
48
）

16
4

（
4.
60
）

16
9

（
4.
49
）

16
5

（
5.
39
）

19
8

（
5.
08
）

18
7

（
4.
69
）

17
2

（
4.
89
）

18
0

（
5.
07
）

18
6

（
5.
17
）

18
5

（
5.
39
）

19
8

20
20

（
5.
73
）

21
1

（
5.
43
）

19
9

（
5.
12
）

18
8

（
5.
40
）

19
9

（
5.
02
）

18
5

（
5.
05
）

18
6

（
5.
51
）

20
2

（
5.
00
）

18
4

（
5.
38
）

19
8

（
6.
18
）

22
7

（
5.
98
）

22
0

（
6.
00
）

22
0

20
21

（
6.
75
）

24
8

（
6.
58
）

24
2

（
6.
45
）

23
7

（
6.
54
）

24
0

（
6.
84
）

27
0

（
6.
61
）

24
3

（
6.
72
）

24
7

（
7.
61
）

28
0

（
7.
13
）

26
2

（
7.
34
）

27
0

（
8.
27
）

30
4

（
7.
56
）

27
8

20
22

（
7.
42
）

27
3

（
7.
80
）

28
7

（
11
.5
）

42
4

（
11
.0
）

40
3

（
12
.5
）

45
9

（
10
.5
）

38
6

（
7.
81
）

28
7

（
8.
00
）

29
4

（
8.
44
）

31
0

（
8.
62
）

31
7

（
8.
28
）

30
4

（
7.
58
）

27
9

20
23

（
7.
44
）

27
3

（
7.
69
）

28
2

（
7.
02
）

25
8

（
6.
83
）

25
1

（
6.
61
）

24
3

（
6.
62
）

24
3

（
6.
54
）

24
0

（
5.
99
）

22
0

（
6.
04
）

22
2

（
5.
77
）

21
2

（
5.
72
）

21
0

（
6.
29
）

23
1

20
24

（
5.
82
）

21
4

（
5.
67
）

20
8

（
5.
20
）

19
1

（
5.
52
）

20
3

（
6.
66
）

24
5

（
6.
13
）

22
5

（
5.
33
）

19
6

（
5.
28
）

19
4

（
5.
79
）

21
3

（
5.
80
）

21
3

（
5.
37
）

19
7

（
5.
50
）

20
2

20
25

（
5.
47
）

20
1

と
う

も
ろ

こ
し

20
17

（
3.
59
）

14
1

（
3.
79
）

14
9

（
3.
54
）

13
9

（
3.
71
）

14
6

（
3.
68
）

14
5

（
3.
80
）

15
0

（
3.
65
）

14
4

（
3.
55
）

14
0

（
3.
39
）

13
3

（
3.
53
）

13
9

（
3.
38
）

13
3

（
3.
48
）

13
7

（
シ
カ
ゴ
，
イ
エ
ロ
ー
・

�
コ
ー
ン
N
o.
2，
期
近
も
の
）

20
18

（
3.
48
）

13
7

（
3.
68
）

14
5

（
3.
87
）

15
2

（
3.
86
）

15
2

（
4.
02
）

15
8

（
3.
61
）

14
2

（
3.
30
）

13
0

（
3.
62
）

14
2

（
3.
37
）

13
3

（
3.
78
）

14
9

（
3.
67
）

14
4

（
3.
77
）

14
8

20
19

（
3.
71
）

14
6

（
3.
75
）

14
8

（
3.
62
）

14
2

（
3.
63
）

14
3

（
3.
70
）

14
6

（
4.
53
）

17
8

（
4.
41
）

17
4

（
3.
61
）

14
2

（
3.
74
）

14
7

（
3.
93
）

15
5

（
3.
78
）

14
6

（
3.
66
）

14
4

20
20

（
3.
88
）

15
3

（
3.
78
）

14
9

（
3.
70
）

14
6

（
3.
19
）

12
6

（
3.
17
）

12
5

（
3.
29
）

13
0

（
3.
26
）

12
8

（
3.
24
）

12
8

（
3.
66
）

14
4

（
4.
03
）

15
9

（
4.
16
）

16
4

（
4.
24
）

16
7

20
21

（
5.
31
）

20
9

（
5.
52
）

21
7

（
5.
49
）

21
6

（
5.
90
）

23
2

（
7.
27
）

26
7

（
6.
67
）

26
3

（
5.
64
）

22
2

（
5.
64
）

22
2

（
5.
33
）

21
0

（
5.
25
）

20
7

（
5.
76
）

22
7

（
5.
85
）

23
1

20
22

（
5.
96
）

23
5

（
6.
37
）

25
1

（
7.
57
）

29
8

（
7.
90
）

31
1

（
8.
09
）

31
9

（
7.
73
）

30
5

（
6.
06
）

23
9

（
6.
26
）

24
7

（
6.
76
）

26
6

（
6.
90
）

27
2

（
6.
66
）

26
2

（
6.
53
）

25
7

20
23

（
6.
75
）

26
6

（
6.
75
）

26
6

（
6.
25
）

24
6

（
6.
66
）

26
2

（
5.
92
）

23
3

（
6.
23
）

24
5

（
4.
99
）

19
7

（
4.
64
）

18
3

（
4.
76
）

18
7

（
4.
89
）

19
3

（
4.
78
）

18
8

（
4.
83
）

19
0

20
24

（
4.
43
）

17
5

（
4.
17
）

16
4

（
4.
22
）

16
6

（
4.
31
）

17
0

（
4.
62
）

18
2

（
4.
50
）

17
7

（
3.
90
）

15
4

（
3.
75
）

14
8

（
4.
10
）

16
2

（
4.
01
）

15
8

（
4.
24
）

16
7

（
4.
45
）

17
5

20
25

（
4.
78
）

18
8

（
注
）　
シ
カ
ゴ
相
場
に
よ
る
月
央
の
終
値
で
あ
る
（
20
24
年
12
月
分
は
12
月
16
日
、
20
25
年
1月
分
は
1月
15
日
）。

国
  際

  価
  格

  の
  推

  移
  （

20
24

年
12

月
・

20
25

年
1月

分
）　
（
単
位
：
ト
ン
当
た
り
ド
ル
、（
　
）内
は
ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
た
り
ド
ル
）
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入
札

月
お

よ
び

積
月

令
和

6年
5月

入
札

分
（

7・
8月

積
み

／
8・

9月
到

着
）

令
和

6年
6月

入
札

分
（

8・
9月

積
み

／
9・

10
月

到
着

）
令

和
6年

7月
入

札
分

（
9・

10
月

積
み

／
10

・
11

月
到

着
）

令
和

6年
8月

、
9月

第
1回

入
札

分
（

10
・

11
月

積
み

／
11

・
12

月
到

着
）

産
 地

 国
銘

  柄
数

　
量

落
札

価
格

（
加

重
平

均
）

※
税

別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

ア
メ

リ
カ

W
W

21
,9

65
48

,2
77

52
,1

39
42

,7
17

47
,6

23
51

,4
33

55
,8

90
45

,1
79

48
,7

93
64

,1
91

42
,4

44
45

,8
40

S
H

22
,9

10
51

,2
30

55
,3

28
61

,2
10

50
,1

11
54

,1
20

73
,1

40
48

,6
14

52
,5

03
78

,3
00

46
,8

07
50

,5
52

D
N

S
25

,6
17

54
,9

99
59

,3
99

14
,4

16
51

,2
13

55
,3

10
36

,3
98

49
,6

63
53

,6
36

60
,3

01
49

,0
38

52
,9

61

小
  計

70
,4

92
51

,6
80

55
,8

14
11

8,
34

3
49

,3
47

53
,2

95
16

5,
42

8
47

,6
84

51
,4

99
20

2,
79

2
46

,0
89

49
,7

76

カ
ナ

ダ
1C

W
10

2,
89

6
52

,5
61

56
,7

66
10

6,
52

7
51

,4
52

55
,5

68
12

2,
03

0
49

,8
47

53
,8

35
11

2,
25

0
46

,0
50

49
,7

34

小
  計

10
2,

89
6

52
,5

61
56

,7
66

10
6,

52
7

51
,4

52
55

,5
68

12
2,

03
0

49
,8

47
53

,8
35

11
2,

25
0

46
,0

50
49

,7
34

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
A

S
W

62
,2

05
54

,7
58

59
,1

39
72

,6
90

61
,8

34
66

,7
81

64
,7

40
63

,2
55

68
,3

15
56

,6
50

53
,8

69
58

,1
79

小
  計

62
,2

05
54

,7
58

59
,1

39
72

,6
90

61
,8

34
66

,7
81

64
,7

40
63

,2
55

68
,3

15
56

,6
50

53
,8

69
58

,1
79

計
23

5,
59

3
52

,8
77

57
,1

08
29

7,
56

0
53

,1
51

57
,4

03
35

2,
19

8
51

,2
96

55
,4

00
37

1,
69

2
47

,2
63

51
,0

44

入
札

月
お

よ
び

積
月

令
和

6年
9月

第
2・

3回
入

札
分

（
11

・
12

月
積

み
／

12
・

1月
到

着
）

令
和

6年
10

月
入

札
分

（
12

・
1月

積
み

／
1・

2月
到

着
）

令
和

6年
11

月
入

札
分

（
1・

2月
積

み
／

2・
3月

到
着

）
令

和
6年

12
月

入
札

分
（

2・
3月

積
み

／
3・

4月
到

着
）

産
 地

 国
銘

  柄
数

　
量

落
札

価
格

（
加

重
平

均
）

※
税

別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

ア
メ

リ
カ

W
W

34
,1

17
41

,5
87

44
,9

14
41

,0
25

44
,6

55
48

,2
27

37
,3

32
44

,7
75

48
,3

57
57

,3
30

42
,4

32
45

,8
27

S
H

66
,6

70
46

,1
13

49
,8

02
55

,4
10

49
,7

65
53

,7
46

38
,2

45
47

,4
98

51
,2

98
50

,6
80

44
,0

79
47

,6
05

D
N

S
30

,1
20

51
,1

48
55

,2
40

45
,9

58
53

,9
55

58
,2

71
54

,1
81

52
,7

74
56

,9
96

63
,3

41
48

,9
27

52
,8

41

小
  計

13
0,

90
7

46
,0

92
49

,7
79

14
2,

39
3

49
,6

45
53

,6
17

12
9,

75
8

48
,9

18
52

,8
31

17
1,

35
1

45
,3

20
48

,9
46

カ
ナ

ダ
1C

W
55

,1
05

45
,2

98
48

,9
22

61
,9

95
47

,9
12

51
,7

45
60

,9
15

48
,2

78
52

,1
40

52
,5

23
46

,5
99

50
,3

27

小
  計

55
,1

05
45

,2
98

48
,9

22
61

,9
95

47
,9

12
51

,7
45

60
,9

15
48

,2
78

52
,1

40
52

,5
23

46
,5

99
50

,3
27

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
A

S
W

49
,5

80
47

,2
10

50
,9

87
47

,7
10

49
,7

04
53

,6
80

45
,5

20
50

,3
30

54
,3

56
77

,6
40

50
,4

90
54

,5
29

小
  計

49
,5

80
47

,2
10

50
,9

87
47

,7
10

49
,7

04
53

,6
80

45
,5

20
50

,3
30

54
,3

56
77

,6
40

50
,4

90
54

,5
29

計
23

5,
59

2
46

,1
42

49
,8

33
25

2,
09

8
49

,2
30

53
,1

68
23

6,
19

3
49

,0
25

52
,9

47
30

1,
51

4
46

,8
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農林水産省大臣官房統計部
令和6年11月26日公表

【調査結果】

令和6年産麦類（子実用）の田畑別作付面積

1　小　麦（子実用）
（1）　作付面積
作付面積は23万1,600haで、前年産並みとなった。

（2）　10a当たり収量
10a当たり収量は442kgで、前年産を6％下回った。
これは、主に九州において、2月から4月まで多雨傾向で推移したことから湿害や病害の被
害がみられたことに加え、4月以降の日照不足や高温により登熟が不良であったためである。
なお、10a当たり平均収量対比は97％となった。

（3）　収穫量
収穫量は102万3,000tで、前年産に比べ7万1,000t（6％）減少した。

作 物 統 計 調 査
令和6年産麦類（子実用）の作付面積及び収穫量（小麦関係抜粋）

プレスリリース

図1　小麦（子実用）の作付面積、10a当たり収量
及び収穫量の推移（全国）

図2　令和6年産小麦（子実用）の都道府県別収穫
量及び割合（全国）
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◎累年データ
小麦（子実用）の作付面積、10a当たり収量及び収穫量の推移

区　　　分
全　　　国 北　海　道 都　府　県

作付面積 10a当たり
収　　　量 収穫量 作付面積 10a当たり

収　　　量 収穫量 作付面積 10a当たり
収　　　量 収穫量

ha ㎏ t ha ㎏ t ha ㎏ t

平成27年産 213,100 471 1,004,000 122,600 596 731,000 90,500 302 273,200

28 214,400 369 790,800 122,900 427 524,300 91,500 291 266,500

29 212,300 427 906,700 121,600 500 607,600 90,700 330 299,100

30 211,900 361 764,900 121,400 388 471,100 90,500 325 293,800

  令和元  　　 211,600 490 1,037,000 121,400 558 677,700 90,200 398 359,400

2 212,600 447 949,300 122,200 515 629,900 90,400 353 319,400

3 220,000 499 1,097,000 126,100 578 728,400 93,900 393 368,900

4 227,300 437 993,500 130,600 470 614,200 96,700 392 379,300

5 231,700 472 1,094,000 132,300 542 717,100 99,500 379 376,900

  　　6（概数） 231,600 442 1,023,000 131,800 537 707,800 99,800 315 314,800

表2　令和6年産小麦（子実用）の作付面積、10a当たり収量及び収穫量　（表1は略）

区 分 作付面積
10a

当たり
収　量

収穫量

前　年　産　と　の　比　較 （参　考）

作　付　面　積 10a当たり収量 収穫量 10ａ当たり
平均収量
対 比

10ａ当たり
平均収量対　差 対　比 対　比 対　差 対　比

ha kg t ha ％ ％ t ％ ％ kg

全　国 231,600 442 1,023,000 △100 100 94 △71,000 94 97 455

北海道 131,800 537 707,800 △500 100 99 △9,300 99 104 517

都府県 99,800 315 314,800 300 100 83 △62,100 84 85 369
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【統計表】
1　令和6年産麦類（子実用）の作付面積、10a当たり収量及び収穫量
（1）　小麦

全国農業地域
・

都 道 府 県

作付面積
10a当たり
収 量 収穫量

前　　　年　　　産　　　と　　　の　　　比　　　較 （参　考）

計 田 畑
作　　　付　　　面　　　積 10a当たり

収 量 収　穫　量 10a当たり
平 均 収 量
対 比

10a当たり
平 均 収 量計 田 畑

対　差 対　比 対　差 対　比 対　差 対　比 対　比 対　差 対　比
ha ha ha kg t ha ％ ha ％ ha ％ ％ t ％ ％ kg

全 国  231,600  130,600  101,000  442 1, 023,000 △100  100  300  100 △400  100  94 △71,000  94  97  455
（全国農業地域）
北 海 道  131,800  36,200  95,600  537  707,800 △500  100 △100  100 △300  100  99 △9,300  99  104  517
都 府 県  99,800  94,400  5,410  315  314,800  300  100  400  100 △70  99  83 △62,100  84  85  369
東 北  6,820  5,910  910  287  19,600  90  101  40  101  58  107  112  2,300  113  113  254
北 陸  607  524  83  260  1,580  77  115  80  118 △3  97  104  260  120  123  211
関東・ 東山  21,400  17,900  3,500  373  79,800  0  100  100  101 △150  96  103  2,300  103  103  361
東 海  18,000  17,700 x  334  60,200  300  102  200  101 x x  78 △15,500  80  84  396
近 畿  9,200  9,190  8  288  26,500  280  103  280  103 △3  73  85 △3,800  87  93  311
中 国  3,200  3,140  64  288  9,220  70  102  90  103 △14  82  83 △1,680  85  83  347
四 国  3,000  2,950  47  274  8,210 △110  96 △110  96 △5  90  74 △3,290  71  72  380
九 州  37,500  37,000  500  293  109,700 △400  99 △400  99 △38  93  73 △42,700  72  74  398
沖 縄  10 −  10  143  14  2  125 − nc  2  125  105  3  127  112  128

（都道府県）
北 海 道  131,800  36,200  95,600  537  707,800 △500  100 △100  100 △300  100  99 △9,300  99  104  517
青 森  747  510  237  285  2,130 △54  93 △50  91 △4  98  116  160  108  119  239
岩 手  3,880  3,470  414  244  9,470  20  101  20  101  4  101  120  1,600  120  115  213
宮 城  1,180  1,160  19  436  5,140  20  102  20  102  0  100  101  130  103  107  407
秋 田  310  296  14  325  1,010 △28  92 △31  91  3  127  114  50  105  123  265
山 形  136  85  51  206  280  34  133  23  137  11  128  78  12  104  85  241
福 島  560  385  175  279  1,560  92  120  48  114  44  134  106  330  127  121  231
茨 城  4,770  3,350  1,420  318  15,200 △120  98 △70  98 △40  97  101 △200  99  106  300
栃 木  2,610  2,330  288  320  8,350  130  105  120  105  19  107  92 △280  97  88  362
群 馬  5,300  4,850  454  439  23,300 △30  99  10  100 △37  92  105  900  104  106  413
埼 玉  5,550  4,790  756  395  21,900  0  100  130  103 △131  85  100 △100  100  102  387
千 葉  807  547  260  329  2,660  50  107  28  105  22  109  95  40  102  105  312
東 京  10 −  10  210  21 △1  91 − nc △1  91  128  3  117  102  205
神 奈 川  38  9  29  232  88 △1  97  2  129 △3  91  109  5  106  89  260
新 潟  186  167  19  329  612  22  113  20  114  2  112  107  108  121  136  242
富 山  61  61 −  203  124  11  122  11  122 − nc  130  46  159  112  181
石 川  105  41  64  159  167 △7  94 △2  95 △5  93  103 △7  96  78  205
福 井  255  255  0  267  681  51  125  51  125  0 nc  96  114  120  136  197
山 梨  88  61  27  288  253  9  111  12  124 △3  90  94  10  104  92  313
長 野  2,270  2,020  253  354  8,040  0  100 △30  99  28  112  131  1,890  131  113  314
岐 阜  3,680  3,680 x  296  10,900  90  103  90  103 x x  84 △1,800  86  88  336
静 岡  624  610  14  202  1,260 △95  87 △80  88 △15  48  79 △590  68  80  252
愛 知  6,100  5,950  155  473  28,900  140  102  50  101  91  242  82 △5,400  84  91  518
三 重  7,570  7,450  121  252  19,100  130  102  130  102  10  109  70 △7,700  71  75  338
滋 賀  7,030  7,030  7  310  21,800  250  104  260  104 △3  70  87 △2,400  90  95  328
京 都  210  210  0  156  328  2  101  2  101  0 nc  85 △55  86  88  178
大 阪  1  1 −  150  2  0  100  0  100 − nc  133  0  100  113  133
兵 庫  1,790  1,790 −  223  3,990 △10  99 △10  99 − nc  76 △1,280  76  85  261
奈 良  146 x x  256  374  18  114 x x x x  81 △33  92  94  273
和 歌 山  14 x x  285  40  10  350 x x x x  170  33  571  202  141
鳥 取  99  54  45  287  284  13  115  6  113  7  118  87  1  100  89  324
島 根  132  120  12  166  219 △36  79 △17  88 △19  39  84 △114  66  89  187
岡 山  1,080  1,080  1  352  3,800  70  107  70  107 △1  50  85 △400  90  84  417
広 島  248  245  3  177  439  18  108  18  108  0  100  73 △122  78  87  203
山 口  1,640  1,630  3  273  4,480  0  100  0  100 △1  75  81 △1,060  81  81  338
徳 島  79  76  3  278  220  2  103  4  106 △2  60  81 △43  84  89  314
香 川  2,550  2,520  27  262  6,680 △80  97 △80  97 △2  93  74 △2,630  72  69  381
愛 媛  373  357  16  348  1,300 △32  92 △31  92 △1  94  75 △580  69  92  378
高 知  4  3  1  113  5  0  100  0  100  0  100  78 △1  83  75  151
福 岡  16,400  16,400  16  323  53,000 △100  99 △100  99  0  100  76 △17,000  76  77  422
佐 賀  11,900  11,800  70  304  36,200 △300  98 △300  98 △29  71  73 △14,700  71  73  414
長 崎  672  553  119  256  1,720 △28  96 △19  97 △9  93  83 △430  80  84  305
熊 本  5,410  5,230  178  233  12,600  80  102  80  102 △3  98  65 △6,500  66  66  354
大 分  2,920  2,850  73  203  5,930 △30  99 △20  99 △1  99  61 △3,860  61  64  315
宮 崎  121  97  24  119  144  6  105  4  104  2  109  42 △184  44  50  239
鹿 児 島  67  47  20  143  96  5  108  3  107  2  111  68 △34  74  76  188
沖 縄  10 −  10  143  14  2  125 − nc  2  125  105  3  127  112  128
注：1　「（参考）10a当たり平均収量対比」とは、10a当たり平均収量（直近7か年のうち、最高及び最低を除いた5か年の平均値）に対する当年産の10a当たり収量

の比率である。
　　2　全国農業地域別（都府県を除く。）の10a当たり平均収量は、各都府県の10a当たり平均収量に当年産の作付面積を乗じて求めた収穫量（平均収穫量）を全国

農業地域別に積上げ、当年産の全国農業地域別作付面積で除して算出している。
（注）　表中に用いた記号は次のとおりである。
　　　「０」：単位に満たないもの（例：0.4ha→０ha）又は増減がないもの
　　　「－」：事実のないもの
　　　「…」：事実不詳又は調査を欠くもの
　　　「ｘ」：個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないもの
　　　「△」：負数又は減少したもの
　　　「nc」：計算不能
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私の勤め先は、視覚障害者や高齢者の方々に
食生活情報を提供する団体です。活動資金は食
に関連する企業・団体の皆様の温かいご支援に
よるものです。製粉振興をご覧になっている製
粉企業や小麦粉製品関連企業の皆様、誠にあり
がとうございます。
本日は視覚障害者の方を対象にした料理教室
で伺ったお話をご披露します。
その前に、視覚障害者に関する一口知識。
数年前に「恋です！～ヤンキー君と白杖ガー
ル～」というTVドラマが放映されました。ご
覧になりましたか？ドラマの中で杉咲花さん演
じる「ユキコ」は盲学校に通う生徒さん。色と
光がぼんやりわかる程度の弱視で、ハンバーガ
ー店でアルバイトをしています。
ユキコさんのように視覚に障害がある方（障
害者手帳を保有）は約30万人で、「視覚障害者」
といっても全盲から弱視や視野欠落など障害の
程度は様々です。
また、同じ全盲でも若くして障害が生じた方
の多くは点字を読むことができますが、年齢が
高くなってから全盲になった方は点字の習得が
困難で、音声で情報を得ているなど、情報入手
の方法も様々です。
さて、今日の本題の料理教室で伺ったお話です。
視覚障害者の方に料理について伺うと、ガス
の火は見えないので怖い、また、熱くなった鍋
を触って火傷した経験があったりして、火を使
った加熱調理は苦手とおっしゃいます。
これもあってか、視覚障害者の方は手軽に食

べられるカップ麺を結構な頻度で食べておられ
ます。但し、お湯を入れ過ぎて、テーブルを水
浸しにすることもあるそうですが。
パスタも人気メニューです。耐熱容器に水と
パスタを入れて電子レンジでチンすれば火を使
わずに簡単に茹でることができますし、市販の
様々なパスタソースを楽しめるので好評です。
確かにレトルトパウチに入ったパスタソース
は美味しくて、手軽なのですが、どのメーカー
の製品も同じような包装容器に入っています。
もちろん、点字の表記はありません。
このために視覚障害者の方は「ミートソース
が食べたいんだけど、どれを温めれば良いかわ
からない」という事態に直面します。
これに関して、料理教室に参加された元気印
の視覚障害者の方から面白い話を伺いました。
その方はパスタソースについて「今日はミー
トソースかな、それともカルボナーラかな？毎
回、くじ引きをやるようでワクワクするんです
よ。」と楽しそうにおっしゃいました。
これを伺って「この方は直面した難題を楽し
みに転換することで、充実した人生を送ってお
られるのだろう」と感心しました。
障害のあるなしに関わらず、人気時代劇のオ
ープニング曲のように「人生楽ありゃ苦もあ
る」わけで、苦難に直面した時は、それを楽し
む。これは心豊かな人生を過ごす秘訣の一つの
ようです。
私も見習いたいと思います。皆さんもいかが
ですか？

このたび、「ソフト＆ハード」（読者の欄）にご投稿をいただきました。記念すべき第1号として掲
載をさせていただきますとともに、引き続き皆様からのご投稿をお待ちしております！

今日のパスタは何味？
古（イニシエ）のコストプール

「ソフト＆ハード」（読者の欄）
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★
編
集
後
記

読者の皆様、弊会の機関誌「製粉振興」の内容を、より親しみのもてるものにするため
に、次のような内容の投稿をお待ちしていますので、記事をお寄せ下さい。
また、この本誌の内容の充実を図っていきたいと考えていますので、ご意見等がござ
いましたらお寄せ下さい。
・テーマは、小麦や小麦粉製品についての随想、紹介等と考えていま
すが、小麦と関係のない趣味などの話でも結構です
・投稿者名は実名でも筆名でも結構です
・長さは1,200字程度（1頁）とします　・掲載分には薄謝を進呈します

●明けましておめでとうございます。本年も読者の役に立つ、手に取っていただける機関
誌作りを目指して参ります。引き続きご愛読賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　新年号恒例の「十大ニュース」、皆さまの見立てはいかがでしょうか。能登半島の
地震災害からは早や1年が経過しましたが、重ねて豪雨災害にも見舞われ、復旧復興
の遅れが報じられています。被災された方々が一日も早く普通の日常を取り戻されま
すようお祈りいたします。また、米国大統領の選挙結果がランクインしましたが、予
期できぬトランプ2.0のインパクトは今年どのように当業界に及ぶでしょうか。
　食料安全保障確保のための国内産小麦の重要性が増す中、昨年、（一社）日本パン技
術研究所では、製パン事業者向けに「国産小麦の製パンへの利用に関する手引書」を
取りまとめられました。本手引書では加工適性を高める上での製粉方法の重要性等に
ついても触れられており、製粉関係者にも有益な情報と考えます。このため、手引書
を執筆された同研究所の井上所長様、原田製パン技術教育事業部長様に分担いただ
き、本号から3回にわたってその概要の解説をお願いしました。 編集人

●「製粉産業をめぐる2024年10大ニュース」を掲載しましたが、国際情勢を分析して
いるアメリカの調査会社が「ことしの10大リスク」を発表し、最大のリスクとして「深
まるGゼロ世界（国際秩序を主導する国家が存在しない）の混迷」をあげています。地
政学的に最も危険な1年となるとの分析ですが、どうなることか。
　小麦の世界では、昨年弊会の長尾先生がご勇退され、弊誌「製粉振興」1月号では、
「世界の粉界展望」に代わり、新たに「海外短信」がスタートしました。また、解説記
事には、新たな基本計画の策定の中で、食品産業や国内外をめぐる小麦の動き、そし
て3回にわたり国産小麦の製パンへの利用についてご解説いただくなど、4人の方々に
ご執筆をいただいております。
　昨年発刊した「小麦粉の世界」もおかげさまで多くのお申し込みをいただいております。
　製粉振興誌ともども、多くの皆様にご愛読いただき、関係者の皆様のサプライチェーン
の一助になればと改めて思うところです。本年もよろしくお願い致します。 編集者八

●新年明けましておめでとうございます。本年が皆様にとって実り多き1年となりま
すようご祈念申し上げますとともに、引続き本誌「製粉振興」をどうぞよろしくお願
い申し上げます。
　「ソフト＆ハード読者の声」で初の投稿がありました。視覚障害者の方々のご苦労が
わかり、改めて障害者の方々に対してわかりやすい商品が必要であると思いました。
カップ麺のお湯を入れる線は、ラーメンどんぶりのふちに描かれているような柄など
で線を表現してもよさそうですね。また自分の食べたい味のパスタソースを選ぶので
はなく、くじ引きのような運試し的な感じで選び、それを楽しみながら食事をされる
お話しには心打たれました。マイナスをプラスへと切り替えることが人生において大
事なことと改めて教えていただきました。 編集者S

訂正
　2024製粉振興11月号において、資料（小麦加工食品の輸入の推移（9月分））の「小麦粉、
小麦」、「ふすま」を除く各区分9月分数量及び2024年1月～12月累計欄の数量に単位誤り
による数字の誤りがありました。謹んでお詫びいたしますとともに、2025年1月号の表
の中で修正をさせていただきましたので、何卒宜しくお願い致します。

─「ソフト＆ハード」（読者の欄）への投稿のお願い─

「
コ
ナ
ち
ゃ
ん
」

（　　　）マスコットの
小麦粉の精

編集後記 ’22.7 月号 

 

 

●小麦・小麦粉製品の価格高騰の行方がなかなか見えてまいりません。本号では、福

山大学上林教授様に USDA の農業見通しの概要解説と併せてウクライナ侵攻が国際マ

ーケットにもたらしている影響について解説いただきました。 

また、このほど農林水産省が公表した「食料の安定供給に関するリスク検証（2022）」

について農林水産省大臣官房政策課食料安全保障室志度様に解説を寄稿いただきまし

た。様々な要素からなるリスクを視覚化して、分析されており、リスクの全体像がす

っきり頭に収まる想いです。 

例年にない早い梅雨明けでもう十分酷暑を過ごした感覚ですが、まだ夏休みはこれ

からが本番です。新型コロナウイルス感染者はまた連日増加の報道が続いております

が、感染に気を付けつつリフレッシュしたいものです。         編集人 

 

 

●弊会の新年度もはじまりました。新型コロナウイルスの新規感染者がまた増えてき

ている中で、私にも 4 回目の接種券が届いたので、早速接種の手続きをし、感染予防

していきたいと思います。第 58 回製粉教室は 36 名の参加で終了することができまし

た。いろいろ調整いただきました製粉会社の担当の方には厚く御礼申し上げます。ま

た、受講生におかれましては、今後のご活躍を祈念申し上げます。   稲谷久雄 

 

 

●「製粉振興会コナちゃんねる」は既にご視聴いただけておりますでしょうか？子供

たちへの小麦粉のＰＲとしてこれまで「毎日小学生新聞」「Ｎｅｗｓがわかる」に記事

を掲載してきましたが、読んでいただくだけでは無く、動画によって分かりやすく解

説したり、実際に料理を作りながら学んでいただくことを前提に制作しています。６

月に第 4 弾を配信して、これまで「餃子」「うどん」「クッキー」「スパゲッティ」と小

麦粉ならではのメニューとなっているのと、それぞれのテーマからクイズを出題し、

より小麦粉のことを知っていただくような動画となっています。是非チャンネル登録

いただき、小麦粉の普及拡大に活用いただけたらと思いますので、よろしくお願いし

ます！                              編集者Ｓ 

製粉振興会コナちゃんねる  

チャンネル登録　　　
お願いします　⇒　
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